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序章　快楽のはざまに








「あ……っ、ン、ぁ、……っあ、ん」

　大手食品会社でＯＬをしている佐さ久く間ま美み琴ことは、ベッドルームで悩ましい声を上げていた。

　寝室には男性の一人暮らしらしいシンプルな家具がある以外、無駄な物はない。目を引くのは十畳ほどの部屋の中央に鎮座する、巨大なベッドだ。

　そこでいま美琴は男性ともつれ合い、組み敷かれて涙混じりの声を上げている。

　ひたすら腰を打ち付けている男性は、鍛え上げられた肉体を持っていた。存在そのものから圧倒的な牡のフェロモンを放ち、見る者を惹きつけて止まない雰囲気がある。

　美琴は群を抜いて美人とか可愛いという容貌ではない。

　だが黒目がちな濡れた瞳や唇、しっとりとした雰囲気は「男好きする」と言われている。被虐的に見える外見が、どこか男性に性的な妄想を滾らせるらしい。

　美琴としては意識して男性にウケようと思っていないので、そう言われるのは本望ではないのだが。

　しかし男に組み敷かれたいま、美琴の目は被虐的な色を浮かべて悦びを表していた。

　男性の剛直に貫かれ、激しく体を揺さぶられ、悲鳴に似た嬌声を上げる。

　そんな〝酷い事〟をされるのを心底悦んでいるような表情をしていた。

「好いいのか？　気持ちいいのなら、素直に言えばもっと好い事をしてやろう」

　愉悦の籠もった男性の声に、美琴は彼を頬張る蜜壷をヒクつかせ、ゴクッと喉を鳴らした。

「ン……っ、ん、ぁ、もっと……シて……っ、くだ、さ――っ、ぁ」

　素直に男性の寵愛を乞うたあと、男性の手が動いた。

　濡れそぼった結合部に指が伸び、男性の野太い一物を頬張り拡がっている花びらを、二本の指でツゥッと撫でる。そして頂点にあるぷっくりと膨らんだ珊瑚を、親指の腹で優しくいじめた。

「っきゃああぁ……っ!!」

　細く高い悲鳴を上げ、ビクンッと美琴は体を跳ねさせた。

　きつく男根を喰い締め、歯を食いしばり、激しい淫悦を堪えた挙げ句、まっ白な世界へ飛ばされる。

（あ……、堕ちちゃう……）

　美琴がそう思ったのを、男性は悟ったのだろうか。亀頭を最奥まで押しつけて、達したばかりの彼女をグリグリといじめ抜く。

「あっ、あんっぅ、ああぁっ、ぃあ、あっぁあぁっ!!」

　壊れた玩具のように体を震わせる美琴は、もう自分が何を言いたいのだか分からなくなってしまった。

　ぼんやりとした頭で思う。

（私、少なくとも少し前までは、こんな女ではなかったはずなのに……）

　目立たないように生き、目、立、っ、て、仕、方、が、な、い、場、所、でも変装をしてやり過ごした。

　こんな――、誰からも羨望の目を向けられる男性に抱かれる人生でなかったのは確かだ。
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　美琴は二十六歳のごく普通のＯＬだ。

　昼間は宇う崎ざきホールディングスという大手食品会社の経理として働き、どちらかと言えば地味目な姿で日々事なきを得ている。

　訳、あ、り、なので節約レシピで料理をするのがいつの間にか得意になっていた。スーパーの特売で買った食材を、ネットにあるレシピや自分の発想で活かしていく。料理が唯一の趣味と言えるかもしれない。

　性格は控え目で、争い事が嫌いだ。波風が立つくらいなら、自分はグッと我慢してしまおうとする癖がある。結果的にストレスが溜まりやすいが、料理をしたり仕事帰りにひたすら歩いたりする事で何とか発散させていた。

　そんな美琴はいま、都内にあるラブホテルのルームフロアにいた。

　金髪ロングのウィッグを被り、七センチのハイヒールに黒い薄手のストッキング、ミニのタイトスカートに黒いファーコートという姿だ。

　本来の美琴の好みから大きく逸脱した服装なのだが、訳、あ、り、の、仕、事、のための衣、装、なので、仕方がないと割り切っている。目元には夜だというのに濃い目のサングラスをかけていたので、昼間の美琴を知っている人とすれ違っても、まずバレないだろうと思う。

（この部屋か……）

　部屋番号を確認したあと、美琴はハァ……と溜め息をついてサングラスを外す。その後バッグの中から、仮装などにも用いられる、黒いレースで目元を縁取ったアイマスクを取りだし身につけた。

　それをつける事で、美琴の中で仕事のスイッチが入る。

　憂鬱な気分を押し殺し、美琴は部屋のチャイムを押した。

　いつもならすぐさま客である奴隷スレイブが、ドアを開けて自らの首に繋がった鎖を差し出してくる。

　しかしこの日ばかりは、どれだけ待ってもドアは開かなかった。

（そう言えば、オーナーがいつもと違う客だって言ってたっけ）

　ふ……と思い出すと、「どうしよう」という迷いと不安が生まれる。

　美琴は夜にまりあという源氏名を名乗り、ＳＭクラブで女王様をしていた。いわゆるＭ男たちの相手をし、踏んだりなじったり、性的に責める事を仕事としている。

　Ｍ男は意外に企業の管理職やお偉いさんが多い。ゆえに美琴が勤めているＳＭクラブは高級で、女王様であるＳ嬢――美琴の扱いも良かった。

（面倒だな。気分屋のＭ男さんなのかな）

　女王様と言っても、結局客相手の商売である。鞭で叩いて相手を罵ればいいだけと思えば、大間違いだ。これでもかなり大変な仕事なのだ。

　ＳＭと言えばサディストとマゾヒストと思われがちだが、その本質はＭ――マスターがご主人様を選び、ご主人様がＳ――サービスをするのだ。

　Ｍが望む事をご主人様はすべて察し、快楽も痛みもすべて満足するまで与える。ゆえにＭは『満足のＭ』とも言われている。

　なので、Ｍがすべからく叩かれるなど酷い事をされて悦ぶかと言えば、それは違う。

　Ｍにはご主人様を選ぶ権利があり、自分が望むご主人様だからこそどんな事でも受け入れる。逆に認めないＳから攻めを受けても、それはただの暴力であり苦痛だ。

　美琴はそういう意味で、細やかな配慮をし客が求める事を把握するのが上手かった。ある意味少し神経質で真面目な所が、昼間の経理の仕事だけでなくこちらでも生かされている。

　客に満足してもらおう、仕事をするならどんな仕事でも全力で、真面目に……と思っているからこそ、美琴は店の中でも売れっ子になっていた。

（どういうつもりだろう？　普通、ご主人様を待たせるＭ男さんはいないんだけど……）

　まるでこちらが焦らされているようで落ち着かず、美琴はトントンとドアをノックする。

（もしかして部屋を間違えたのかな？　オーナーに連絡を……）

　そう思って店用のスマホを取りだした時、静かな音を立てて部屋のドアが開いた。

「あ……」

　安堵した美琴の表情は、女王様らしからぬものだったかもしれない。だが顔を出した客の容姿を見て、美琴はもっと女王様らしからぬ表情を浮かべてしまった。

「ようこそ、ご、主、人、様、」

（わ……。素敵な人）

　男性はこれまでの美琴の客、とは、一線を画した存在に思えた。

　見上げるほど高い身長に、衣服越しに分厚いと分かる胸板。オーダーメイドと思われるスーツの下は、絶え間ないトレーニングによって鍛え上げられていると瞬時に分かった。

　おまけに耳朶を震わせる艶やかな低音に、思わず聞き惚れそうになる。

　意志の強そうなまっすぐな瞳に、髪は少し癖がありやや硬そうだ。前髪の影から覗く双眸に射貫かれ、美琴の背筋にゾクッと震えが走る。

（……駄目。雰囲気に呑まれたら駄目）

　喉元で唾を嚥下し、美琴はひとまず部屋に入った。

　いつもならＳＭの道具がそろっている専門のホテルなのだが、男性が指定したホテルはお洒落でゴージャスな、普通のカップルが入るようなラブホテルだ。

　美琴は部屋に入ってコートを脱ぎ、ビスチェに包まれた胸元を晒す。

　普通のファッションとしても通用するビスチェからは、たっぷりとした乳房と深い谷間が覗いている。普通の客なら、触りたくても触れないジレンマに陥り、それに悦ぶ。

（恥ずかしい……けど）

　慣れているはずなのに、この客の前だと胸や脚を露わにした姿が、何となく恥ずかしくなってしまった。

　それでも男性は美琴のビスチェ姿を見ても、「胸が大きいね」など普通の客が言う台詞を口にしない。あくまで上品に微笑んだまま、「座ってください」とソファを勧めるのみだ。

（何だろう……この人。本当にいつものお客さんたちと違う）

　主導権はいつも美琴にあるはずなのに、どうにもこの男はＭ男っぽくない。調子を狂わされたまま、美琴はソファに座った。

「まず、先に料金を払う」

　男性はテーブルの上にポンと五万円を置いた。

「……っ、あの。一時間のコース料金より多いのですが」

（オプションの金額かな？　そんなに攻められたいの？）

　若干引き気味なのを押し殺して返事をすると、男性は穏やかに微笑んだまま緩く首を横に振る。

「オプションは必要ない。規定の料金以外は、魅力的なあなたへのチップだと思ってくれ」

　客の中には、気に入った嬢にお小遣いとしてチップをくれる人もいる。

　美琴の場合、気に入ってくれている常連客もいるので、チップをもらう事は珍しくなかった。加えて客から女神――もとい女王様のように扱われているので、今さらリップサービスを受けても動揺しない。

「……では、ありがたく頂きます。お心遣いありがとうございます」

　店用の財布に五万円を入れると、美琴は改めて客に向き直る。

「ヒロヤさんでしたか？」

　太腿を見せつけるように脚を組み、美琴が尋ねる。

　オーナーから教えられた名前に信憑性はない。幾ら接客しているうちに客が「僕は社長をやっているんです」と告白しても、会社名や本名まで言う者は少ない。このヒロヤという名前も、恐らく偽名だろう。

「そうです。まりあさん。俺は今日、あなたを見定めるために来た」

（見定める……？　どういう事？）

　意味深な言葉に、美琴は眉を寄せる。

　普通ＳＭクラブやバーで働くために入店すれば、最初はＭ嬢から始まるのが常だ。ＳもＭも両方こなせるように鍛えられ、結局はＭ嬢のほうが楽だという理由からＭ嬢が多くなる。

　肉体的奉仕や辱めを求められるＭ嬢よりも、客のあらゆる要求に応えるＳ嬢のほうが、意外と精神的に参りやすいのだ。美琴の客の中には、自分の全財産を捧げると言い出した者も少なくない。

「私は一応、Ｓの方でお店の主戦力となっています。もしヒロヤさんが私にＭをお求めなら、他の嬢をお勧めします」

　マスク越しに美琴は男性――ヒロヤを見つめる。

　彼はとても強くてまっすぐな目をしている。思わず視線を逸らしたくなるが、それは我慢だ。

「俺はあなたに惹かれている。ゆえにあなたと会って話をしたいと思った。今日は何もプレイは求めないので、安心してほしい」

（初対面なのに惹かれてるって……。まぁ、嬢に対してありがちだけど。でも……紳士ぶっていて、割と途中から本性を出す人も多いんだけどな……）

　ヒロヤの言葉に美琴は内心呟きつつも、ひとまずそういう事にしておいた。

（それでも、もしプレイがないならそれに越した事はないかな）

『女王様』をしていても、美琴の本質は普通の女性である。

　好きでもない男性の裸や性器など見たくないし、誰かを跪かせて踏んだりもしたくない。

　自分の肌は見せないとしても、這いつくばった男性に馬乗りになるとか、着衣ながらもＭ男を興奮させるために恥ずかしいポーズを取るのは嫌だった。

　美琴にはそうせざるを得ない理、由、があるのだけれど――。

「では、お話とはなんですか？　見定めるとは？」

　新規の客の時はいつも緊張する。中にはとんでもなくハードなプレイを望む人もいるからだ。

　けれどヒロヤに「何も望まない」と言われ、美琴は目に見えて安堵する。それまで強張っていた表情が和らぎ、仮面越しにも目が優しくなった。

　目の前のヒロヤもまた、その変化に気付いたようだ。

「あなたはこの職業が天職だと思っていますか？」

「え？」

　いきなりの質問に、美琴は目を瞬かせる。

　特殊な職業であるＳ嬢に向かって、なんて質問をするのだろう。

（向いているなんて思ってない。辞められるならいつだって辞めたい。……でも私には、こ、れ、し、か、な、い、の）

　その言葉を呑み込み、美琴は曖昧に微笑む。

「そういう事は、お客様にお伝えする情報ではありません。お客様の中には、私がいなければ生きていけないと仰る方もいます。私が自分を否定すれば、その方達の人生を否定する事に繋がります」

　もっともな事を言っておきながら、なんとも儚い言葉だと思う。

（結局お客様は社会的な地位のある人で、私は末端のサービス業。今でこそ『ご主人様しかいません。僕のすべてです』って言われていても、いざ私がお店を辞めればきっと代、わ、り、がいる。サービス業って、そういう仕事だもんね……）

「……まぁ、真理だな。サービス業の答えとしては、満点だ」

　美琴が思っている事と近い返事をし、ヒロヤは長い脚を組む。

「逆にお聞きしますが、あなたはどういうつもりで今回私に指名を？　私もご指名を沢山受けている身ですし、安くない料金だと思います。私ならただ世間話をするために、五万円も払いません」

　美琴の言葉にヒロヤはゆるく首を横に振る。

「あなたと顔を合わせて話すためなら金は惜しくない。あなたの事を耳にして、ずっと気になっていた。どういう声で話し、会話をする時にどんな反応をするのか……。店の写真があっても、仮面をした顔しか分からない。それなら実際会って話した方がいいだろう？」

（何なの？　……変な人）

　内心、美琴は首を傾げて「？」を浮かべてばかりだ。

（私は話していて相手を笑わせられるタイプじゃないし、特に物知りでも会話が上手な訳でもない。会話をして楽しむのは、キャバクラやクラブでしょう？　そもそも、ラブホテルにＳ嬢を呼び出しておいてお話だけって……。本当に何？）

　女王様という要素を除いた美琴はごく普通だ。だからこそヒロヤの意図が分からない。

「仕事をしていて、客に迫られたりするか？　嬢と客ではなく、その枠を越えた関係になりたいと言われた事はあるだろうか？」

　美琴の戸惑いを無視し、ヒロヤはさらに質問を重ねる。

「……多少はあります。高額なプレゼントを頂く事もありますし、全財産を捧げたいと言われた事もあります。結婚したいと言われた事もありますね」

「それに何と答えた？」

「無理です。……と」

「他に好きな人がいるから？」

「お答えできません」

　てっきりセクハラ的な話をされるのかと思いきや、意外と普通の会話だ。それでも美琴の気持ちを探るような質問で、どこか落ち着かない。

「じゃあ……。失礼な質問かもしれないが、客の前で裸になった事は？　局部に触れさせた事はあるか？」

　多少セクシャルであるものの、これも普通の人なら抱くだろう疑問だ。

「私はＳ嬢として売って頂いているので、お客様に直接触れさせるほどのご褒美は与えていません。自分の体に触れさせなくても、言葉や態度、道具だけで満足させるだけの技術を持っていると自負しています」

「そうか」

　ヒロヤは納得したように頷く。だが美琴は彼の意図が分からないままだ。

　その後も、美琴はヒロヤと時間までとりとめのない話をした。

　スリーサイズを訊かれるとか、セックスに関わる事を聞かれるとか、セクハラになるような話をされる事はなかった。普段女王様としてどのように働いているのか、またＭ男はどういう事をして悦ぶのかなど、すべて一般的な興味の範囲だ。

　そして時間になると、ヒロヤは「今日はありがとう」と言って本当に何もせず立ち去って行った。

（……本当に変な人……）

　ＳＭクラブの客ならまずあり得ない。だが、いつもこういう客ばかりならとても楽なのにな……と美琴は思うのだった。





＊＊






　スマホのアラームを聞き、美琴は目を覚ます。

（……眠たい……）

　夜も働いているので、疲れは人並み以上だ。それでも倒れる訳にいかないので、きちんとした物を食べるのと、睡眠だけは死守している。

　美琴は一人暮らしの２ＤＫで目を覚まし、い、つ、も、の、よ、う、に、身支度をする。

　洗顔をしてベースメイクと眉を整えるだけの薄化粧をする。朝食を取ると歯磨きをして淡いブルーのシャツの上にカーディガンを着て、適当なスカートを穿く。ワンレングスのロングヘアは、まとめて無造作にバンスクリップで留めた。お洒落なルーズヘアではなく、本当に髪が邪魔にならないようにまとめただけの髪型だ。そして顔の形に合っていない野暮ったい眼鏡をかけ、薄手のコートを羽織り、口紅を塗る。

　地味なＯＬのできあがりだ。

「……行って来ます」

　誰もいない小さな部屋に向かって呟き、美琴は出、勤、した。

　

　美琴は公共機関で墨すみ田だ区にある大手食品会社、宇崎ホールディングス本社ビルに向かう。

　足早に歩き、三センチヒールを履いた足で男性社員を追い抜いてゆく。

　彼女がエレベーターで向かったのは、経理部があるフロアだ。

「おはようございます」

　大きくも小さくもない声で挨拶をし、美琴は自分の席に座るとパソコンを立ち上げる。メールをチェックし、一日の仕事量を把握した。必要だと思うものは忘れずに付箋にメモをし、ペタペタとディスプレイの端に貼ってゆく。

「あいかわらず朝のルーティンがしっかりしてるねぇ」

　そう声を掛けてきたのは、二つ上の田た中なかという女性の先輩だ。

　彼女からはフワッと香水の匂いがした。

（田中さんいつもいい匂いするな。メイクとか色々気を遣っているみたいだし、女性らしいな）

　そう思うものの、美琴に「自分もそうなりたい」という欲はない。

（私は自分が『女』だと思わされるのは、夜だけでこりごりな気がする。入社したての頃は普通に外見に気を遣ってたけど、痴漢のターゲットになる事もあったし散々だった。男性社員からも変な目で見られる事も多いし……。そういうのはもう十分）

　自分が楽しむためのメイクやお洒落があるというのも、ちゃんと分かっている。

　それでも昼夜あくせく働くだけで精一杯な美琴は、何かに楽しみを見いだすという事ができないでいた。

　ちなみにあのワンルームには客から貢がれた服やハイブランドのコスメ、アクセサリーがぎっしりと並んでいるが、美琴はほとんど実用していない。

　とある理由があり、コスメなど一部使える物以外は少しずつ売っている。

　客の気持ちを蔑ろにしているようで後味が悪いのだが、理由があるため仕方がない。

「おはようございます」

　田中の挨拶に対し、美琴はあまり感情の伴わない声で挨拶をし返す。だがその態度を田中はちっとも気にしていない。美琴がそういう人であると、もう分かっているのだ。

「ねー、みこっちゃん今日のこと知ってる？」

　美琴もまた田中にみこっちゃんと馴れ馴れしく呼ばれるのに慣れている。大体田中は誰に対してもそうだ。

「今日の事とは？　何か特別な案件でも入るんですか？」

　美琴の返事に田中は「ノンノン」とわざとらしく首を横に振る。そして美琴に顔を寄せると、コソコソと囁いてきた。

「今日、海外にいた御曹司が社長兼ＣＥＯに就任するんだって」

「そうですか」

「そうですかって……。下手したら玉の輿だよ!?　社員に写真は出回ってないみたいだけど、前に受付の子がチラッと見たんだって。それがすっごい高身長イケメンらしくて……！」

「なるほど」

　上がどれだけ代わろうが、美琴には関係ない。

　聞く話では会長の息子が社長を務めていたが、体調が理由で任を辞すようだ。そのタイミングで帰ってきたのか、はたまた呼ばれたのか、ずっと海外で働いていた社長の息子がこの会社に入るらしい。

「みこっちゃんも、もうちょっと色気づいたほうが彼氏とかできるんじゃなーい？　化粧っ気ないけどお肌はすっごい綺麗だし、磨けば光ると思うけどなー」

「勉強になります」

　当たり障りなくそう言えば、田中が項垂れた。

「まーたー。みこっちゃんの『勉強になります』だ。ま、いーけどねー」

　美琴へのアドバイスもそれほど本気ではないようで、田中は出勤してきた別の社員に話し掛けに行った。

（……本当に、関係ないし。社長だかＣＥＯだかが代わる事で、私の給料が十倍になるなら別だけど）

　美琴の人生は、まず金にある。

　金に始まり、金に終わる。

　だからこそ昼間は大手会社で真面目に経理をし、夜は変装してでも女王様という仕事をしていた。

　女王様である必要は、また別に理由がある。

　そうこうしているうちに始業となり、美琴はいつものように集中して仕事に取り組んだ。

　

　そ、の、人、が経理部を訪れたのは、午前中が終わろうとしていた時だ。

「ちょっと……！　みこっちゃん！」

　後ろの席にいた田中が、椅子のキャスターを転がしこちらに近付く。

「どうしました？」

　眼鏡の奥で目を瞬かせると、田中がコソコソと囁き出入り口を指差した。

　言われてそちらを見ると、別部署の管理職とおぼしき中年男性と経理部の課長、そしてやけに目立つ高身長イケメンの男性がいた。

（ん……？）

　美琴の眼鏡はほぼ度が入っていない伊達だ。それでも目を眇めて若い男性を見て――表情が凍った。

（なんで!?　昨晩の……ヒロヤさん……!!）

　男性が昨晩ラブホテルで会話をした男性だと分かるや否や、美琴はバッとモニターに向き直り仕事に没頭しているふりをした。

（どうして？　なんでうちの会社にいるの？）

　訳が分からない。

　彼が何者かと考えるよりも、あり得ない状況に混乱しきって正常な判断を下せなかった。

　万が一、自分が女王様をしていると会社でバレたら、居場所がなくなり辞職せざるを得ない。その前に、宇崎ホールディングスは副業を認めていなかった。

　冷や汗を垂らしてモニターを見つめ、震える手でマウスを持つ。処理途中の計算をどこまでやったのか、すっかり頭から飛んでいってしまった。

　聴覚ばかりが研ぎ澄まされ、入り口近くにいる三人の会話が耳に入ってくる。

「以上で経理部の説明は宜しかったですか？」

「ありがとうございます。ところでこの経理部で優秀な人材と言えば誰になりますか？」

「そうですね。中堅クラスは皆本当に優秀です。ですがー……若手ですと……そうですね。勤務態度も真面目なあの子……ひっつめ頭に眼鏡をかけた、佐久間美琴さんとか」

（私の名前を出さないでください!!）

　体を強張らせたまま聞こえないふりをしている美琴に、また田中が顔を寄せてくる。

「みこっちゃん、話題になってるよ。あの人が新しい社長兼ＣＥＯだと思うけど。チャンスじゃん、ここで売り込んで知り合いになって、私にも紹介してよ」

「何言っているんですか……」

　こっちはそれどころじゃないのに……と思っていた時、「佐久間さん」と声を掛けられた。

「!!」

　ビクッとしてまた体を硬直させ、恐る恐る振り向くと課長が手招きをしていた。

（嘘でしょ……!?）

　絶望を浮かべた顔をする美琴に田中がのんびりと声を掛ける。

「いってらっしゃーい」

　課長に呼ばれたなら応えない訳にいかず、美琴は立ち上がってノロノロと出入り口に向かう。気持ちはまるで、これから死刑宣告を受ける被告人のようだ。

「……何でしょうか」

　昨晩の男性――ヒロヤの前に立った美琴は、自分でも蒼白な顔をしていたと思う。

　だが課長はそれに気付かず、他部署の管理職とおぼしき男性も何も言わない。ヒロヤからは強い視線を感じる。しかし美琴は頑としてヒロヤに視線を合わせず、課長を見ていた。

「佐久間さん、こちらは本日づけで本社の代表取締役社長兼ＣＥＯに就任された、宇崎隆りゆう也や社長だ。本日は社内の雰囲気を確かめて頂いている。各部署で優秀な人材を確認しているようだ」

「……はぁ」

（よりによって社長……!!　ＣＥＯ？　どっちでも構わないけど……終わった。……いや、万が一、バレてないという可能性も……）

　美琴はまだ隆也の顔を見られない。斜め上から顔に穴が空きそうなほど見られているのは分かるのだが、彼の強い目を会社で受け止める自信はなかった。その代わりふつふつと変な汗が湧き出て、傍目にも様子がおかしいのが丸分かりだろう。

「佐久間さん」

「は、はいっ」

　しかし突然隆也に名前を呼ばれ、反射的に返事をしてしまう。

「尋ねたい事があるので、これから少しいいですか？　それほど時間はかけません」

「…………」

　全身の血がザ……と引いた気がする。

「少し連れ出しても構いませんね？　すぐ返します。半はん沢ざわさん、残りの案内は午後にお願いします。午前中はここで解散しましょう」

　半沢と呼ばれた他部署の男性は「ええ、そうしましょう」と特に何も疑わず「ではまた後で社長室までお迎え致します」と立ち去っていった。






第二章　暴かれた本性








「会議室に行きましょうか」

　隆也はそう言って先に歩き出し、同じフロアにある会議室に向かった。

　静かなオフィスの廊下を歩き、美琴はバクバクと鳴る自分の心音が隆也にまで聞こえてしまうのではと恐れる。

（どう……どうしたらいいの……!?　バレてないと誰か言って……！）

　俯いて隆也のあとを歩きやがて会議室に入ると、後ろで彼がドアに鍵をかけた。

「――――!!」

　ハッと振り向くと、ドアに寄りかかり腕を組んでいる隆也と目が合う。

「昨日ぶりだな」

　それまでの温厚な印象を一変させ、隆也がシニカルに笑う。

「――――」

　美琴は上辺だけなんとか微笑んだまま、顔面蒼白になった。

（……終わった……）

　やはりバレていたのだ。それでもウィッグと仮面をつけていて、よく分かったものだと思う。それほど自分は特徴的なのだろうか。

　膝から崩れ落ちそうになるのを必死に堪え、美琴は必死に足掻く。

「……何の、……事でしょうか」

　一歩足を引いて横を向いた美琴に、隆也はツカツカと歩み寄ると眼鏡を奪い取った。

「あ……っ」

　眼鏡はテーブルに置かれ、続いて隆也の手がバンスクリップにかかり容易く外される。

　パッと美琴のロングヘアが宙を舞い、サラサラと肩や背中に零れていった。

「…………」

　表情を強張らせた美琴は、ただ立ち尽くすしかできない。

「俺は今までアメリカにいた。あちらには色んな人種がいる。その中で男女問わずメイクを施した人がいる上、ウィッグなども頻繁に使われている。数年そんな環境で過ごすなか、俺はその人の本質や素顔を見破る術を得た」

　隆也が言いたい事を察し、美琴は頑なに横を向く。

「幾らマスクや衣装、ウィッグでごまかしても、君の顔立ちや雰囲気までは変えられない。声も、その奥に秘められた本質も、俺はもう昨晩の時点で把握している」

　見破られている事に対し、美琴はもう何も反論できない。

　長く細い溜め息をつくと、諦めて隆也の顔を見た。

「昨日は……どうしてわざわざ私をご指名の上、ホテルで話すだけ……という行動を取られたのでしょうか？　なぜ私があそこの事務所に所属していると分かったのですか？」

　まず、最初に抱いた疑問をぶつけた。一般的に見て完璧に見えるこの社長も、もしかしたら秘められた願望を持っているのだろうか。

「社員がどんな副業をしているのか、少し興味があっただけだ」

（……そうか。宇崎ホールディングスの社長ともなれば、ちょっと調べたら私の事ぐらい分かってしまうのかもしれない。それにオーナーだって、脅されてお金をチラつかされたら、キャストの事を話してしまいそうな雰囲気があるし……）

　ＳＭクラブやその他の店も束ねているオーナーを思い出し、美琴は内心溜め息をつく。

「……副業をしている事で、社長として何か仰りたいのでしょうか」

　両手をギュッと握って問いかけると、「座ろうか」と会議室の椅子を勧められた。

　先に隆也が座るのを確認し、美琴は彼から二つほど離れた椅子に腰掛ける。

「ひとまず副業への言及をしたい。我が社の給与はそれほど悪くないと思っている。失礼を承知で先に君の給与など調べさせてもらったが、普通に働いていれば生活に困る事もないだろう。なぜ夜に働いている？　しかもＳ嬢はかなり特殊だ。君にはそういう趣味があるのか？」

　普通なら当たり前に持つだろう疑問に、美琴は少し沈黙する。

　やがて言い逃れはできないと悟り、観念して口を開いた。

「借金があります。親が作ったものですが、親は少し人とズレているため、普通に社会に出て働くという思考になりません。私が働いて返済し始めましたが、昼間の給与では到底足りません。返済のペースが遅いと言われて……結局親は、私を現在所属しているクラブのオーナーに………売りました」

　最後はあまりに情けなく、声が小さく震えた。

「オーナーは複数の風俗店を経営していますが、私は……その、本番行為をしたり、男性に体を触らせたりなどに抵抗がありました。その中で唯一ＳＭクラブのＳ嬢なら、上手くやれば性的接触があまりないのでは……と思って女王様を始めました」

　美琴は自分が女王様をしている理由を話し、それからポツポツと家族や借金の事を話し始めた。

　父はもともと、美琴の母の両親が経営していた大企業の子会社を経営していた。お嬢様気質の母が働くなどあり得ない。父は入り婿で、母が顔だけ気に入ってどうしてもと結婚した相手だった。父は会社経営の勉強もせず、商才もない。

　子会社が倒産したのは、美琴が大学卒業をしこの会社の内定を取った後だった。

　借金の総額は――三億だ。

　破産申告などプライドが許さなかったのだろう。父は「借金は絶対に返す」と言い、金を借りる先を探し始めた。

　その時に心配した祖父母の手を取っていれば、こんな状況になっていなかったかもしれない。だが、以前より入り婿の父をあまりよく思っていなかった祖父母と、美琴の両親は不仲だった。両親も祖父母に反発し、正月や盆には美琴だけが祖父母の所に行っていた。

　父方の親戚は父に似た人達で、金の匂いがあれば群がり、なくなればすぐに立ち去った。

　親戚筋に援助は頼めず、父が社長をしていた時代にまともな経営者と友人になる事はなかった。父が知り合ったのは、いわゆるヤミ金や風俗産業に関わる人物が多く、結果的に美琴は多くの風俗店を経営するオーナー――馬ま狩がりに売られてしまった。

　会社の負債は返せたが、今度は馬狩に三億を返す羽目になる。しかも利子ありだ。美琴は変装して女王様になり、心をすり減らせて働く事になった。

　美琴が富裕層を相手にするＳ嬢になれたのは、馬狩も一応気を利かせてくれての事だろう。女王様になって上手く立ち回れば、相手に肌を見せる事もなく、触らせる事もなく満足させられる事も可能だ。

　最初こそ下着同然の姿で接客し、ご主人様として気に入られなければ禄に金にならない日も続いた。

　このままでは借金を返済できないと思った美琴は、ＳＭに関わる本を読みあさり、Ｍに属する人が何を望むのか徹底的に勉強した。

　Ｓの側は本当に気を遣い、相手の視線や体の動き一つでＭの望む事を察しなければいけない。仕事が上手くいったと思えば、今度はだんだん客に依存されはじめる。高価すぎる物を貢がれ、高級車や不動産まで貢がれた。結婚してくれるなら億を超える資産を譲ってもいいと言われ、美琴はどんどん追い詰められてゆく。

　元からＳに向いている人なら、それほど苦にならないかもしれない。だが美琴の中身は普通の女性だ。

　人を叩いたり罵ったりするのは苦手だし、後から酷く後悔する。今だって靴を舐められると、思わずつま先が引きそうになる。身の丈に合わない贈り物など、受け取れるはずもない。

　ちょっとした服や物なら売りに出していたが、車や不動産などはそのままにしてある。いくら女王様として貢がれた物でも、車や不動産を勝手に売却するのは気が引けた。

　結婚してＭ男の資産を受け取れば借金も返済できるだろう。だがそれをしてしまえば、美琴は一生『女王様』でいなければならない。美琴は借金を返済して、ごく普通の女性である佐久間美琴に戻れる日を夢見ていた。

「……だろうと思った。昨晩ホテルで君を観察して、芯は強そうだが基本的に人に対して強く出られない女性という印象を抱いた」

　美琴に借金から現在に至る経緯を聞き、隆也は軽く息をつく。

「普通の性サービスは嫌……か」

「……はい。……私みたいなのが言う権利もないかもしれませんが、やっぱり好きな人でないと、そういう事をする気持ちになれないんです」

　Ｍ嬢や他の風俗嬢を下に見ている訳ではない。立派な職業だし自分もしている事はそれほど変わらない。しかし理由は他にある。

　隆也には言えないが、美琴はまだ処女だった。

　ゆえに誰かに体を許すのは抵抗があり、それならＳ嬢の方がまだいい気がしていたのだ。

「借金さえなければ、Ｓ嬢を辞めるか？」

　現実味のない言葉に、美琴は皮肉げに笑う。

「三億なんてそう簡単に返せません」

（本当に、借金さえなかったら昼間の仕事を楽しくできてたのに……）

　経理の仕事がそこそこ好きだから、夜に働いている事の負い目のようなものがある。経理部のフロアにいても、「自分だけ浮いている」という感覚をいつも抱いていたのだ。

　そんな事を思っていると、隆也がとんでもない事を言い出した。

「俺が返そう」

「えっ？」

　サラリと言われ、一瞬自分の耳を疑った。

　だが隆也はスマホを取りだし、胸ポケットから見覚えのある名刺を取りだす。それは馬狩の物だ。

「今この場で借金を利子つきで返せば、今日から君は女王様にならなくて済むんだな？　もう戻るつもりもないな？」

「え？　そ……それは……。そうですが……な、何を？」

　美琴の言葉を確認したあと、隆也は口元に指を当てて「しぃ」と黙っているようジェスチャーをし、電話を掛け始めた。

「もしもし、馬狩さんですか？　昨日まりあさんを指名させて頂いたヒロヤです。突然の指名にもかかわらず、快く応じてくださってありがとうございます」

（ちょ……っ、オーナーに!?）

　隆也が電話を掛けた相手が馬狩だと知り、美琴は目を見開いて立ち上がった。しかし隆也は視線ひとつで彼女を黙らせ、淡々と会話を進める。

「先日指名したまりあさんですが、馬狩さんに借金があるそうですね？　私が彼女の代わりに一括で支払いたいと思うのですが、利子を含めた金額と振込先の口座番号を教えてください」

　電話を掛けながら隆也はペンとメモ用紙を取りだし、いま口にしたものを書き取る用意をする。

（……この人、本気だ）

　ゾクッと体を震わせ、美琴はどうしたものか必死に考える。

　確かにここで隆也が借金を返してくれれば、自分はこれ以上向いていない女王様をしなくて済む。

　だがそうしても美琴の『飼い主』が、馬狩から隆也に変わるだけだ。

（この人は借金返済の代わりに、私に何を望むの？）

　強張った顔で見ている先、隆也のスマホから馬狩の怒鳴り声が聞こえてきた。

『はぁ!?　ふざけんな！　うちの稼ぎ頭を奪ってどうするつもりだ！　Ｍ嬢に比べてＳ嬢がどれだけ貴重か分かってんのか!?　それにまりあの借金はまだほぼ三億近くある！　そんな金額を一括で払うなんて言われて信じるとでも思うのか!?』

　隆也はチラッと美琴を見て、立ち上がると会議室の隅へ歩いて行く。

「先日は仮名で店を利用させて頂きましたが、私はとある会社の社長兼ＣＥＯをさせて頂いております。もし信用できないのなら、今日中に秘書を向かわせ私の名刺をお渡ししてもいいですし、何なら現金キヤッシユを用意しても構いません。……ですがいいんですか？　そちらの店は客層が随分立派なようじゃないですか。私の知り合いも客にいるかもしれません。オーナーが客の言う事を信用できないというなら……」

　そこで馬狩が焦って何か言ったようで、隆也の言葉が途切れる。

　美琴がハラハラとして見守っている先、隆也がニコッと微笑んだのが見えた。

「ありがとうございます。それでは、振込先や名義など必要な情報を教えてください。今すぐ振り込みますので、確認次第これ以上まりあさん……もとい美琴さんへの接触をおやめください。その約束として、本日中に人をやりますので、書類に目を通して印鑑を押して頂ければ幸いです」

　隆也はテーブルまで戻って来て、振込先をサラサラとメモする。そして電話を切り、「もう少し待ってくれ」と言ってスマホを操作し、メモに書いた口座番号を見る。

「あの……。ま、まさか本当に……。っていうか、三億ですよ？」

「悪いが大した金額じゃない」

　それだけ言って、隆也はポンとスマホの液晶画面をタップした。

「これで君は俺のものだ」

　見せられたスマホの画面には、三億に近い金額と「送金しました」という文字。

「…………っ」

　ゾクッと全身に悪寒が走ったかと思うと、体も思考も固まった。美琴はただ、目の前のとんでもない男を凝視するしかできない。

「今から秘書を店に向かわせる。これ以上君に関わらないと約束させるから、今日の夜に君は正式に退店して、今後一切あの店にも客にも関わらないこと」

　一方的に提示された自由は、憧れていたもののはずなのに美琴を惑わせる。

「あ……あの……。か、勝手に……決めないでください……」

　思わず漏れた声は、細く震えていた。

　それを聞いて隆也は意外だというように瞠目する。

「勝手？　確かに一方的だったかもしれないが、こうすれば君はもう借金返済のために女王様をしなくてもいいだろう？　向いてなさそうな雰囲気だったし、正直言って人を罵ったり責めたり、踏んだり傅かれたりするのが苦痛だったんだろう？」

「…………」

　指摘された事は事実なので、抗議のしようがない。

「でも……今日ご予約されていたお客様もいて……」

「戻りたいのか？　女王様でい続けたいのか？」

　けれどまっすぐな目に射貫かれ、美琴はゆるゆると首を横に振った。

「いいえ……。辞められるのを夢見ていました……が……」

　ふつり、と美琴の言葉が不鮮明に途切れる。しばらく何かを考え、力の抜けた目がぼんやりと隆也を見た。

（きっとこの人は、他人の人生を変える事はしても、自分の人生がガラッと変わる体験なんてした事がないんだろうな。私は今まで、借金を返す事だけを考えて生きてきたのに……）

　そう思うものの、持つ者と持たざる者の差は大きい。そしてどう足掻いてもその落差を埋められないのが現実なのだと思っている。

「……それで、私はあなたにどう尽くせばいいのですか？」

　そういう事だろう、と隆也を見るが、彼は不思議な事に瞠目し言葉を失っていた。

　まるで予想外の言葉をかけられたという顔をしている。

「だって……そうでしょう？　私はあなたに買われたんですから。あなたに三億を返すまで、私はあなたのも、の、です。あなただって、さっきそう言ったじゃないですか」

　揚げ足を取るようで申し訳ないが、事実だと思う。美琴はまだ囚われの身だ。

　馬狩から解放されてもまだ死んだ目をしている美琴を見て、隆也は溜め息をついた。

「俺は特に君に何かしてもらおうと思っていない。何かするなら、この会社で普通に経理として働いてくれればいい」

「でも、それだけではないでしょう？　三億ものお金を出したなら、私に何らかの要求があるはずです。私に何かをさせたいから、私を買ったんですよね？」

　美琴はもともとお嬢様に属する存在だったが、今は一般人の感覚だ。クラブの売り上げがあっても馬狩にほとんど渡している上に会社の給料も足して返済していた。

　生活は極貧と言って良く、安売りで入手した食材で貧乏レシピを開発し何とか食べている。両親は別の場所にいるが、彼らが一緒に借金を返済してくれるなど期待していない。

　生活力のない両親だからこそ、「自分がしっかりしなくては」と思うのだ。

　その芯の強さを見せて隆也を見つめると、彼はハァ……と溜め息をついた。

「俺は本当の君が知りたい」

「どういう……事ですか？」

「君という存在を知って、うちの会社で働いている他に、あの店で女王様をしていると聞いた。変わった職業だから、てっきりそ、う、い、う、事、が好きなのかと思っていた。でも君はそ、う、じゃなかった。本当の君はもっと……。――言うならば女王様と真逆の気質なのだと思う。男に支配され、征服されて身を委ね、そこに安寧を見つけるような……」

　言われて、そうであるような、違うような、何とも言えない感情になる。

　力を抜いて椅子に座り、美琴は物憂げに髪を掻き上げる。

「もう……。分からないんです。私はもともと大人しいお嬢さんというタイプだったそうですが、借金を背負って働かなければならなくて、母いわく〝生活力のあるたくましい子〟になったそうです。加えて昼間は面白みのない〝経理の佐久間さん〟。夜は〝女王様のまりあ様〟。その二つの仮面を使い分けているうちに、どれが本当の自分か分からなくなりました。……〝本当の私〟なんてどこにもいないのかもしれません」

　乾ききった目は、およそ二十六歳に見えない。

　ぼんやりと座る美琴の隣に、隆也が腰を下ろした。視線を合わせてきて、近い距離で見つめてくる。

「…………っ」

（この人の目は苦手。まっすぐで何の躊躇いもなくて、心の底にしまっている汚い感情すら見抜いてきそう）

　視線を逸らそうとすると、「逸らすな」と顎を掴まれた。

「じゃあこれから、〝普通〟の生活をして本当の自分を知っていけばいい」

「どうやって……」

（自分自身でも感覚が曖昧なのに、今になって〝本当の自分〟なんて言われても分かるはずない）

　そう思っていると、隆也が立ち上がり美琴の頭を撫でてきた。

　いい子、いい子、と頭を撫で、ポンポンと軽く叩く。

「…………っ」

　そ、れ、は、親にもしてもらえなかった事だ。ずっと小さい頃、祖父母だけがしてくれた。

（……やめて……）

　隆也が側にいると、自分が自分でなくなりそうで怖い。彼といるとペースが崩されるのだ。

　心が警鐘を鳴らしているなか、隆也がギュッと美琴を抱き締めてきた。

「辛かったな。よく頑張った。もう我慢しなくていい。辛い時は、泣け」

「――――っ」

　抱き締められた体越しに隆也の声が反響し、大きな手に背中を撫でられる。彼の言葉が、亀裂が入り乾ききった美琴の心に染み入っていく。

（やだ……。やめてよ……。ずっと今まで一人で頑張ってきたんだから。誰にも励まされず、ねぎらわれず、一人で色んな事に立ち向かってきた。私は強くなきゃいけなかったの。それなのに……。こんな、『頼ってもいいよ』みたいな雰囲気出さないで……っ）

　グラグラと心が揺れ動き、目の奥が熱くなり鼻もツンとしてくる。

（泣いちゃ駄目……っ。泣いたって何も解決しないんだから！　泣いたら……、弱さを見せたらつけ込まれる）

「うぅ……っ」

　歯を食いしばり、美琴は泣くものかと必死に堪える。

「我慢しなくていいんだ。泣いたって誰も何も言わない。今まで辛いとか苦しいとか、誰にも言えなかったんだろ？　俺の前ですべて吐き出してしまえ」

「――泣いて……っ、何かを解決しようなんて考え、嫌いなんです……っ」

　隆也に抱き締められたまま、美琴は目を見開き、涙を零すものかと頑張った。

　けれどトントンと背中を優しく叩かれ、体の深部にずっと巣くっていた〝しこり〟のようなものが、徐々に柔らかくなっていく。

　それがなければ、美琴はしっかり立っていられない。

　いま隆也に甘えてしまえば、背骨がふんにゃりと柔らかくなり再起不能になってしまいそうで恐ろしい。

「泣いていいんだ。俺が君に『泣いてほしい』と願っている。涙は心に溜まっていたストレスを流してくれる。美琴は今まで何でも耐えて、自分を甘やかしていなかったんじゃないか？　それこそ、日々のご褒美も休養日も、誰かに愚痴を聞いてもらう事もしなかっただろう」

「……っ、ど、して……っ」

　隆也に今までの生活をピタリと言い当てられ、美琴は大きく体を震わせる。

　誰一人として、美琴に寄り添う人はいなかった。美琴すら自分を甘やかしてあげなかった。ただ働いて、ひたすら働いて、他の事は何も考えなかった。考えようともしなかった。

「……もう借金はない。肩の力を抜いて、自由に感情を表しなさい。思いきり泣いて『辛かった』と言っても誰も責めない。給料で好きな物を買ったり食べたりしていいんだ。美琴はもう、自由なんだ」

　――自由。

　ずっと求めていた言葉が胸の奥に響く。

　気が付けば体が酷く震え、目から大粒の涙を零していた。

　ひくっと喉から音が漏れ、美琴は華奢な双肩を激しく震わせ嗚咽する。

　泣こうと思った訳じゃない。

　――泣かされた。

　何もかもを我慢していた美琴の心のダムを、隆也が優しく解放し、決壊させたのだ。

「うぅ……っ、う、ぁ……っ、あ……っ」

　美琴は本能のままに泣いた。隆也にすがり、彼の高級そうなスーツを汚してしまう事も失念し、涙を流す。

　

　やがて泣き止んだ頃、気が付けば美琴は椅子に座った隆也の膝の上にいた。

　恋人のように何度も優しく撫でられ、額や頬にキスをされている。

「……しゃ、ちょう……」

（……ほぼ初対面なのに、泣いてるところ見せちゃった。今まで誰も私を労ってくれるような事を言わなかったし……。ずっと、欲しかった言葉だったのかもしれない）

　瞬きをすると、睫毛から涙の雫が零れる。

　泣いているのを慰めるためとは言え、男性の膝の上に乗るというのは初めてだ。急に羞恥を覚え、美琴は隆也の膝から下りようとした。

「美琴」

　けれど名前を呼ばれ、トクンと胸が小さく高鳴る。

「もう無理をしなくていい。俺の前だけで本当の顔を見せて、素直になってほしい。俺を頼ってほしい」

　頭を撫でられ、心地いい声が美琴を甘やかしてくる。

　胸の奥でトクトクと鼓動が鳴り、美琴はこのまま隆也に甘えていいのか躊躇う。

（借金を返してくれた事に恩を感じているし、そのお礼にできる範囲でなら何でもしたい。……でもこの人、会ったばっかりだし信用してもいいの？　『惹かれている』とか……信じてもいいのかな……。どこかで私を見た？　だから助けてくれた？）

　混乱しつつときめいている間も、隆也は温かな眼差しで美琴を見つめ、額や頬に優しく唇を押しつけてくる。そうされるだけで気持ちがフワフワし、つい先ほどまで隆也を警戒していた気持ちもどこかへ行ってしまう。

　指で頬や鼻筋、唇をすりすりと撫でられたあと、隆也が顔を傾けキスをしてきた。

「ん、ん……っ!?」

　いきなりキスをされると思っておらず、美琴は驚いて顔を離そうとする。しかし隆也にしっかり腰と後頭部を押さえられ、離れる事ができない。

「ン、……ん、ぁ、――ん、ふっ」

　温かく柔らかい唇を感じ、呼吸をしようと口を開いた途端、ぬめらかな舌で唇の内側を舐められた。

「あふ……っ」

　初めて感じる隆也の舌は、柔らかくトロトロしていて、涎が垂れそうなぐらい気持ちいい。隆也の舌は戸惑う美琴の舌を探り当て、舌先を優しく擦りつけてきた。

「ぁ……っ、ン、――んふ、んぅ」

　隆也の舌にいざなわれ、美琴もおずおずと舌を動かしてみる。柔らかい舌同士がヌルヌルと擦れ合うだけで、なぜか下腹部がジンジンしてしまう。

（キス……っ、きもち……っ、ぃ）

　唇は何度も与えられ、ちゅ、ちゅとリップ音が立つ。甘い口づけが交わされるたび、美琴の理性が蕩けてゆく。

　隆也の舌先に口蓋をくすぐられ、「ふぁ……んっ」と鼻にかかった声が漏れた。歯列をなぞられると腰がゾクゾクし、舌先をちゅっと吸われて咽頭が震える。熱く柔らかな舌に美琴は口腔を蹂躙され、無意識に腰を揺らし隆也に縋り付いていた。

　気が付けば口元からヌチュクチュといやらしい音がし、嫌でも気持ちが高まっていく。

　美琴のファーストキスは、とても淫らなキスだった。

（なに……、これ……っ）

　頭の中がトロトロになり、もはや正常な判断がくだせない。

　口端から涎が垂れても、美琴は気が付く事ができなかった。

「君の本能を教えてあげよう」

　唇が僅かに離れた場所で隆也が魅惑的に笑い、美琴の顎を掴んで口を開かせる。

「本……能……？」

「舌を出して」

　普通なら、初対面同様の男にそんな事を言われ、従えるはずがない。

　だが美琴は彼に慰められた事で、既に心のやわい部分を晒してしまっていた。その上で蕩けるようなキスを与えられ、体も心も支配されている。

　隆也に似合う男性らしい香水の香りに包まれ、彼の逞しい腕に抱かれる。いつもなら考えもしない状況で、美琴はすっかり目の前の男の傀儡になっていた。

（もっと……気持ちいい事……してもらえるの……？）

　トロォ……と甘く糸を引いた意識が、美琴を素直に隷属させた。

「……ぇ……」

　おずおずと舌を出すと、隆也が美琴の舌に吸い付いた。ちゅっちゅっと唇で舌を愛撫されるたび、感じた事のない悦びが生まれる。

　舌の裏側まで丁寧に舐められ、美琴の呼吸が興奮で荒くなっていく。

　おまけに下腹部にずくんと疼きが走り、落ち着かない。

　思わず舌を引っ込めようとすると「まだだ」と言われ、今度は指で舌を摘ままれた。指先で輪郭をたどられ、平らな部分に円を描くように撫でられる。

　そんな事すらも――、気持ちいい。

　また新たに涎が垂れてしまったが、美琴は舌を支配されたまま陶然としていた。

「俺の事を少しは信頼しているか？」

　フワフワした心地のまま、美琴はコクンと頷く。

「俺が昨日、美琴に『惹かれている』と言ったのも覚えているか？」

「……ぉ、……覚えて……いますけど。あれは……」

（リップサービスじゃなかったの？　まさか初対面の社長さん、……しかもアメリカから帰国したばかりの人に、好かれる覚えなんてない）

　美琴が戸惑っていると、さらに頭が撫でられ軽くキスをされる。

「俺は美琴の信頼がほしい。そして俺も君がどんな人間であるか、徐々に知っていきたい。お互い深く知っていくために……子供じゃないから、何が必要か分かるな？」

　目の前に信じられないぐらい美しい顔があり、美琴を見つめて微笑んでいる。牡の色気に当てられ、美琴は思わずコクンと頷いてしまった。

　すると隆也が自身のネクタイを解き、それを美琴の目元に巻き付けてきた。

「ん……、見え、な……、きゃっ!?」

　視界が遮られた状態で、美琴の体がフワッと浮く。隆也の腕に抱き上げられたのだと理解した瞬間、恐怖で彼にしがみついた。

「大丈夫だ。下ろすぞ」

　まず臀部が硬い物の上につき、ゆっくりと体が横たえられる。きっとこれはテーブルだ。

　膝がテーブルの端に下がるまで寝かされ、美琴は静かに呼吸を繰り返す。

「これから何をされるのだろう？」という不安があると同時に、「何をしてもらえるのだろう？」という期待もあった。

「あ……っ」

　脛に隆也の手が当たり、中途半端な長さのスカートをたくし上げ、膝、太腿と這い上がる。

（どうしよう……。このままされちゃうの？）

　ここがオフィスの会議室である事も、美琴の頭から抜けていた。ただ隆也に圧倒的な支配を受け、彼の一挙手一投足に神経を張り詰めさせる。

「あ……。ぁ……。や……っ」

　見えない不安から、美琴は思わず口から「いや」という言葉を発してしまった。だが隆也の手は「落ち着いて」と言わんばかりに優しく美琴を撫でるだけだ。

　隆也の両手が美琴の太腿をゆっくりと撫でさする。前や外側にたっぷり手を滑らせたあと、両手で脚を割り開くように内腿を撫で上げた。

「ん……っ、ぅ……っ」

　もう何がどうなっているのか分からない。

　視界を遮られたまま、美琴は執拗に太腿ばかりを撫でられた。少し場所をずらせば下着に隠された部分があるのに、隆也は決してそこに触れない。

　襟元が開放されたかと思うと、フロントホックが外された。出勤用の下着は、巨乳である事を抑えるために、フロントホックでボリュームを抑える物をつけている。

「あ……っ！」

　胸元の圧迫感がなくなり、乳房に外気を感じた。

「大きいな……。昨日は主張していたが、今日みたいに隠されてあるのを暴くのも好きだ」

　大きな手が美琴の乳房を包み、やんわりと揉んでくる。指先で乳首を優しく奏でられ、ハァ……ッと切なく濡れた吐息が漏れた。

「あぁ……っ、ア……、む……ね……っ」

　男性にこんな風に胸を愛撫された事などない。

　客を興奮させるだけの痴態を演じるのと、個人的な関係の男性に組み敷かれるのとでは、まったく意味が違う。

　緊張と興奮で乳首が凝り立ち、それを隆也の手に知られるのが堪らなく恥ずかしかった。

「そうだな。胸が大きくて魅力的で、乳首が勃起していやらしい」

　耳元で愉悦の籠もった声で言われ、美琴は「やぁっ」と羞恥混じりの声を上げた。

（恥ずかしい……っ、どうしたらいいの……っ!?　でも、気持ち良くて逆らえない……っ）

　何も見えない状態で胸を揉まれ、胸の先端に吐息がかかったかと思うと、乳暈ごと乳首が口に含まれていた。

「きゃ……っ、ぁ……っ」

　本当に何もかも初めてで、美琴は掠れた悲鳴を上げると隆也の肩や頭をグイグイ押す。

　胸がバクバク鳴り騒ぎ、口から心臓が出てしまいそうだ。

　すぐ近くからちゅう……っ、ピチャピチャと濡れた音がし、自分の乳首の周りに隆也の舌が這っているのが信じられない。

「や……っ、やぁっ、舐めないでください……っ」

　泣き声で懇願するものの、隆也は攻める手を止めない。両方の乳首を丹念に舐め回し、その間硬くなった自身の股間を美琴のそこにゴリゴリと押しつけていた。

　不思議な事に隆也にこんな事をされても、美琴はまったく嫌だと思わなかった。それどころか自ら腰をはしたなく揺らしてしまう始末で、未知の自分に戸惑う。おまけに下着のクロッチがびしょ濡れになっているのが自分でも分かった。

「あ……、あ……っ、おね、――が、ぃ」

　処女であるが、美琴はこの疼きは一度達けば収まるのを知っていた。美琴は色事にそれほど興味がなく淡泊だが、疲れとストレスでつい自慰をしてしまう時もある。

　このまま愛撫を続けられても、胸で達けないのは分かっている。けれど隆也にきちんと愛撫をしてもらえたら、自慰よりももっと強い悦楽を得られるのではという確信はあった。

「何が？」

　クス、と愉悦の籠もった笑いが聞こえ、隆也の指が鼠径部をなぞる。

「あぁあ……っ、そこ、――の……っ」

　もどかしくて腰を振り立てた時、廊下のほうから人の話し声が聞こえてドキンッと心臓が口から飛び出るかと思った。

（……そうだ……。ここ、会社だった。私、なんでこんな……）

　トロリとした意識が現実に戻ろうとすると、また甘美な口づけが始まった。

「ン！　ん……っ」

　今度は力強い舌によって口内を蹂躙され、あます事なく愛される。彼の舌先が口蓋をくすぐってゾクゾクと震えた時に、とうとう隆也の指先が美琴の秘部に触れた。

「んーっ！」

　ストッキングとパンティ越しに、秘唇を上下に撫でられその上にある突起をコリコリと揺さぶられた。すでにたっぷり濡れているそこは、グチュグチュと淫猥な音を立てて悦ぶ。

　欲しかった刺激を得て、すぐに美琴は高まってゆく。

　時間はもうすでに昼休憩になったのだろうか。オフィスが活気づいているのが分かる。

　それを知りながら、美琴は今日就任したばかりの社長にキスをされ、秘部を弄られてビクビクと腰を跳ねさせている。

　やがて隆也はストッキングに爪を立てると、ピィッと甲高い音をさせて股の部分を引き裂いてしまった。

「ンんーっ！」

　間髪おかず隆也の指がパンティのクロッチを避けて、濡れそぼった花弁に到達した。クチュクチュとスリットを撫でる音がし、美琴は頭が茹だつほど赤面する。

（ダメ……、ダメ……そこは……っ）

　誰にも触れられていない場所を撫でられて混乱していたが、美琴の心中など気にせず隆也はたっぷり蜜をまぶした指で突起をコリュコリュと転がしてきた。

「ん、ン、……っ、む、ぅ、ンーッ！」

　自分の指ではない、しっかりとした男の指に愛撫され、美琴は唇を塞がれたまま喘ぐ。

　そ、こ、はただでさえ感じる場所なのに、男性の指で弄られて感じない訳がない。すぐに淫悦がこみ上げて腰が震え、美琴は腰を突き上げたり引いたり、何とかして与えられる刺激から逃れようとする。

　しかし隆也にしっかり抱きかかえられていて叶わない上、巧みな指技で快楽が上乗せされ、絶頂が近付いてくる。

　自然に蜜口からは愛蜜がたっぷり溢れ出て、隆也が陰核を弄るだけでクチュクチュと水音が立っている。

　彼の指はその愛蜜をすくい、膨らんだ真珠にまぶしてはコリュコリュと転がし、美琴に自慰では知る事のできない悦楽を教え込んできた。

　下腹部がジンと痺れ、こみ上げてくる気持ちよさに美琴は腰を揺すり立てる。

　時折さやごと陰核をキュッと摘ままれると、強い刺激にビクンッと腰が跳ね上がった。

　かと思えばまた指の腹で優しく何度も真珠を撫でられ、頭の奥がボーッとしてくる。

　そしてトントントンと指で真珠を小刻みに叩かれると、とうとう美琴の体に強い波が襲ってきた。

「ンぅっ、ん、んぅ、ンーッ！」

　彼が高そうなスーツを着ているのも頭から抜け、美琴は隆也にしがみついて体を震わせる。細やかに弾かれ続けた陰核はすさまじい喜悦を生み、美琴は絶頂を覚えさせられてしまった。

　絶頂の時、美琴は差し出された隆也の舌に強く吸い付く。

「んぅっ、ン！　んンーっ!!　…………っ、ん、……ン……」

　隆也の背中に両手を回し、ギュウーッと力一杯抱き締めたあと、ゆっくり美琴は弛緩していった。

　やっと解放された口から、透明な糸が引いて――ふつりと切れる。

　指を入れられる事なく、処女の美琴は絶頂してしまった。

　

　どれぐらい時間が経ったか、美琴は呆けたまま天井を見つめていた。

　美琴がボーッとしているあいだ、隆也は美琴のブラジャーのホックを留め、シャツのボタンも留めてくれた。たくしあげていたスカートも元に戻っていて、何だかいたたまれない。ストッキングはもう続けて穿けない気がしたので、昼休みの間にビルに入っているコンビニで買おうと思った。

　隆也は椅子に座ったまま美琴が回復するのを待っていてくれたようだった。起き上がって周囲を見ると、すぐ近くに外された眼鏡とバンスクリップがある。

　つい先ほどまで〝いつもひっつめ頭に眼鏡の、目立たない経理の佐久間さん〟だったのに、美琴は会議室で社長を相手に牝の姿を見せてしまった。

「……こういう、事ですか？」

「ん？」

　髪の毛をまとめてクリップで纏めると、少し気持ちが引き締まった気がした。

「私は三億の負債を、あなたに性的に奉仕して支払えばいいんですか？」

　オフィスが昼休みの雰囲気になり、身も心も蕩けそうな時間が終わると、一気に現実が押し寄せてくる。

　あれほどフワフワしていた気持ちもどこかに行き、美琴は『現実』に嫌でも戻った。

　隆也の事を信頼する気持ちが芽生え、彼に慰められたのはありがたいと思っている。しかしどれだけ親密な雰囲気になっても、美琴に借金があり隆也に買われたのは変わらない。

　美琴の態度がまた硬化しようとしているのを感じたのか、隆也は柔らかに笑った。

「そういう、堅い関係はやめよう。さっきも言ったが、俺は馬狩さんのように君に何かを強制したい訳じゃない。ただ――、そうだな。俺は君と付き合いたい」

「つき……、え？」

　また予想外の事を言われ、美琴は困惑する。

「付き合うって……」

「恋人になりたいという事だ」

「な……っ」

（何言ってるの？　この人……。初対面は女王様だった私と付き合いたい？　普通、そういう人は避けるでしょう。おまけに私、会社だと目立たない地味ななりだし……）

　美琴は困惑しつつも、生まれて初めての告白に赤面する。

　自慢ではないが、二十六年間、処女を守り抜いた上に付き合った経験もない。

（確かに『まりあ』として会った時、『惹かれている』なんて言われたけど、あれは冗談だと思ってたし……。あの言葉がまさかこんな展開に繋がるなんて思わなかった）

　必死に冷静になろうとし、美琴は隆也が自分と付き合うメリットを見つけようとする。

（きっと社長は私を前もって何かで知っていた？　それでＳＭクラブの事も調べて私に近付いて……。何、か、をさせたがっている？　普通の恋人なんて、社長に何のメリットもない。だとしたら恋人役、？）

　そう考えると、キスをされた事や指で達かされた事が急に恥ずかしくなった。

（私……、バカみたい。一瞬でも本気で社長に求められているって思い込んでしまった）

　落胆したのが、何ともいたたまれない。

「三億もの借金を肩代わりして、私にさせたい事があるなら正直に仰ってください。恋人のふりなんて子供騙しを言わなくても、私だって大人ですから分、か、っ、て、い、ま、す、。今みたいに体を使って、他社のお偉いさんを籠絡すればいいんですか？」

　口調が怒っているのは、自分がガッカリしているのを悟られないための虚勢だ。

　やや険を含んだ美琴の雰囲気に、隆也はやれやれという様子で首を振る。

「君は随分想像力が豊かだな？　誰がそんな事をしてほしいと言った？　テレビドラマの見過ぎだろう。そういう妄想をいつもしていたのか？」

「…………っ」

　心の底で望んでいるのかと言われたような気がして、美琴は赤面する。

「俺は本当にただ恋人になってほしいと思っている。信用できないか？」

「……できません。三億のお礼が恋人の役だけだなんて、あまりにも私にとって都合が良すぎます」

　強張った美琴の表情を見て、隆也はまた溜め息をつく。

「俺と君が付き合う理由が見つからない？」

「はい。自分を卑下するようですが、私は表向き地味な存在です。加えて夜に風俗店で働いていたという、一般的な男性なら積極的に恋人の対象にしない履歴があります。社長がもし私に豊富な性経験をお望みなら、それにはお応えできません。Ｓ嬢は男性を普通に満足させる技術をそれほど必要とされません。……色々、マイナスな要因だらけなのに、社長のような人が私を恋人に望む理由が分かりません」

　淡々とネガティブな言葉を口にしていると、先ほどまでの高揚した気持ちも大分落ち着いた。

　だが隆也は美琴を分析したかのような言葉を口にする。

「君はわざと地味な格好をしてないか？　肌は綺麗だし、プロポーションもいい。昨日メイクした顔を見たが、とても美人だと思う。君は自分が思っている以上に、魅力的な女性だよ。加えてまだ君の事をそれほど知っていないが、芯が強い人だと思う。Ｓ嬢には気配りやサービス精神が求められると言っていたし、細やかな性格をしているのだろう。そういう所も好ましく思っているし、社内での評価もとてもいい」

「…………」

　今度は美琴が首を傾げそうになる。

　今までま、り、あ、としてＭ男にどれだけ賛辞されても、何も響かなかった。佐久間美琴という個人に、一般的な男性が抱く感想があまりに意外で、また混乱しかける。

「俺にとって美琴は魅力的な女性だ。三億の礼に恋人として付き合ってほしいという以外、何も望んでいない。……それとも俺じゃ嫌か？」

「と、とんでもありません！　社長は……とても素敵な方ですし……」

　隆也に付き合ってほしいと言われて、断る女性はまずいないだろう。

　ゴニョゴニョと言っていると、隆也が高級そうな腕時計を確認して微笑む。

「なんなら、このあと一緒にランチでも取りたいと思っているけど」

　グルグルと自分と隆也の関係について考えていたが、昼食と言われて急に意識が現実に戻る。

「えっ？　そ、それは困ります！　付き合う事が借金返済の条件なら、断る理由はありません。恋人役としてすべての要求に応えられるかと言われたらノーですが、可能な限り対応します。ですが、社内で目立つ事は避けてください。私は目立たない、地味な経理でいたいんです」

　廊下はもう普通に人が通っていて、美琴は声を抑えて懇願する。

「地味な経理ね。……俺には可愛い経理に見えるけど」

　椅子から立ち上がった隆也は、美琴が手に持っていた眼鏡を彼女にかけた。

「もう一つ頼みがある。恋人になって、俺の祖父に会ってほしい。いま入院しているんだが、少し弱気になっているようだ」

「――あぁ……」

　なるほど、と得心がいった。

　隆也はこの宇崎ホールディングスの社長兼ＣＥＯで、その祖父と言えば現会長だ。御曹司という立場もあり、隆也はきっと結婚や恋人の有無など尋ねられているのだろう。

　彼なら相手に困らないだろうし、もしかしたらアメリカにでも彼女がいるのかもしれない。だが会長が入院したらしいと田中から教えてもらったのは、ここ数か月前ほどだ。とっさの事で隆也も『お相手』の準備をできず、間に合わせで代役が必要なのかもしれない。

（恋人役か……）

　そう思うと、先ほどまでの甘い時間も納得できた気がする。

　要は、自分がそういう気になれるかのテストだったのだろう。優しくして、キスをして、愛撫をして……。祖父の前でも恋人として紹介できる相手か、隆也自身が試したのだ。

　先ほど味わったフワフワとした幸福感が、スッと冷めてゆく。

　同時に、「これが身の丈に合った現実なんだ」と安堵する自分もいた。

「いいですよ。恋人役、引き受けます」

　納得すると、うじうじとしていた気持ちも収まった。

　隆也が借金を払ってくれて、自分に優しくしてくれたのは変わらない。彼に言われて初めて、美琴は自分が辛かったのだと分かった。彼は恩人だ。

　経営者としてやり手そうな雰囲気もあるし、きっと部下にも優しい人なのだろう。

（これは一種のビジネスとして考えよう）

　不幸体質で諦め癖のついている美琴は、もう心を穏やかにさせていた。

「恋人役とは言っていない。俺は本当に恋人になりたいと思っている」

「分かっていますって」

　美琴は微笑み、眼鏡をかけ直す。

「……まぁいい。とりあえず、連絡先を登録しておいてくれ」

　そう言って隆也はメモに自分の連絡先を書くと、美琴に手渡してきた。

「分かりました。色々、ありがとうございます。きちんと役目をこなします」

　このまま女王様を続けるよりは、常識的な彼の恋人役をしたほうがずっと楽だし、精神的に健康になれるだろう。正直夜も働いていて寝不足気味だったし、昼の仕事だけで済むのは助かる。

「それでは、失礼致します」

　会議室の瞬間調光ガラスをオンにし、鍵を開けて美琴はビジネス的に頭を下げた。

　経理部に戻る背中に隆也の視線を感じたが、無視をして歩を進めた。









第三章　〝初めて〟の相手は自分を買った男








　隆也と再会した夜、美琴は事務所に向かい、「今までお世話になりました」と馬狩に挨拶をした。

　正直すんなり辞められるのか不安だった。けれど先に隆也が秘書を向かわせて馬狩となんらかの契約を結んだのが功を奏したのか、特に何も言われなかった。

　もともと馬狩は、金勘定さえしっかりすればあとは放任主義な所もある。

「お前、いい男を見つけたな。あの額を一括で払ってくれるなんて、そうそういないぞ。まぁ、捨てられないように足掻くんだな」

　ロッカーにある僅かな私物を持って立ち去ろうとした時、馬狩にそう言われた。

「私とあの人はそういう関係じゃないんです」と弁解しようと思ったが、これ以上馬狩と関わる必要もないと思い、やめておいた。

「お客様を、どうぞ宜しくお願いします」

　美琴に傅いていたＭ男たちが気になったので後の事を頼んだが、馬狩も特に何も言わず「分かった」と頷くだけだ。彼もオーナーなので、ここが店である以上、美琴の代わりになる存在には目星がついているのだろう。

　特になんの感慨もなく、美琴は事務所を出た。

　

　金曜日まで美琴は会社で息を潜め平時通り過ごした。幸い隆也は言いふらすような事はせず、いつも通りに過ごせた。

　田中に「イケメン社長に何て言われたの？」と気にされたが、「業務態度を褒められました」と答えておくと「みこっちゃん真面目だもんね」と納得してくれた。

　土曜日は眼鏡を外して髪を下ろした姿で、なるべく清楚に見える服を選び、待ち合わせ場所に向かった。

　私服の隆也は隣にいるのが恥ずかしくなるほど格好いい。隆也の行動に戸惑っているとはいえ、彼が男性として魅力的なのは十分に理解していた。

　隆也にエスコートされて向かったのは、銀ぎん座ざの百貨店だ。普通に歩いて回るのではなく、外商が出てきて隆也と美琴をＶＩＰルームへ連れて行った。高級なお茶やお菓子を出され、隆也の趣味に合った服があらかじめ用意されてあり、美琴は広々としたフィッティングルームで何着も服を着替えるのだった。

　美琴は私服にそれほどこだわりはないのだが、隆也の好みと方向性は合っていて安堵した。そもそも美琴はお嬢様の出なので、割と大人しめで清楚な服装が好きだ。それはいいのだが、近年の極貧生活が身についている美琴からすると、いつも買っている服よりゼロが二つぐらい多い。

「気に入ったのはあったか？　俺が君に着てほしいと思った服の目星はつけたが、君の好みも遠慮無く言ってほしい」

「い……いえ。どれもお値段が立派で……」

　口ごもる美琴を不思議そうに見たあと、隆也が譲歩してくれる。

「値段が関係ないなら、気に入ったのはどれだ？」

　そう言われてトップスやボトムスを二、三点示すと、隆也は外商に「さっきピックアップした服に、今のも加えてくれ」と言って、あっという間に黒いカードで会計してしまった。

「ちょ……っ」

「いいから」

　慌てて自分の財布に手を伸ばしたが、やんわりと隆也に止められる。彼の秀麗な顔が近付き、トンと指で鼻先を押された。

「俺と付き合うなら、奢られるのに慣れてくれ。気持ち的には対等な関係でいたいけど、収入は俺のほうがあるのが事実だ。プレゼントは素直に受け取ってくれると一番嬉しい」

　そう言われ、何とも言えなくなってしまう。

　金がすべてであった美琴にとって、いまの自分たちが対等な関係でないのは嫌というほど分かっている。その上で贈り物をされると、どう反応していいのか分からなくなる。

「今日はこのままランチをして水族館でも行ってから帰ろう。明日、今日プレゼントした服を着てくれないか？　迎えに行くから」

「……分かりました」

　結局その日は隆也が予約したレストランでランチコースを食べ、都内の有名な水族館でデートをした。手を繋いで歩くのに慣れず、終始むず痒い気持ちで一杯だった。

　

　日曜日、美琴はワインレッドのミモレ丈スカート、ピンクベージュのアンサンブルニットにベージュのトレンチコートを着て隆也の車に乗っていた。

　耳と首元にはやはり隆也が買ってくれた、さりげないアクセサリーがある。バッグもシンプルながら上品な物で、靴はベージュのパンプスだ。

　美琴のロングヘアも、清楚に見えるようハーフアップにしてある。

（これ、いわゆる〝彼の両親に挨拶をする時の格好〟だよね……。でも相手がお祖父さんでも大差ないか……。会長だったら、ご両親以上に意味がある気がする……）

　後部座席には隆也が「この菓子、祖父が好きだから美琴から渡してくれ」と言ったお菓子がある。

　車内でそれほど会話を弾ませるでもなく、美琴は目的地に向かう。だがその景色が見覚えのあるものである事に、途中から気が付いた。

（このまま向かったら……）

　そう思っていて到着したのは、美琴がよく足を運ぶ総合病院だった。

　駐車場に車が停まり、隆也に連れられて向かったのは特別な入院フロアだ。

「入りますよ」

　木目調のスライドドアを動かすと、隆也がなんの躊躇いもなく病室に入った。

（……緊張する。……けど、完璧に〝恋人役〟をやらないと）

　そう決心し、美琴も病室に入った。

「お、お邪魔します……」

　隆也の祖父――会長になんと挨拶をしたらいいか分からず、美琴はドギマギして頭を下げる。

「相変わらず時間通りだな、隆也。いらっしゃい、佐久間さん」

　頭を下げたままの美琴の耳に、矍かく鑠しやくとした声が飛び込んでくる。顔を上げると、目の前にはホテルの一室のような内装が広がっていた。

　ワイドダブルほどあるベッドには誰もおらず、その奥にある高級そうなソファセットに病衣姿の男性が座っている。ソファセットの奥には大きな液晶テレビがあり、冷蔵庫やシンクなど一通りのものがそろっていた。

「あ、あの……私の名前……」

　美琴は驚いて、挨拶するよりも先になぜ名前を知っているのか尋ねてしまう。すると八十歳は越えていそうな隆也の祖父――宇崎ホールディングスの会長は温和に微笑んだ。

「隆也から聞いてるよ。佐久間美琴さん。二十六歳で経理部に勤める真面目な人。趣味はクラシック音楽鑑賞に映画鑑賞、読書」

　サラリと答えられ、もう何も言えない。名乗るより先にプロフィールを言われてしまった事にハッと気づき、遅れて挨拶をした。

「佐久間美琴と申します。宇崎会長……」

「ああ、会長とか役職はいいから。私は宇崎猛たける。知っている通り隆也の祖父だ。さあ、そこに座りなさい。この通り見舞いのお菓子がたくさん余っていてね。どれ、お茶にしようか」

　そう言って猛が立ち上がりお茶を淹れようとするので、慌てて美琴は「私が！」と電子ケトルや茶筒が置いてあるカウンターに向かった。

　お茶を淹れるのは少女時代にしっかり叩き込まれたが、猛や隆也の口に合うかと考えると少し緊張する。

「ど、どうぞ」

　湯飲み茶碗に緑茶を注いでテーブルに持って行こうとすると、隆也が立ち上がって残りを運んでくれた。

「あ、ありがとうございます。しゃ――」

「隆也さん」

　社長と言いかけたところを先にこう呼べと言われ、美琴はおずおずと「……隆也さん」と名前を呼ぶ。その様子を猛は目を細めて見守っていた。

「随分懇意にしているようだな。私も安心した」

　猛の向かいに隆也と美琴が座り、猛がお茶を飲んだのでなんとなく美琴も湯飲み茶碗に口をつける。

「……美味い。美琴さんはお茶を淹れるのが上手だな。こんなできた恋人なら、隆也も安心だ」

「いずれ手料理を振る舞ってもらおうと思っています」

　サラッと隆也が答えた言葉に、美琴は噎せかけた。

（ちょ……っ。まだ一言もそんな事をすると言ってないじゃない。それに隆也さんの家に上がる関係になるとも言われていないし）

　それにしても宇崎ホールディングスに入社する前、会社のＨＰで見た猛はスーツ姿でいかめしい顔つきをしていた。それに対し、今の柔和な雰囲気とのギャップに美琴は戸惑う。

（公私は違う……という事かな）

　目の前にいる猛は優しいお爺さんという感じで、国内大手食品会社売り上げ一位に輝く宇崎ホールディングスの会長とは思えない。

　その後も当たり障りのない会話が続き、美琴と隆也の関係を深く掘り下げられる事もなく、昼前になって病院を後にした。

　

（やっぱり恋人として紹介されちゃったのか）

　いつものように野暮ったい格好をして出社した美琴は、誰にも隆也との事に感づかれず午前中の業務を終えようとしていた。

　周囲は徐々に昼休憩に入る者も出始め、美琴も自宅で作ってきた弁当を気にし出す。

　今までは夜の仕事があった疲れもあり、昼は社員食堂に行っていた。けれど今は夜に働かなくて済むようになったので、自然と朝早く起きて弁当を作り始めたのだ。

「みこっちゃん、弁当女子に目覚めたの？」

「外食が続いていたので、ちょっと財布の紐を引き締めようと思いました」

「すごいねー。私料理ムリだわー」

　あはは、と笑って田中は仲のいい同僚と一緒に昼休憩に立った。

（さて、私もお昼にするか。お弁当どこで食べようかな……）

　仕事に一区切りつけてパソコンをスリープにした時、美琴のスマホが震える。

　誰からだろう、と画面を見ると、隆也からメッセージが入っていた。

　ドキン、と鼓動が一つ跳ねる。美琴は周囲を気にしてからそっとメッセージアプリを開いた。

『これから毎日、ランチタイムを一緒に過ごさないか？　社長室があるフロアの、使っていない会議室を押さえておくから来てほしい。ホットコーヒーを用意してあるから、冷めないうちに来ること』

（コーヒーを用意して、断れないようにするやり方が隆也さんらしいな……。私に拒否権はないっていう事か）

「はぁ……」

　溜め息をつき、美琴は弁当が入ったバッグを手に廊下に出た。重役がよく使うエレベーターを使用するのは憚られ、結局非常階段を使って社長室があるフロアに向かう。

（それでも……隆也さんが相手だと、こういう強引な事をされても嫌だと思わない自分がいるな）

　廊下を歩きつつ、美琴は自分の気持ちを深く掘り下げようとして――やめた。

　そ、の、気、持、ち、に気付いても、どうにもならないと分かっているからだ。

　周囲は社員食堂に向かう者が多く、みなエレベーターに向かっていた。

　ちなみに宇崎ホールディングスビルの最上階は、社員食堂になっている。

　ホテルのラウンジのように過ごしやすい空間になっていて、食堂のメニューもかなりバリエーションがある。さすが食品会社と言うべきラインナップや設備だ。

　猛が若い頃にこの本社ビルを改築し、その頃からこのような作りになっているようだ。

　トイレなどもとても綺麗で、社内で社員が不快感を抱く場所がないように取り計らわれている。他にも社員の健康管理をするのも会社の勤めだと言う名目で、ジムの設備やシャワー、そして仮眠室なども完備している。

　会社の中で一番いい場所――最上階部分を社員に割く代わりに、社長室や重役がいるフロアは比較的中間の階にある。

　それもまた試行錯誤の結果で、来客があった時に最上階までエレベーターに乗る時間のロスをなくしたかったそうだ。最上階にいるイコール、偉いというイメージも崩したかったのかもしれない。

　このように宇崎ホールディングスが社員ファーストの会社になってから、業績はメキメキと右肩上がりになったらしい。

　シンとしたフロアを歩いていると、前方にあるドアが開き隆也が顔を覗かせた。

「こっち」

　手招きされて急いで会議室に駆け込むと、鍵を閉められ二人きりになる。会議室のテーブルの上には、有名コーヒーショップのホットコーヒーが二つ置いてあった。その側には隆也が取ったデリバリー料理とおぼしきものが、やはり二つある。

「えっと……」

（もしかして私の分も用意してくれたのかな？）

　そう思ってランチバッグを後ろに隠そうとすると、ヒョイッと取り上げられた。

「あっ！」

「美琴は弁当派なのか？」

「か、返してください！」

　だが隆也はアイボリーのバッグをジーッと見つめたあと、ボソッと呟く。

「俺、こっちがいいな」

「え？」

「俺は美琴の弁当が食べたい。いいか？　その代わり用意したこの料理は二つとも食べていいから」

「お、お弁当は別に構いませんが、社長を満足させられる物は入っていません。私のお弁当は昨日の残り物がメインな上に、冷えていて力不足だと思います。それに私は社長が用意してくださったお弁当を二つも食べられません」

「食べ物に力不足なんてない。それに俺にとっては美琴の手作りだっていうだけで、最高のご馳走になる。残った弁当は持って帰るなり、好きにしていいぞ」

「……わ、分かりました」

　手料理に対してこんな台詞を男性に言われた事がなく、カーッと頬が熱を持つ。同居していた頃、両親に手料理を出しても、一回も「美味しい」と言われた事がなかった。

「じゃ、じゃあ……。温かいうちに頂きます」

「俺も、頂きます」

　チラッと隆也を見ると、ランチバッグの中から木製のシンプルな弁当箱を取りだし、「割と渋い趣味だな」と呟いている。

（……花柄とか、キャラ物とかの方が女の子らしいって思われたかな……）

　一瞬そんな考えがよぎり、内心首を横に振る。

（私は隆也さんへの恩返しのために恋人を演じている訳だし。そこに余計な感情は必要ない。お弁当箱が可愛くなくても……）

　けれどどうしても、自分が作った地味な弁当を見つめられるのは、恥ずかしくて堪らなかった。

　昨日は少し時間に余裕があったので、鶏の炊き込みご飯とナスの煮物、カボチャのそぼろ餡を作った。弁当にはその残りを詰めて、朝に玉子焼きを作ったのとミニトマトを押し込んだだけだ。

　近年フォトジェニックな料理が話題になるが、美琴はそういうものをまったく気にしていなかった。誰に見せるでもない料理だし、見た目は茶色くても自分が満足できる味ならそれでいいと思っていた。

（万が一誰かにお弁当を見せる事も考えて、お洒落で可愛いお弁当の練習とかしておけば良かった……）

　真っ赤になって俯くものの、もう遅い。

「健康によさそうだな。いただきます」

　隆也は買った弁当についていた割り箸を手に、きちんと胸の前で手を合わせる。

　横目で気にしていると、隆也は炊き込みご飯からパクッと食べた。

（……口に合わなかったらどうしよう。い、今からでもやっぱり隆也さんが買ったお弁当を食べてもらうとか……）

　ドキッとしてとっさにそう思うが、次の言葉でドッと安堵が押し寄せる。

「うん、美味い。丁度いい味付けだ。出汁もよく効いてる」

　目に見えて美琴の表情が明るくなった。隆也の表情からお世辞でない事も分かり、胸が軽くなる。口角が無意識に上がったのを、美琴自身は気付いていない。

「良かったです」

　美琴は安堵し、やっとデリバリー弁当の蓋を開ける。

「わぁ……」

　現れたのは、右側のスペースにデミグラスソースの掛かったオムライスと、付け合わせのナポリタンスパゲッティ。左側のスペースには色とりどりでお洒落なサラダがあり、小さな容器にはドレッシングも入っている。空いたスペースには揚げた野菜があり、レンコンやサツマイモの素揚げがこんなにお洒落に見えるのは生まれて初めてだ。

　お洒落で、それでいて美味しそうな弁当に顔を輝かせ――ハッと横を向くと、隆也が微笑んでこちらを見ている。

「……い、いただきます」

　表情を引き締めると、美琴はランチに取り掛かった。

　それから後も、隆也は美琴を『デート』に誘ってきた。

　社員に見られたら嫌だと断ると、「社員と鉢合わせにならなさそうな場所を選ぶ」と言われ、隆也が所有しているクルーザーで食事や、高級ホテルのレストランの個室でディナーデートをした。

　買い物をする時は以前のように外商つきで、雑踏の中を歩く事はない。

　確かにこのプランでは社員に見られる事もないし、すべてがドアトゥドアだ。しかし食事代も買い物もすべて隆也が代金を負担し、美琴はどんどん彼に逆らえなくなってゆく。

　三億もの借金がある上に、大富豪に本当の恋人の如く扱われるのだ。後になってから何をどう請求されるか分からない。こんな夢のような状況が無タ料ダであると思うほど、美琴も子供ではない。

　その上何かをさせられるでもなく、とても優しくされるので、隆也の考えている事がさっぱり理解できない。

　隆也の立場になって考えてみても、接点のない女に三億を払おうなど普通思わない。三億払う価値のある、とびきりの美女やダイナマイトボディ、はたまた会社の利益になる才能溢れる人間なら別かもしれない。

　だが美琴は元お嬢様という肩書きはあるが、現在は安い賃貸マンションに住む地味なＯＬだ。家が落ちぶれた今、美琴に近付いても隆也になんの利益もない。

　何かちゃんとした『理由』があるなら、美琴も納得して隆也と付き合えただろう。

　しかし彼とのハイレベルなデートは、回を重ねれば重ねるほど、美琴にとって意味の分からないものになっていった。

　それでも慣れというものは恐ろしい。

　美琴の骨の髄に染み込んだ少女期までの記憶は、自然に隆也にエスコートされるのをよしとする。高級な服を贈られても生まれ持っての品で着こなし、彼が推薦するサロンで髪を整え、エステに通うごとに昔の感覚が戻ってくる。

　気が付けば美琴は会社でも田中に「最近綺麗になった？」と言われ、男性社員からも仕事の用事以外で話しかけられるようになった。

　会社での格好――全体的に野暮ったい姿はまったく変わっていないのに、雰囲気そのものが変わってきているようだ。

　その頃には当たり前に、何かがあると「隆也さんはどう思いますか？」と彼に頼る癖がついていた。呼び方も「隆也さん」が板についてしまった。

　今まで自分一人で「何とかしないと」と気を張って頑張っていたのが、隆也の意向を気にし、自然に頼ってしまう。

「このままじゃいけない」と思うのに、美琴はズブズブと隆也と過ごす居心地の良さに嵌まっていってしまった。

　

　そしてもう一つ変化があった。

　最初に会議室で絶頂を味わわされて以降、隆也のマンションやホテルなどで関係を持つようになったのだ。

　デートを重ね、高級なレストランでディナーをとり、隆也が教えてくれたワインに身を任せる事も多くなる。これまで美琴は酔って自分を見失うのを恐れて、人前で酒を飲まなかった。飲んでも自宅で缶チューハイを嗜む程度だ。

　けれど隆也が豊富なワインの知識を披露してくれ、興味が赴くままに飲み比べをすると、どんどんワインや酒というものが楽しくなっていった。

　飲んだ後も、家までしっかり送ってもらえる。隆也が飲んだ時はいつの間に運転手が控えていて、危険な事にもならない。

　次第に安心した美琴は心地よく酔うまでになり、自然に隆也に体を預ける事も多くなった。車の中で寝入ってしまう事もあり、気が付くと隆也の家で寝ていた時もあった。

　最初こそ警戒心のない自分を恥じたが、隆也のベッドで寝ていても手を出されないと気付くと、どんどん隆也への信頼が強くなってゆく。

　そして徐々に隆也との距離が縮まる。ある時は気が付けば隆也が隣に寝て、美琴を抱き締めていた事があった。

　繰り返すうちにキスをされ、衣服越しに胸に触れられ……という事が増えてゆく。

　それでも美琴は、彼に触れられても嫌ではない気持ちに気付いていた。

「嫌じゃないのか？」

　隆也が尋ねたのは、触れるだけのキスを何度も繰り返し、次第に深く激しくなったキスが終わった頃だ。美琴はトロンとした顔をして、隆也がネクタイを解いている姿を何とはなしに見る。

「……隆也さんは、私を好きにする権利がありますし」

（借金を返してくれたから、隆也さんは私を好きにしていい。……でも、それだけじゃない。認めたくないけど、私は隆也さんを信頼し始めている。……惹かれている……かもしれない。……でも、絶対にこの気持ちは口にしない）

　そう固く決意する。

（借金まみれの私と、何もかも手にしている隆也さんが釣り合うはずがない。彼には決められた恋人や婚約者がいておかしくない。幾ら私が恋人役に抜擢されたからといって、それを本気にするほど子供じゃないもの）

「ふぅん？　好きにしていいのか」

　笑みを深めた隆也は、最初に会議室でしたように美琴をネクタイで目隠しした。

「あ……」

　ドキン、と胸が鳴る。ツゥッと顔の輪郭を指先でなぞられ、美琴は吐息を震わせながら横を向いた。

　ブラウスのボタンが一つずつゆっくり外されてゆく。

（あれ……。今日、どんな下着だったっけ……）

　酔った頭で思い出そうとするが、あまり覚えていない。ただ最近は隆也が身につける物を何でも買ってくれるので、下着一つにしても高級な物を常用するようになっていた。

　酒気で体温が上がった肌に外気が触れる。ブラウスの裾がスカートの中から引っ張り出され、スカートのファスナーが下げられた。

（抱かれるのかな……）

　ぼんやりとした頭で思うが、不思議と恐怖や嫌悪感はない。隆也に惹かれつつあり、悪く言えば手懐けられた現状、彼に求められても拒む理由がなかった。

（……女王様をしていたのに処女だってバレるのは恥ずかしいな。隆也さんはきっと、経験豊富な女性を求めているかもしれないから）

　美琴を丁寧に脱がせつつ、隆也が尋ねてくる。

「男にこうやって触れられた事は？　接客で本番行為はなかったと聞いたけど」

「……時々、ご褒美として脚に触れさせた事はありました。他の……局部に触れさせる事はありませんでした」

「初めてホテルで会った時、大抵の男は〝触れるのに触れない距離で見せつけられる〟のに興奮すると言っていたな？　それで自慰も禁じていたんだっけ」

「……最初に調教する頃は、自慰も許していました。けど、どんどん縛りをきつくしていく方が、彼らもより興奮するみたいです」

　会話をしている間も、隆也の手はスカートを捲り上げて美琴の太腿をゆっくり撫でていた。触れられている場所が場所だけに胸がドキドキする。けれど隆也の大きな手で優しく愛撫されると、安心感も体中に広がってゆくので不思議だ。

「じゃあ、こうやって美琴を好きに触れるのは、俺だけと思っていいか？」

　そんな事を言ってくるので、自分が隆也の特別なのだと勘違いしそうになる。

（あちこちで女性にこういう事をしているのかな）

　優しく親切な隆也を疑いたくない。

　けれど美琴はまだ隆也のすべてを信用しきった訳ではなかった。なぜ自分に三億もの金を……という謎が明かされない限り、納得できないと思う。

　だがその不安が通じたのか、ギュッと太腿を掴まれた。柔肌に食い込む指先の感覚に美琴は体を少し緊張させ、息を詰める。

「俺の事だけを考えろ。俺はいま美琴を可愛がっている。体も心も素直にして、俺の手と声だけに集中するんだ」

　隆也のもう片方の手が、美琴の顎を捉える。下唇を左から右へ撫でられ、彼の指によって柔らかなそこが形を変えた。

「は……ぃ」

　なぜだか隆也にこうして命令されるのが心地いい。ある程度信頼した人だからか、言う事を聞いても間、違、え、な、い、という安堵感がある。

「いい子だ」

　頭を撫でられ、「犬みたい」と思うのに心地よくて堪らない。

　隆也の手が一度美琴の体を返し、ブラジャーのホックを外しても美琴は抵抗しなかった。

（恥ずかしい……）

　ブラウス、キャミソール、ブラジャーを脱がされ、美琴は上半身裸になる。自分は何も見えないのに、隆也には裸の胸を見られているという羞恥が沸き起こった。とっさに両手で胸を隠そうとしたが、「隠すな」と短く言われてその手も止まる。

　太腿を撫でる手も止まり、美琴はあられもなく肌を晒したまま隆也の視線を受け止める事になった。

　美琴には隆也がどんな顔をしているのか分からない。それでも研ぎ澄まされた耳に彼の息づかいが聞こえ、体中に痛いほど視線を感じる。視界を封じられているからこそ、美琴は隆也の視姦に興奮していた。

（あ……乳首……勃っちゃ、……う）

　自身の胸の先が、キュ……とゆっくり凝り勃っていくのが分かる。恥ずかしくて、口内に溜まった唾液を静かに嚥下した。

　いつ触られるか分からない。隆也が自分の肌を見て、どんな顔をしているかも確認できない。緊張した美琴の胸は、何度も大きく上下していた。

「ひぁっ」

　いきなり、胸の谷間に温かな掌が押しつけられた。

　隆也の手は熱く力強い。美琴の「いつ触られてもいいように」という覚悟などあざ笑うかのように、彼女の乳房を蹂躙してゆく。片手は両手になり、美琴のたっぷりとした乳房を掬い、弾ませ、揺さぶったあとに先端を絶妙な力加減で撫で上げた。

「……っふあぁああっ……」

　見えないからか、予期せぬ手の動きに翻弄され、美琴は情けない悲鳴を上げる。先ほどのディープキスで下着が濡れたのは自覚したが、今度は明らかに下肢が刺激を欲しがって疼いた。どうにも堪えきれず、美琴は腰をくねらせて何とかやり過ごそうとする。

（嘘……っ、胸だけでこんな……っ）

　体がゾクゾクして堪らない。

（隆也さん、どんな顔してるの？　いやらしい女だって軽蔑してる？　それとも興奮してくれている？）

「美琴は隠れ巨乳だよな。普段会社ではそういう風に見えない。でも脱がしたらこんなにも大きくていやらしい胸をしてる。真っ白でたわわで、俺の指が食い込むたびに卑猥な形になってる。それなのに先端は男を知らない色をしていて……。色々教え込みたくなる」

「んっ、うぅっ」

　きゅうっと両の乳首を摘ままれ、コリコリとこよられた。

　その瞬間ジンッと下腹部に甘い痺れが走り、また美琴は腰を揺らす。呼吸を整えてなんとか平静を保とうとした時、温かくヌルヌルしたモノが乳首に触れた。

「んぁっ、きゃ……っ、ぅ」

　隆也が――、乳首を舐めている。

　レロレロと舌を左右に動かし、たっぷりと唾液をまぶされる。ぷつんと勃起した乳首が唾液に溺れそうになった頃合いで、口に含まれやんわりと吸い上げられた。

「あぁあうっ、ん、んーっ、ぅ、あ……っ」

　胸への刺激だけで美琴は乱れ、両手で必死に隆也の髪を掻き回す。鼻先に彼の香りが届き、男性らしい色気のある匂いに、下着がまた湿り気を帯びた。

「ぁ……っ」

　そこでスッと太腿を撫で上げられ、美琴は不安と期待の混じった声を上げる。

　隆也の手は美琴の太腿をすべすべと撫でさすり、徐々に上に向かう。柔らかな内腿に触れ、鼠径部に至り恥丘を掌でぐぅっと押してきた。

「んぅ……っ」

　下着越しに下腹部に触れられただけで、中から果汁の如く蜜が溢れた気がする。

　何て淫らな体をしているのかと思う隙もなく、隆也の手がパンティの中に入り込み、濡れた和毛を掻き分けた。

「あ……っ、あぁ……」

　特別な処理をしていないそこに触られ、異様なまでの羞恥に晒される。フワフワとした和毛を指で掻き混ぜられ、そろえた指先で円を描くように撫でられたあと、指の間に挟まれツンと引っ張られた。

「やぁ……っ、あ、そこっ、そんな場所弄らないでぇ……っ」

　涙声で訴えたのが効いたのか、隆也の指先がまだいとけない突起を探り当て、トントンとつついてくる。

「あぁ……っ、ぁ、ん」

　それだけで美琴は腰を突き上げ、執拗に胸を舐めしゃぶる隆也の頭を抱いた。

「すごい濡れてる」

　乳首から一瞬口を離した隆也が、独り言のように呟く。美琴は恥ずかしくて堪らず、咽頭を震わせて荒い呼吸を繰り返した。

「ゆる……して」

　美琴は処女だ。けれど子供ではないから、男女が何をするのかは十分すぎるほど知っている。事務所にいる時の待ち時間では、他のＭ嬢から赤裸々な性体験を何度も聞いた。

（胸だけでこんな蕩けそうになるなんて、知らなかった。このうえ下に愛撫を受けたら、私どんな痴態を晒すんだろう。隆也さんに好意を抱いてるからこそ、みっともない姿を見せて幻滅させたくない……）

　キスと胸への刺激だけで濡らす女を、隆也はどう思っただろう。そんな不安に駆られていると、彼の声がした。

「許すも何も、これはお仕置きじゃない。ただ愛でているだけだ。体も気持ちもリラックスして、俺を受け入れなさい」

　また頭を撫でられ、それだけで服従したいという気持ちになる。

　ちゅ、と唇に軽いキスをされ、何度もついばまれる内にキスが深くなってゆく。隆也の指がツルリと花芯に触れ、美琴は大げさなほど腰を跳ねさせた。

「んーっ、ん、……っふ、ぅ、ん、……ん、ぅ」

　ぬるついた秘唇を指が何度も往復し、今にも指を入れられそうだ。痛いのかと思って覚悟を決めていても、隆也の指はなかなか蜜口に入らない。たっぷり指に蜜を纏わせたあと、不意に上方に矛先を変え、可愛らしく膨らんだ真珠に蜜を塗り込めた。

「あふ……っ、ん、んぅっ、ン、んーっ」

　さやから顔を出したそこを、優しく何度も撫でられる。潤沢な蜜に守られているので痛む事もなく、ただただ気持ちいい。口内をキスで支配されているのも、美琴に深い喜悦しか与えない。

（あぁ……、あ……。気持ちいい……気持ちいい……っ。自分で触るよりずっと気持ちいい……っ）

　ドキドキと胸が煩く鳴り、顔に熱が集まる。美琴は隆也に口内を支配されたまま、下肢への刺激に意識を集中させていた。

　クリュンと真珠を撫でられるたび、下半身に甘い痺れが走りジッとしていられない。腰が独りでに猥りがましく動き、まるでもっと刺激を欲しがっているかのようにガクガクと震える。

　口元は情熱的なキスで塞がれ、嬌声を上げて快楽を発散させる事もできない。

　足に力が入り腰が浮くと、隆也の指の動きが少し速くなった。真珠を撫でられるだけでピチャピチャと水音が立ち、ときおり男の自慰のようにさやごと真珠をしごかれる。

「んむぅううぅーっ!!」

　下腹部に電撃でも走ったかのような淫激が走り、美琴の目の前で火花が散った気がした。

「ん、ン、……んーっ!!」

　とうとう美琴は真珠への愛撫だけで達してしまった。蜜壷に指すら入れられていないのに、美琴の真珠は蜜でびっしょりと濡れている。

　絶頂する瞬間、美琴は隆也の舌をきつく吸い上げていた。

　隆也の舌を味わい、絶頂を体に刻み込む。

　ゆっくりと体が弛緩してゆくと同時に、隆也がキスをやめて唇を離した。二人の間でトロリと透明な糸が引き、ふつりと切れる。

（……気持ち……良かった……）

　ハァハァと呼吸を繰り返し、美琴はぐったりとベッドに身を任せる。

　ときどき陰核で自慰をする事はあっても、こんなに深い絶頂を味わった事はない。自慰だけで〝性の気持ちよさ〟を知っていたつもりになっていた自分が恥ずかしい。

（……この続、き、をしたら、もっと気持ち良くなれるのかな……）

　そう思っていたのだが――。

「え……」

　不意に目隠しが取られ、視界に隆也と落ち着いた色調のベッドルームが映る。

「落ち着いたらシャワーに入るといい。酒が入っているから、風呂はやめておこう。別の部屋に美琴のために買っておいた着替えがあるから、今日はそれを着て休みなさい」

　目隠しで少し乱れた髪を、隆也の手が整えてくれる。

「……あの……」

「何だ？」

（最後まで……しないの？）

　そう思ったが、言えるはずもない。結局美琴は「何でもありません」とモゴモゴと言って、布団を被ってしまった。

「可愛かったよ。感度もいいし、君は最高の恋人だ」

　布団の上からポンポンと軽く美琴を叩き、隆也は彼氏らしい事を言う。その言葉を素直に嬉しいと思うと同時に、妙に切なくなった。

　服を着たままの隆也は、一度ベッドルームを出てすぐに戻ってくる。手にはハイブランドとおぼしき鮮やかな花柄の着物風ガウンがあり、それをベッドの上に置く。

「俺は先にシャワーを浴びるから、パジャマ代わりにこれを着ていてくれ」

「はい……」

　本当に隆也はバスルームに向かってしまい、水音が聞こえてくる。

（……抱こうって思うほど、魅力がないのかな）

　起き上がった美琴は、自分の体を見てみる。

　ふっくらと大きい胸は、邪魔だと思う事はあれど、隆也に褒めてもらえるほどの魅力はあったのだろう。男性は大抵胸や尻、脚を見るが、隆也も一応胸を気にしてくれたのだと思う。

　恥ずかしい部分にも何の躊躇いもなく触ったし、乳首に至っては好き放題にしゃぶってきた。彼が美琴の体に何の抵抗も持っていないのは分かる。

（……でも普通、ここまでしたら抱くものじゃない？）

　お腹の奥がまだ疼いている。

　知っている情報では、陰核のみの刺激よりも、俗に言う中イキの方が深い快感を得られるそうだ。

　隆也は指を入れなかった。どうにもそこに境界線があるような気がして、美琴は不安になる。

（……ただのつまみ食いだったのかな。隆也さんは……興奮しなかったんだろうか）

　Ｓ嬢としての習性か、美琴は相手が求める事を察するのが上手かった。仕事でもそれが自然に発揮され、〝仕事が速い上に気が利く〟と評価されている。

　だが今ばかりは、与えられる快楽に呑まれて隆也に気を遣う事ができなかった。

（……恋人役なら、ちゃんとできないと駄目じゃない）

　反省し、もし『次』があるのなら、きちんと隆也を気持ち良くさせてあげたいと心に決めた。

　そのあと隆也がバスルームから出て来て、美琴もありがたく体を綺麗にする事にした。

　まだ酔っているせいか細かな事に気付かなかったが、バスルームから出ると洗面台に新品の女性用基礎化粧品がそろっていた。洗面所を隔てるカーテン越しに、隆也が「美琴のために買ったから、使ってほしい」と言ってくれたので、ありがたく使わせてもらう。

　加えて洗面所の脱衣籠には、肌触りのいいパジャマと新品の下着も用意されてあった。

　何もかも面倒を見てもらって恥ずかしいが、お泊まりの準備もしていないので厚意に甘える事にする。

　結局その日は隆也と同じベッドで寝た。翌日は隆也がホテルかと思うような朝食を作ってくれる。

　車で送られて家に着き、今日が週末で良かったとつくづく思う。鏡で自分の顔を見れば、幸せで満ち足りた表情をしている。いつもの『武装』が取れていて、こんな顔では絶対に会社に行けない。

　残る日曜日は自宅でいつものように過ごしたが、頭に浮かぶのは隆也の事ばかりだった。

　

　隆也と出会った十月が終わろうとし、十一月を迎えて冬を意識してくる。

　相変わらず隆也との関係は変わらず、人目を気にして社内のランチデートをし、週末には本当のデートをする。

　ベッドで手を出されるのも当たり前になったが、隆也は手や口で美琴を達かせても、決して彼自身の熱杭で彼女を愛する事はなかった。行為中も服を脱がず、それが二人の心の距離を示しているようで寂しい。

　当然のように、美琴の中でフラストレーションが溜まっていった。

　与える側のＳ嬢であった事もあり、美琴にだって「自分から色々させてほしい」という願望が少なからずある。けれど隆也は美琴に与えてばかりで、何もさせてくれない。

（どうして何もさせてくれないんだろう。それに、服を脱いで恋人のように愛し合ってくれない……。恋人『役』だから？　結局私は買われた女に過ぎないから、そこまでする必要はないの？）

　金曜日の夜、美琴は会社の裏口で隆也と待ち合わせをして、彼の車に乗っていた。

　これからいつものように食事をしてから家まで送られる。体を重ねるのは金曜か土曜の夜が多い。

　運転席に座っている隆也は悔しいぐらいにいつも通りで、美琴ばかりが一人で焦り、気持ちを募らせている。

（今日こそ……隆也さんとちゃんとし、たい。……でも、……でもこれは、借金を返してくれたお礼のためだもの。恋人役、としてちゃんとしたいから。本気になってなんかないもの。だって……どう考えても釣り合わない。私は、隆也さんを気持ち良くさせてあげるために、最後までして、満足させる必要があって……）

　心の中でブツブツと言い、美琴は自分の指をせわしなく絡ませる。

　やがて車が赤信号で止まるタイミングで、勇気を出して隆也に話しかけた。

「あの……」

「ん？」

　車内に掛かっていたジャズを口ずさんでいた隆也は、美琴の声を聞いて意識をこちらに向けてくれる。

「今日……その。このまま帰るんですか？」

「……お泊まり、したいか？」

「…………っ」

　――自分から「セックスしたい」と言うなんてはしたない。

（……私、女王様として散々はしたない言葉を口にしていたのに、隆也さんの前だとベッドに誘う事もできない……）

　いまだ知らなかった自分の初心な部分に、美琴自身が動揺していた。

「どうする？　金曜だから疲れもあると思っていたけど、美琴が望むならホテルか俺の家に行ってもいい」

　意見を尋ねられ、「抱いてほしい」と言うなら今しかない気がした。

　黙った美琴に、隆也は優しく言う。

「してほしい事があったら、何でも言ってくれ。俺は美琴の望みを何でも叶えよう。俺の前で何も躊躇わなくていい。欲しいものは欲しい、好きなものは好きと言ってごらん。美琴は今までそういう欲を抑えてきたんだから」

　カァッと体が熱くなり、変な汗も出てくる。それでも美琴は勇気を出して、自分の望みを口にする。

「……隆也さんが、……欲しい、です。……抱いてください。……今日は、最後まで……」

「……分かった。よく言えたな」

　赤信号で前を向いたまま、隆也は左手を伸ばして美琴の頭を撫でた。その手が、とても心地いい。

　前の車のテールランプを見つめたまま、美琴は胸を高鳴らせていた。

　

「ん！　ぁ、あ……っ、ア……」

　全裸になった美琴はキングサイズのベッドの上に仰向けになり、隆也に胸を愛撫され蜜壷に指を入れられていた。

　すっかり慣らされたそこは隆也の指をしゃぶり、グチュグチュと淫らな音を立てている。蜜が泡立つ音に顔が燃えそうなぐらい赤くなり、本能で隆也の腕を掴む。相変わらずネクタイで目隠しをされ視界を奪われた分、他の感覚がとても鋭敏になっている気がする。

　膣内を探る隆也の指はとても的確で、一度美琴が好い反応をした場所を決して忘れない。執拗なまでにそこのみを探り、高まって絶頂しても許してくれない。

　いま美琴は一度指で達かされたあと、彼の指を二本咥え込まされ二度目の攻めに遭っていた。

「りゅ……っ、や、――さんっ、も……っ、ゆる、し、――てっ」

　先ほどから腰がガクガクと震え、切なさが胸の中を荒れ狂い、どうにかなってしまいそうだ。美琴は自分の小さな蜜口に隆也の指が二本入り、蜜まみれになって前後しているのを想像する。あの綺麗な手を汚していると考えるだけで蜜の量が増え、油断していたところで肉芽をピンと弾かれ甲高い喘ぎ声が迸る。

「俺の手をびしょ濡れにするほど気持ちいいんだろう？　気持ちいいなら素直に言いなさい。俺に嘘をつこうとするなら、ご褒美はあげないぞ」

「ぅ、うーっ……」

　涙で顔をグシャグシャにし、美琴は歯を食いしばる。

　隆也を相手にしていると、あっという間に彼のペースに呑まれ喘がされてしまう。身も心もグズグズにされ、言う事を聞くのが心地よくて堪らなくなる。

「き……、きも、ち、ぃ……っのっ」

　平らなお腹を波打たせ切れ切れに訴えると、「よく言えたな」とキスが与えられた。

　そのまま舌を絡め合う深いキスに耽溺し、隆也の指で蜜壷も膨らんだ真珠も嬲られる。

「――――っ、ん、むーっ!!」

　また隆也の舌を強く吸い、美琴はキスをしたまま絶頂した。伸ばされた隆也の舌を唇で挟み、強く吸い込んで体をブルブルと震わせた。

　トプッと奥の方から濃い蜜が溢れた気がし、隆也の指を汚すのがいたたまれない。

　指が引き抜かれたかと思うと、グイッと腰を支えられその下に枕を挟まれる。

「ぁ……」

　これから何をされるか悟りあえかな抵抗をしかけたが、その前に隆也の熱い舌がねちょりと美琴の秘唇に触れた。

「あぁ……、あ、……ン、ぁあ、ア……」

　しとどに濡れた部分を肉厚な舌でねぶられ、美琴は悩ましい声を上げる。何度も己の唇を舐め、零れそうになる涎を堪えた。隆也の髪を両手で掻き回し、強い刺激を受けた時には掴んでしまう事もあった。

　ずっ、じゅずっとはしたない音をさせ、隆也が美琴の愛蜜を啜る。彼の端正な顔が自分の恥部に埋められていると思っただけで、脳みそが茹だってしまいそうだ。

「隆也……さん……っ、ン、んぁ、や、そこ……っ」

　ちゅうっと膨らんだ肉真珠を吸われ、柔らかな舌で左右に弾かれる。

「っひあぁんっ！」

　女の急所を攻められ、美琴は甲高い達き声を上げる。

　敏感になりすぎた場所は少しの刺激でも美琴を攻め立ててくる。隆也がトロトロになった蜜壷に舌を這わせ、ピチャピチャと蜜を舐め回すと、美琴は鼻に掛かったうなり声を漏らし彼の髪を掻き混ぜる。

「んンーっ、んぁあ……っ、やぁ、りゅ……や、さん、っだめぇ……っ」

　彼の舌が花びらの形を確認するように動く。その舌使いだけでも十分卑猥なのに、隆也はその端整な顔を美琴の秘部に寄せ、蜜口の中に尖らせた舌を突き入れてきた。

　熱く蕩けた場所に隆也の顔が押しつけられ、この上なく恥ずかしい。柔らかな隠し所に隆也の舌が男根のように突き立てられ、ズボズボと前後する。

「んあぁああ……っ、や、――あーっ、あぁああぁ……っ」

　あり得ない場所で隆也の息づかいを感じ、羞恥で体が燃え上がりそうになる。柔らかい舌の感触がこの上ない淫悦を生み、彼の鼻先で膨らんだ陰核を刺激されるのも気持ちいい。

「達く……っ、達きます……っ、からぁっ！　ぁ、あーっ……、――――ぁ」

　隆也の頭を押さえてビクビクッと腰を跳ねさせた美琴は、口端から涎を垂らしてゆっくり体を弛緩させてゆく。

「……は……」

　秘部から隆也の顔が離れ、彼が息をついたのが分かる。その後、チュッチュッと何かを舐め取る音が聞こえた。

　彼には美琴の蜜で濡れた指をしゃぶる癖があるのだ。「恥ずかしいからやめてください」と幾ら訴えても、「美味しいから無理だ」と言って艶然と笑う。

　いつものように愛撫が終わり、美琴の目隠しが外される。

（もしかしてこれで終わっちゃうの……？）

　また不安に駆られていたが、目の前で隆也がゆっくりシャツを脱ぎ始める姿を目にし、思わず見入ってしまう。

　ボタンが外されるたびに、鍛え上げられた分厚い胸板が晒されてゆく。最後にシャツを脱いでしまうと、息を呑むほど美しい体が現れた。

　美琴の顔を見て微笑んでから、隆也はベルトに手を掛けスラックスも脱いでしまう。

　ブランド物らしい黒いボクサーパンツの布地を、雄々しいモノが盛り上げているのを見て美琴は赤面しつつも安堵する。

（良かった。ちゃんと私で興奮してくれてた）

　今まで最後まで抱かれなかったので、力不足なのではとずっと不安だったのだ。

　隆也はそのまま躊躇いもなく下着を脱ぎ去り、美琴の前にすべてを晒す。とっさに美琴は顔を逸らしてしまったが、隆也にやんわりと前を向くように顎を掴まれ、彼の裸身を見せられる。

「美琴は俺を欲しいと言ったな？　『抱いてほしい』と」

「……言いました」

　今さら求めた言葉を指摘され、顔が熱くなる。

「なら、俺がその気になるように努力してごらん。美琴を抱きたくて堪らなくなるように、俺が求めている事をするんだ」

　――求められている。

　瞬間的に美琴は強い悦びを覚えた。

　今まで与えられるばかりで何もさせてもらえなかった自分が、やっと隆也に尽くす事ができるのだ。

　ふ……と頭に自分に傅いた男たちの顔がよぎった。彼らもまた、美琴が〝ご褒美〟をあげる時、とても幸せそうな顔をしていた。

　彼らは美琴のつま先や脚にしゃぶりついていたけれど、美琴が隆也に与えてもらうモノは違う。これから自分がご奉仕できるのは、彼の昂ぶった男根だ。

「じゃ……じゃあ、ご奉仕、させて頂きます」

　美琴はベッドの上に膝立ちになった隆也に近付き、四つ這いになって彼の屹立に手を伸ばした。けれど妙な注文がくる。

「手を使わないで、口だけで咥えてみなさい」

「…………はい」

　――恥ずかしい。

　しかし隆也に命令されるのが心地いい美琴は、素直に頷き口を開いた。あーんと大きく口唇を開き、顔を真っ赤にして隆也の先端を頬張ろうとする。

「ぁっ」

　だが隆也は微かに腰を動かし、美琴の口から屹立を逃がしてしまう。頑張って咥えようとしても、何度か同じ事が繰り返される。

　かというのに頬にぐぅっと熱く硬いモノが押し当てられ、いやらしい意地悪をされている事に羞恥を覚えた。ゴクッと唾を嚥下した美琴の秘部は、甘く疼いて興奮を知らせている。

　自ら進んで口淫をするような女ではなかったのに、美琴はいま確かに隆也のそれを「咥えたくて堪らない」と思っていた。

「もぉ……。ちゃんと、……させて、ください」

　上目遣いに隆也を見上げ、困り顔で乞う。すると隆也がまた腰の角度を変え、先端をグッと美琴の唇に押しつけてきた。

「ン……、ん、……ぁ」

　熱いモノがグイグイと唇を押し、美琴の下腹部が切なく疼く。必死に口を開き、ようやく先端を咥え込む事ができた。

「ん……っ」

　口に含んだものをチュウッと吸い込むと、自分の唾液に混じって隆也の先走りを舌に感じる。不思議と何の抵抗もなく、むしろ喜びすら感じて美琴はそれを嚥下した。

　命じられた事を上手にできて、嬉しくて堪らない。その証拠と言わんばかりに、下腹部から蜜がタラタラと零れるのが分かる。

　美琴は隆也の腰に両手を当て、懸命に顔を前後させる。口の中に入った熱い塊は、美琴の舌に舐められ、吸引されてムクムクと大きくなっていった。

　口蓋と頬の肉と舌。口内全体で感じる隆也の肉棒は、熱く漲って信じられないぐらい硬い。太さもあり顎が怠くなりそうで、どうしても涎が零れてしまう。

「ん……っ、ン、ちゅ、…………む、ぅ」

　拙いながらも舌を動かすと、また隆也の強張りが大きさを増す。

（感じてくれてる……。嬉しい）

　懸命に奉仕しようと思った美琴は、耳に入れて覚えた知識を総動員させ、男性が最も感じるとされる雁首を重点的に責めた。

　唇で包み、クポクポと音を立てて吸い込む。手は自然と根元を軽く握り、上下した。そう言えば陰嚢も感じるのだっけ、と思い出し、そちらも優しく揉んでみる。舌で鈴口の辺りをレロレロと舐め回し、ふと彼の反応が気になった。

（これで合ってるのかな？）

　不安になった美琴は、先端に吸い付いたまま上目遣いに隆也の顔を窺ってみた。

「…………！」

　その顔を見た時の気持ちを、どう言い表したらいいだろう。

　いつも堂々としてペースを崩したところを見た事がない隆也が、顔を赤らめ切なげな表情をして美琴を見つめているのだ。目に隠しきれない情欲を宿し、耐えきれないというように舌なめずりしている。美琴の頭も両手でゆっくりと撫で回され、隆也の興奮がその表情と手に表れている気がした。

　彼の手つきで褒められていると分かった美琴は、心の最奥にある本能で悦んだ。もし美琴が犬であったなら、尻尾をちぎれんばかりに振っていただろう。

（合ってた。褒めてもらえてる）

　嬉しくなった美琴は、さらに奉仕に熱を入れた。

　けれどいかんせん初めてなので、美琴のそれはとても拙い。舌や手の動きも、ぎこちなくたまに力加減を間違える。たどたどしい奉仕に隆也は時々息を詰めながらも、ずっと美琴の頭を撫で褒めてくれていた。

「美琴、気持ちいいよ。上手だな」

　それまで黙っていた隆也が口を開き、また頭を撫でると共に言葉でも褒めてくれる。

「なるべく歯を当てないように口を大きく開いて、唇はすぼめてごらん。できるか？」

「ん……、ンッ」

　歯が当たったら痛いのかと理解し、美琴は懸命に口の奥を開く。それでも唇は懸命にすぼめて――強く吸いすぎたのか、途中で空気が入りチュバッといやらしい音を立ててしまった。

「！」

　恥ずかしくて赤面しても、隆也は笑わない。

「大丈夫だ。むしろいやらしい音を立てたほうが興奮する。目は俺の顔を見て、もっといやらしくしゃぶってみなさい」

「ン……、む、ァ……っ、ん、ちゅ、――ん、ぶ、……む、ぅっ」

　もう「ままよ」と思い、美琴は思いつく限り淫らに舌を動かし、ちゅうっ、ちゅばっとわざと音を立てて隆也の一物に吸い付いた。上目遣いに隆也を見て、これで合っているのか困った顔になりつつも、舌と口を懸命に動かす。

　彼の大きなモノを奥まで頬張っていると、息苦しさも覚える。けれどそれが逆に心地よくもあった。

　一心不乱に隆也に奉仕をしていると、不意に美琴の剥き出しのお尻が撫でられた。

「無意識か、さっきから腰が扇情的に動いてるけど、奉仕しながら感じてるのか？」

「…………ん、んン！」

　慌てて口を離し否定しようとしたが、「そのまま」と言われて大人しく隆也の亀頭を舐める。

「どうなっているか確かめてあげよう。俺のモノを咥えて濡らすほどいやらしい体をしているなら……」

（軽蔑されちゃう……！）

　ヒクッと肩に力を入れ全身を強張らせていると、濡れそぼった花弁に隆也の指が触れた。

「ああ、たっぷり濡れてる。大洪水だ。美琴はいやらしくていい子だな」

　あたかもいやらしい事がいい事であるかのように褒められ、美琴の心の奥にずぅん……と深い喜悦が走る。隆也なら何もかも肯定してくれるのでは――？　と思うと、また深い信頼が芽生えた。

「もういいよ。口が疲れただろう。ご苦労様」

　そう言って隆也は自ら腰を引き、美琴の口からちゅぽんと先端が出てしまう。目の前で反り返っている屹立は、最初の時よりもずっと太く大きくなった気がした。

「あの……私、まだ……」

「ありがとう。でも、もういいよ。美琴のお陰で我慢できなくなった」

　優しく頭を撫でられ額にキスをされると、得も言われぬ多幸感に包まれた。

　隆也は美琴を優しく押し倒し、いつの間に用意したのか避妊具を手早くつける。自身の手で太竿を何度かしごき硬度を確かめたあと、美琴の内腿を撫で先端を花弁に擦りつけてきた。

「あ……、ぁ……ん、……隆也、さん……」

　ここまで来ておいて、美琴は初めてのセックスに対する不安も抱いていた。隆也なら酷い事をしないという信頼はある。だが「初めては痛い」という情報も得ている。

　その不安がやはり通じたのか、隆也がまた頭を撫でてくれた。

「美琴、初めてだろう」

「え……っ、ど、どうして……」

「何回も愛撫していれば分かる。最初は本当に緊張していて、すぐになんて抱けなかった。今は膣な内かもほぐれているし、きっと大丈夫だと思う。それでも初めてなら多少痛むと思うが、……大丈夫か？」

「……はい」

　隆也がそう言ってくれるのなら、何だって受け入れられる気がする。

　さんざん心も体も蕩かされた美琴は、うっとりとして頷いた。

　隆也はそんな美琴を見て目を細め、ゆっくりとした動きで何度も屹立を滑らせる。そのたびに美琴の成長しきった肉芽が擦れ、全身を支配する悦楽が増してゆく。

「ん……っ、りゅ、……や、さん……っ」

　美琴も知らないうちに腰をくねらせ、早く彼の寵愛がほしいとねだる。

　やがて隆也は自身の昂ぶりに手を添え、先端を美琴の蜜口に押し当てた。くぷ……と濡れた音がした後、粘膜を引き延ばして大きな亀頭が潜り込んできた。

「あ……っ！　ぁ、……ン、んーっ」

　大きい、と思ったのは最初のうちで、あとは酷い生理痛が来たかのような疼痛に意識を持っていかれる。呼吸を止めてシーツを握ろうとすると、隆也が美琴の両手を恋人繋ぎで握ってきた。

「息を止めるな。ゆっくり吸って……吐いて。そう、できるじゃないか」

　涙を纏った目で隆也を見つめ、美琴は必死に深呼吸を繰り返す。息を吐いたタイミングで隆也が腰を進める。

　屹立はとても硬くて熱く、異物が入っているという感じが否めない。膣肉をみちみちと掻き分けてゆっくり奥を目指され、本能で美琴の蜜が滴った。蜜で滑っているものの、棒状のモノを挿入されて思わず美琴は押し出そうと下腹部に力を入れてしまう。

「っこら……っ、そんなに締めるな。力を抜きなさい」

「ん……、は……、は……っ、ぁ、は……っ」

　言われた通り懸命に体の力を抜こうとしていると、隆也が美琴の腰を掴み、ずんっと最奥まで貫いてきた。

「っはぁあ……っ、――ん、……ン……、ぁ……」

　懸命に呼吸を繰り返す美琴にキスをし、隆也はやんわりと乳房を揉んできた。マシュマロのような皮膚を掌で擦られ、彼の手の中でぷつんと乳首が隆起してゆく。直接摘ままれるでもなく掌で転がされ、疼きがこみ上げ美琴は腰を揺らした。

　すると繋がっている部分からグチュリと音がし、大きな一物を頬張った場所が濡れているのが分かる。

　隆也は美琴の額にキスをし、鼻先、頬、唇とキスの場所を移動させる。そのあと肩や腕に丁寧なキスをし、手の甲や指先まで唇を這わせた。

（……大事にされてるみたい……）

　優しいキスに気持ちがフワフワし、美琴の胸の奥が疼く。

「少し……動くぞ」

　膣内が隆也の形や大きさに慣れたあたりで、彼が告げる。もう一度美琴の頭を優しく撫でてから、隆也は屹立を激しく出し入れする事なく、奥まで埋めたままゆっくり前後させた。

「ん……っ、ぁ、あ……っ、あぁ……、ん、……ぁあ」

　グチュッグチュッと粘膜を掻き混ぜられる音がし、その音だけで興奮してくる。お腹はと言えば少し疼痛があるものの、我慢できないほどではない。体の中に隆也の一部が入っていると考えると、少し不思議だ。

　けれど今やっと自分は隆也を受け入れ、愛する事ができているのだと思うと、堪らなく嬉しかった。

（どうしたらいいんだろう……。どうやったら隆也さん、気持ち良くなってくれるのかな）

　指で感じさせられた場所に亀頭が擦れると、言いようのない感覚に襲われる。もう少しで〝何か〟を掴めそうな気がするのだが、あと少し何かが――。

　そう思っていた時、隆也が体を起こし指に美琴の蜜をまぶした。何を……と思う間もなく、たっぷりと蜜を載せた指が肉芽に触れ、クリュクリュと塗り込めてくる。

「っあぁああぁん……っ、ぃあ……っ、そ、それ……っ」

　途端、ビクビクッと体を震わせ脚を跳ね上げた美琴は、甘ったるい声を上げ思いきり隆也を締め付けた。

「っ……締ま、る」

　荒々しい吐息と共にそんな声が聞こえ、美琴の胸に悦びが広がっていく。

　その後もしばらく繋がって小さく動いたまま、隆也に肉芽を弄られ美琴ばかりが感じてしまった。

「――っ、りゅ、や、……っさんっ、も、感じて……っ」

　陰核での絶頂を覚えさせられた美琴は、涙を浮かべた目で隆也に乞う。

「わ……っ、たし、だけ、感じ、るの……っ、やぁっ、なのぉ……っ」

　身も心もグズグズに蕩け、美琴は隆也にも同じぐらい感じてほしいとねだり、腰を揺すり立てる。

「俺はとっくに気持ちいい。どうしてそう思う？」

　はぁ……と息を吐き、隆也が触れるだけのキスをした。

「だって……、普通、もっと動く……もの、なんじゃない、ですか……っ？」

　知り合いから聞いた話では、ベッドが軋むほど動くとか、激しくされて腰が痛くなったなど耳にする。興味本位で見てみたアダルト動画でも、やはり激しく動いていた。

「〝誰か〟からそう聞いたか？　動画でも見た？」

　クス、と隆也が笑い、美琴はすべてを見透かされカァーッと赤面していく。その反応だけですべてを理解されたらしい。隆也は美琴の頭を撫でて、言葉を続ける。

「美琴は初めてだろう。自画自賛のようでアレだが、俺も人よりサイズが大きめだと思う。慣れていない場所に強引に突っ込んで動いたら、美琴の体が傷ついて大変な事になるだろう？　俺は美琴を相手にそういう抱き方をしたくない。大切な相手とセックスをするっていうのは、誰かに向かってパフォーマンスをするのとも、男の征服欲を満たすのとも、まったく違う。そこに派手さなんて必要ない」

「…………」

　思いの外自分が大切にされていると知り、美琴は目をまん丸にしたまま固まってしまう。

　いまだかつて、自分にこんな優しい対応をしてくれた男性がいただろうか？

（……初めてが隆也さんで良かった……）

　じわぁ、と温かいものが心の中に溢れ、涙が滲んで零れる。

「隆也さんは……、本当に気持ちいいんですか？　すみません、私……何も分からなくて」

　尋ねたあと、ぐちゅ……と子宮口を押し上げられ、美琴は切なく吐息を漏らす。

「美琴は分かっていないかもしれないけど、とても中が締まって、達くたびにきつくうねって、最高に気持ちいい。俺は入れているだけでも正直気持ちいいから、あまり余計な事を気にしなくていい」

　また優しく頭を撫でられたあと、隆也が覆い被さりキスをしてきた。

「ん……っ、ぅ」

　ちゅ、ちゅと何度か唇を食まれたあと、美琴は隆也が欲しくて堪らず自ら舌を伸ばす。すぐに応えてくれた隆也はねっとりと舌を絡め、同時にいやらしく腰を動かして美琴を穿ってくる。

「あ……っ、ぁ、……っふ、ぁ、――んン……っ、ぁ」

　美琴は隆也の首に両腕を回して抱き寄せ、懸命に彼の唇に吸い付いた。

　隆也も美琴を抱き締めたまま、腰で円を描くようにして、彼女の弱い場所を刺激し続ける。やがて、隆也の下腹部に肉芽を擦られているからか、美琴の体内で淫悦が蓄積し、決壊しようとしていた。

「んーっ、ン、ぅ、うーっ」

　押し寄せる悦楽に恐怖を覚え、美琴はキスをされたまま首を振り隆也に助けを求める。

　だが隆也は決してキスをやめず、今までよりも強く腰を押しつけ始めた。

「んぅぅっ、ン、んぅ、んーっ、ン……っ、っっ――――っ！」

　勃起した肉芽をコリュコリュと押し潰され、柔らかくほぐれた膣内も硬い亀頭でトントンと押し上げられ、崩落の時が訪れようとしている。

　美琴は本能で喘ぎ声を上げたがり、首を振ってキスをやめようとした。けれど隆也は決してキスをやめず、美琴はくぐもった嬌声を上げ続け、隆也の背中に爪を立てる。両足はシーツの上を何度も滑り、キュウッとつま先が閉じては足に力が入り、腰を浮き上げる。

　隆也の腰使いは徐々に激しくなり、グチュグチュと絶え間なくいやらしい水音が耳に入り込む。

「んンぅっ、んンーっ、んぅ、ン、ん、んンーっ!!」

　浮き上がった美琴の腰にズンズンと隆也の腰が叩き込まれ、感じる部分をひたすらに擦り、いじめ抜く。興奮して可哀想なぐらい腫れ上がった陰核は、隆也の下腹に擦れて美琴の脳髄に体が痙攣するほどの快楽を教え込んでいた。

（おかしくなる……っ、おかしくなっちゃう……っ）

　息継ぎの瞬間も惜しいと言わんばかりに、濃厚なキスが続いて酸欠になりそうだ。

　美琴はすでに絶頂して子宮をピクピクと痙攣させているというのに、隆也はさらにその上にあるもっと激しい絶頂を味わわせようとしていた。

（こわい……っ、こわい、なんか――――来ちゃう……っ）

「んんんンんんンんんーっ!!　――――ン、…………く、……ふ、……っ」

　一際大きな波が押し寄せたかと思うと、頭の中が真っ白になる。

　体が大げさなほど震え、膣肉が隆也を食い千切らんほどに締め付けた。鼓動がバカのように速くなり、汗が噴き出てくる。

　来ては駄目と思っている波の際で懸命に頑張っていたが、隆也に最奥を亀頭でグリグリと押し上げられ、あっけなく意識が飛んだ。

「ンン、……っ、ン…………」

　体が魂ごとフワッと浮き上がったように感じ、そのまま現実ではないどこかを彷徨う。かと思えばずんっずんっと更に突き上げられ、美琴は天国から快楽地獄に引きずり落とされた。

「んーっ!!　ンん、んぅーっ!!」

　またしても美琴は隆也の舌をきつく吸い、激しく全身を痙攣させる。その締め付けで隆也も達したのか、膣内で彼の屹立がビクンビクンと脈動した。

「っく、――――う、……ぁあ……っ」

　隆也が歯を食いしばってうなり、仕上げと言わんばかりに更に二、三回美琴を突き上げる。

　ふんわりと蕩けた膣肉に包まれ、隆也の一物がビクビクと跳ねているのが分かった。

（隆也さん……。達ってる……。やらし……）

「あぁ……、ア…………ぁ、…………ん、あぁ……」

　舌を出し蕩けた顔をする美琴の上で、隆也は苦しげに眉根を寄せ、歯を食いしばっては唇を舐める。まるで肉食獣のようにギラついた目で美琴を見下ろし、視線だけで彼女を支配していた。荒々しい呼吸音と美琴の肌に滴る汗がやけに生々しく、彼もまた絶頂したのだと知らしめる。

（達って……くれた……）

　あの隆也が、与えてばかりで何もさせてくれなかった隆也が、とうとう自分の体を抱いて中で達してくれた。

　深い随喜を味わった美琴は「もうこのまま死んでもいいかもしれない」とまで思い、フゥ……ッと意識を手放した。

　

　泊まっている部屋は、ラブホテルではなく高級そうなシティホテルの一室だ。

　それも普通のツインルームではなくスイートルームだ。一泊するのにこんなに部屋数はいらないと思うのに、隆也はどうやら顔パスというかあらかじめいつでも使えるような契約をしているようだ。

　いつの間にかベッドで眠ってしまっていた美琴は、ふ……と覚醒し身じろぎをする。

「……気が付いたか？」

　ベッドルームの照明は落ちていて、別の部屋の間接照明でぼんやりと明るい。隆也の顔も薄らと分かる。

「は……、ン、んん」

　返事をしようとして声が掠れているのに気付き、咳払いをする。

「起きられるか、水を飲むといい」

　言われてモソモソと起き上がろうとすると、腰が重い。痛みはないものの、まだ体中が気だるい。枕を背にすると隆也も起き上がり、ベッドサイドにあるペットボトルの水を渡してくれた。

「ありがとうございます……」

　隆也はわざわざキャップを開けてくれ、その紳士ぶりがむず痒い。コクコクと喉を鳴らして水を飲むと、火照った体が少し落ち着いた気がした。

「今……何時ですか？」

「まだ深夜過ぎだと思う。一晩中してもいいけど、どうだ？」

　薄闇の中、隆也がニヤッと意地悪に笑ったような気がする。赤面した美琴は慌ててかぶりを振った。思い出すも恥ずかしい自分の乱れっぷりが脳裏に蘇り、腰さえしっかり立つならこの場から遁走したくなるほどだ。

「い、いえ……っ、そ、それはまたの機会に……」

「ふぅん？　じゃあ、『次』にな？」

　隆也は美琴の手から飲み終わったペットボトルを取り上げ、キャップをしてベッドサイドに置く。それから抱き締められたかと思うと、モフリと布団を被って一緒に寝る事になった。

「またデートをしよう。『次』からもう遠慮はしないで抱くから」

　隆也から直接的な欲を向けられ、心の中にいる牝の部分が喜んだ。

「はい……」

　小さな声で返事をすると、ポンポンと背中を撫でられこれから眠りに就くのだと理解する。

（『次』もあるんだ……。嬉しい……）

　隆也からはいい香りがする。男性が使う香水のようだが、男らしく妖艶さもある隆也の印象にとても似合っている。ほんのりと香るラストノートをそっと吸い込み、美琴は目を閉じた。

（この人、最初に会った頃はとても支配的でＳ側の人だと思ったけど、私が演じていたなんちゃってＳとは全然違う。辛い思いなんてしていないし、痛い事も勿論しない。ただ甘やかされて、全部隆也さんに身を捧げたくなる）

　自分のような張りぼてではない、隆也こそが本当の支配階級の『与える者』なのだと思う。彼こそが、『本物』なのだ。

（えらい人と付き合う事になっちゃったな……）

　そう思うけれど、隆也に欠点など見当たらず、何を「嫌」と思う事もない。ただ心配なのは、自分が隆也の恋人のふりをして会長を騙している事だ。

（バレたら……クビになるのかな。隆也さんが守ってくれるだろうか。……いや、甘い事考えたら駄目だ……）

　ウトウトとしながら、現実を考えてしまう。

　社内の女性誰もが憧れる隆也の腕の中にいながら、美琴は自分がどこに心を預けたらいいのか分からず、細く息をついた。

（隆也さんは恋人とか大切にするとか言ってくれているけど、何もかも恋人のふ、り、前提に決まってる。……彼の本当の気持ちは、どこにあるのかな……）

　不透明な、終わりの見えない関係に溜め息をついた美琴は、今はもう何も考えずに眠る事にした。






第四章　現実を思い知らされる時








　初めてのセックスデートのあと、隆也は少しずつ本性と言えるものを見せてきた。

　デートを重ねる最初のうちは、普通に抱かれて終わりだった。けれど隆也は徐々にセックスのエッセンスになる小道具を用いてくるようになる。

　最初は、ベビードールを着てほしいというところから始まったと思う。隆也に贈られた下着をつける事に抵抗のない美琴は、ベビードールを着てのプレイに応じた。

　やがてそれはいわゆるセクシーランジェリーと呼ばれる物に変わり、上は布地から乳首が覗く卑猥な物、または乳房をフリルのみで三角形に包む物となった。下はもちろん秘部がパクリと開いているオープンクロッチショーツで、恥ずかしいながらもやはり美琴は受け入れた。

　いやらしい下着をつけたままでのセックスは、自分でも異様なほど高まったと思う。

　会社帰りに、ストッキングをビリビリに破かれて交わった事もある。それもやけに興奮した。

　コスプレ……という格好も初めてした。知識としてキャラクターの姿を真似るのが趣味だという人がいるのは知っている。けれど美琴が着たメイドやピンク色のナース服は、胸の部分に穴が開き、明らかに行為をするための物だった。

　あまりに変態チックで最初は恥ずかしくて堪らなかったが、隆也に「いやらしくて興奮する」と言われると嬉しくなり、衣装を着たまま奔放に腰を振ってしまう。

　やがてピンクローターやバイブなどの淫具も使われた。

　最初こそ怖くて堪らなかったが、隆也はもちろん無理強いはしないし、美琴が「痛い、怖い」と言う事はしない。「ちょっと震えるだけだ」とピンクローターを肌の上に乗せられ、「これなら……」と受け入れたのが始まりだ。

　乳首に押しつけられ、四つ這いになった背中から腰をローターが転がり、軽く秘部に押しつけるところから始め、徐々に慣らされていく。陰核にローターを押しつけられて達するのに慣れると、今度はバイブを覚えさせられる。

　最終的には激しく震えるアナルプラグとバイブに苛まれ、陰核と両乳首にもローターをつけられたまま、頭を振りたくって隆也に奉仕した。

　そのうち出勤するにもいつもの服の下にいやらしい下着をつけたり、二人でデートをしたり食事をするのに、バイブを仕込まれる事も増える。

　十一月が終わる頃には、美琴はすっかりいやらしい体に開発されてしまっていた。

　勤めていたＳＭクラブを辞めた頃は、残してきたＭ男たちはどうしているか、気に掛かって仕方がなかった。

　けれど今は――正直「もう足を洗った世界なのだから、忘れないと」と思っている。

　寝ても覚めても頭の中は隆也の事ばかりだ。隆也の事を考えると幸せになるし、他の事に煩わされたくない。仕事中もランチタイムに隆也と会うために、無心で数字と格闘した。

　美琴は隆也がプレゼントしてくれる服やアクセサリー、化粧品などにあまり興味を持たない。その代わり極上の男に愛され、また心も体も蕩けるほど気持ちいい思いをし、すっかり彼に夢中になっていた。

　

　隠れた交際は隆也が会長を安心させられるまで、もしくは隆也が本気で誰かと付き合い始める、または結婚するまで続くのかと思っていた。

　昼間、隆也は社長兼ＣＥＯとして出張などもあり、忙しく働いている。また美琴も経理部で淡々と数字に向き合っていた。お互いまったく別の世界の存在として過ごし、仕事が終わると地下駐車場で落ち合い、平日は送ってもらい、週末はお泊まりをする。

　美琴は心のどこかで、約一か月後のクリスマスや年越しに期待していた。

　まだ隆也は本当の交際相手の事を口にせず、このままなら美琴と過ごしてくれそうな気配がしていたからだ。

　ホワホワと幸せな気持ちで毎日を過ごしていたが――。

「まりあ？」

　隆也と一緒に銀座のレストランから出て来た時、そ、の、名、前、で呼ばれて美琴はギクッと立ち止まった。隆也も、もちろん美琴の源氏名を知っているので、目を眇めて振り向く。

　そこには巻いた茶髪に白いコート、ボディラインを出したミニワンピースにハイヒールという姿の女性がいる。美琴が以前、夜に馴染むために変装していた姿と同種類の服装だ。

「ミユさん……」

　思わず呟いた名前は、同じ店で働いていたＭ嬢だ。相手の本名など知らない。きっと向こうもそうだろう。お互い店で客の情報を交換し、プライベートにはそれほど興味を持たない。中には友達づきあいをしている嬢もいただろうが、美琴は他の嬢たちとはドライな付き合い方をしていた。

「久しぶりだねぇ～。一か月くらい見ないうちに、雰囲気変わったね？　前はホントに夜に働いてる感じだったのに、今はいい所のお嬢さんみたい。隣の……彼氏？　も高身長イケメンで……。ねぇ、どうしたの？　いきなり店辞めたじゃない。どこでこんなイケメン見つけたの？　結婚するの？　彼ってまりあが何をしてたか知ってるの？」

　矢継ぎ早に言われ、美琴は何と言葉を返したらいいか分からない。隆也はすべてを知っているが、彼との経いき緯さつをミユに説明する義理もない。

　黙っていると、ミユは二人が出てきた星つきレストランが入っているビルを見て、したり顔になる。そして声を潜めると美琴に顔を寄せ、けれど隆也に聞こえる音量で言葉を続けた。

「ねぇ。私、噂で聞いたんだけど、まりあって馬狩さんにとんでもない額の借金してたんだって？　別にそれはいいんだけどさ、店を辞めたっぽい事とそんないかにもリッチっぽい男と一緒にいるってことは……。もしかしてその人に買われたとか？」

　キャハハ……ッという笑い声に、美琴は体を強張らせ俯く。

「売れっ子女王様だったのに、奴隷に早変わりじゃない。店を辞めたって、結局今度はその人に股開いて金返してるんでしょ？　まりあって昼間もお堅いところで働いてるっぽかったけど、結局店を辞めてもやること同じだよねぇ～」

　キャハハと笑う声は、聞き慣れたはずだった。それなのに今は耐えがたいほど耳障りなのはどうしてだろう。――そう、同じ場所で働いていた仲、間、だったはずなのに。

　黙る美琴の代わりに、隆也が口を開いた。

「口を挟むようで失礼だが、俺は彼女がどこで働いていたか知っていて、その上で付き合っている。今は君の方こそ彼女と歩む道が違っているはずだ。店を辞めるという門出を祝うならともかく、心配するふりをして貶めるとはいい根性だな？　本性がよく表れている」

　隆也の言葉に、ミユが顔を引き攣らせる。

　同時に美琴も、今まで見なかった隆也の圧、に驚いていた。今まで隆也から支配的、命令するのに慣れているという雰囲気を感じていても、誰かをねじ伏せるような言動を聞いた事はなかった。

　人付き合いが上手で、やんわりとお願いをして相手に引き受けさせるのが上手な人だとは思っていた。それが今、隆也は明らかな敵意をミユに向け、見る者を凍らせるような目で睥睨している。

「な……っ」

　ミユが口ごもった隙に、隆也は美琴の肩を抱いて歩き出した。すぐ目の前には運転手が車を寄せて待っている。

「何よ！　あんただってまりあを金で好きにしてる変態の癖に！」

　後ろから甲高い声が聞こえたが、隆也に車の中に押し込まれ、彼女の顔を見る事はできなかった。

「出してくれ」

　運転手に隆也が告げ、車が走り出す。

　美味しいフレンチをご馳走になって幸せな気持ちだったのに、一気に現実を見せつけられた。美琴は何も言えず、窓の方を向いたまま押し黙る。

「気にするな。嫉妬しているだけだ」

「……はい」

　隆也の言葉の通りだろう。けれど「女王様が奴隷になった」と言われた挙げ句、「やっている事は変わらない」と指摘され、心の奥底がジクジクと痛んでいた。

　隆也に愛されて幸せな心地になっていた気分も、この一か月積み上げた二人の時間も、何もかも否定され、踏みにじられた気持ちになるのだった。

　

　週末にそんな事件はあったが、月曜日からまた平日が始まるのだと思っていた。

　クリスマスや年末年始を前に外食産業が忙しくなり、経理でも四半期決算の準備など、仕事に追われる事になる。あの心の痛みは仕事に紛れさせて忘れようと思っていたのだが――。

「ねぇ、みこっちゃん先週の週末、社長と一緒に銀座にいたって本当？」

「!?」

　田中に話しかけられ、その内容に心臓が飛び出るかと思った。

　驚いた顔をした事で、田中は噂が本当なのだと悟ったようだ。少し軽薄そうに見えるが、田中は人の反応に敏感なところがある。

「ど、どうしてそんな噂があるんですか？　私は……」

「いや、別部署の子がね、デートで銀座に行ったんだって。そしたら何か騒ぎがあってチラッと見たら、イケメンと美女のカップルに、お水っぽい女の子が絡んでるみたいじゃない。修羅場だーって思ったら、そのイケメンってばうちの社長じゃん！　って気づいたらしくて、隣にいる彼女は誰!?　ってよく見たらどうもみこっちゃんに似てる……っていう話になったんだけど。ははぁーん……、ホントだったんだぁ？　で、みこっちゃんの普段のこの姿は仮で、本当はすっごい美女……と」

　そう言って田中はヒョイッと美琴の眼鏡を取ってしまった。

「あ……っ」

　返して欲しいと手を伸ばすが、田中は眼鏡を持った手を遠ざけ、しげしげと美琴の顔を見る。

「前々から肌はすっごい綺麗だと思ってたんだよねぇ。で、目もぱっちりしてて二重でしょ？　ちゃんとメイクしたら化けるんじゃない？」

　憚らない田中の声に、経理部の中の男性社員が「どれどれ」と興味本位に寄ってくる。中には「佐久間さん、最近綺麗になったもんなぁ」と言う声もある。女性社員の中からは、「本当は綺麗なのに、なんでそういう雰囲気出してるの？　わざと？」と囁き合っている声も聞こえる。

　――まずい。

　嫌な汗を掻きなんとか誤魔化そうとした時、幸いにも始業となった。

　いつも以上に無駄口を叩かず、不安を拭うために仕事に打ち込み、昼時になるとそそくさと席を立ってひとまず化粧室に向かった。

　こんな状況で隆也に会いに行けば、噂を加速させる事になりかねない。化粧室でメッセージアプリを使い、隆也に事情を話して今日は別々にランチを取ろうと提案しようと思ったのだ。

　だが化粧室に至る前に、別の部署の女性社員が美琴の前に立ちはだかった。いずれもきちんとメイクや髪型に気を配っている、綺麗な女性だ。

（もしかして……）

　嫌な予感を覚えて固まっていると、リーダー格らしい女性が美琴を頭のてっぺんからつま先までジロリと見て口を開いた。

「あなたが宇崎社長と付き合っているっていう噂の佐久間さん？」

　あからさまに見下した視線に、美琴は何と言っていいか分からず沈黙を返す。周囲から好奇の目で見られ、これでは晒し者だ。

「……付き合っていません。社長の事を個人的になんて存じ上げません」

　美琴は目立つのが嫌いだ。女王様時代に客から嫌というほど求められ、人に見られるのに疲れていた。

　自分の顔の造作がどの程度なのか、メイクをすれば人にどのように見られるかも、何となく理解している。社会人になって最初のうちは普通にメイクをしていて、男性に声を掛けられる面倒臭さを嫌というほど味わった。

　なので今の地味な格好は武装であり、ある意味お守りなのだ。

「へぇ？　でもこの子はあなたが社長と一緒にいるのを見たって言ってるんだけど」

　女性に言われて存在を誇示したのは、可愛い系の……けれどどこかあざとそうな若い女性社員だ。その女性はどこか甘ったれた、ねっとりとした声で言う。

「私ぃ、別の会社の管理職の彼と銀座デートしてたんですがぁ、その時に修羅場を見ちゃったんですよねぇ。その中にイケメンがいるじゃないですかぁ、すぐに就任したばかりのうちの社長だって分かってぇ。その隣にいる女の人はいかにもお金の掛かってそうな格好をしてたんですよねぇ。ケバくないけどシンプルで上品な服を着てぇ、髪も緩く巻いて……眼鏡はかけてなかったんですけどぉ、胸の大きさとか身長とか、ちょうど経理の佐久間さんに似てるなぁーって」

「……他人のそら似かもしれませんし」

　引き下がると、若い女性社員はニタァ……と笑う。

「私ぃ、人間観察が趣味なんですよぉ。完璧にメイクして着飾った人のすっぴんや体型を想像するのが好きですしぃ、その逆も好きなんですよぉ。佐久間さんって経理の関係で、他部署にもたまに顔を出すじゃないですかぁ。その時見かけていて、『あぁ、この人は磨いたら凄い美人になる人だなぁ』って思ってたんですよぉ。イメージしていたのとカッチリ当てはまった姿が、先日の銀座にいた美女なんですぅ」

「この子の見抜く目って結構凄いんだよね。だから間違いないと思うんだけど」

　美琴は四人に囲まれていて、ランチバッグを抱えたまま視線を伏せていた。傍から見れば完璧にいじめに遭っている図かもしれない。

（何とか切り抜けて、隆也さんに連絡をしないと）

　それでも心の中はまだ少し冷静を保っており、美琴は「昼休みがなくなりますので、食事をとらせてください」と会釈をし、通り過ぎようとした。だが――。

「あっ、ごっめーん」

「！」

　足を引っかけられ、美琴は無様に転倒する。

　周りから「あーあー」という男性社員の声が聞こえ、恥ずかしさとみっともなさに顔が熱くなる。ランチバッグも床に叩きつけられ、おかずが寄ってしまっているか、最悪汁漏れしたかもしれない。

「ねー、逃げようとするっていう事は、何かやましい事でもしてるんじゃないの？　結構な隠れ巨乳っぽいし、その体で社長をたらし込んだとか？」

　別の女性が美琴の前に立ち、ランチバッグをハイヒールで踏む。ヒールが何かにめり込んだのは、おにぎりだろうか。

（どうしよう……。どうしたら……）

　その時「何をしている！」という凛とした声が、淀みきった空気を切り裂いた。

（え……）

　顔を上げると、ここにいるはずのない、いてはいけない人がツカツカとやって来るところだ。今日も一分の隙もない完璧なスーツ姿で、髪も整えられ顔は何度見ても溜め息が出るほど格好いい。

「社長！」

　噂の元凶が現れ、いよいよ面白くなると思ったのか廊下に人が集まり出す。

「大丈夫か？」

「あ、ありがとうございます……」

　手を差し出されて起き上がると、ストッキングの膝が伝線していた。それを見て隆也は僅かに顔をしかめ、美琴のランチバッグを拾い上げる。彼女のおにぎりを踏んでいた女性は、隆也に睨まれ仲間たちの陰に隠れた。

　隆也が何を言うか期待している者たちを睥睨し、彼はハァと溜め息をついた。一度美琴を見てから、口を開く。

「俺たちは付き合っている。だが互いの仕事に影響が出ないように、だ。何か問題があるだろうか？　仕事を終えた後や週末に俺たちが何をしていようが、君たちに関係があると思えないが」

　ぐうの音も出ない正論を言われ、美琴を責めていた女性たちが悔しげな表情になる。

「ちょ……っ、社長！」

　けれど焦ったのは美琴だ。あれだけ目立ちたくない、秘密にしておきたいと思ったのに、隆也は躊躇いもせずバラしてしまった。

「こんな事になってまで無理に隠すほうが不自然だろう。俺たちは会長公認の付き合いだと言っておいた方が、君のためになり、周りのためにもなるんじゃないか？」

　会長公認という言葉が出て、全員がざわついた。

　地味な美琴しか知らない経理の面々は「嘘だろ？」と言い、勝手に隆也に片思いをしていただろう他部署の女性社員は、顔を覆って泣き始めた。

「これを機に言っておくが、今後二度とこんな馬鹿な騒ぎは起こさないように。佐久間さん本人が俺に不平を言わなくても、周りに目を光らせる者がいるのを忘れるな。色恋が原因で社員に罰を与える事はしたくない。だが社内を乱す行為をした者は、厳重に注意するからな。社会人になってまで、陰口や陰湿ないじめなどする事のないように」

　ビシッと釘を刺し、隆也は美琴に「行こう」と促す。

　もうこうなっては何も誤魔化せないと思った美琴は、ペコッと頭を下げて隆也の後をついて行った。

　その日の夜、週末でもないのに美琴は隆也のマンションに連れ込まれた。

　大人しくソファに座っているように言われ、隆也が慣れた手つきで料理をするのを見守る。手伝おうとしても「座っていなさい」と言われ、何もさせてもらえない。

　どことなく、その〝何もさせてもらえない〟というのが自分への罰のような気がした。

　ダイニングテーブルに出された食事は、高級肉のステーキに、ほうれん草のソテーや人参のグラッセなどの添え物、味噌汁に炊きたての白米だ。

（何でもできるんだな……）

　二人で「いただきます」を言って夕食にし、やはり片付けも隆也がしてしまう。

　美琴だけにカタラーナが出され、冷たい甘さに表情を緩めていた時、それまでムッツリと黙っていた隆也が口を開いた。

「なぜ『付き合っていない』なんて嘘をついた？」

　ミネラルウォーターを飲んでいた隆也に見つめられ、美琴は「う……」と固まる。

「……隆也さんにご迷惑が掛かると思いましたし、隆也さんとお付き合いしている事で目立ちたくなかったんです」

　それは本当だし、以前から隆也に伝えていた。けれど本音は少し別のところにある。

　先日銀座で会った元同僚に言われた言葉が、存外響いているのだ。自分のような買われた女は、所詮隆也に似合わないという自虐心が芽生え、チクチクと美琴を苛んでいた。

「ふぅん……」

　隆也は不機嫌そうに返事をし、隣から美琴を凝視してくる。痛いまでの視線を堪え、美琴は必死にカタラーナの続きを食べて誤魔化す事にした。

　隆也の前では言葉や感じた事を何も隠さないよう仕込まれたはずなのに、この事だけは最後まで隠しておきたいと思ってしまう。

　付き合っている人に借金をしているという、他人に言えない関係なのに、浮かれて本当の恋人のように思ってしまっていたのが恥ずかしい。

（隆也さんが私を何回も抱いたのも、大切に扱ってくれたのも、隆也さんがいい人だからだ。本当は他に好きな人とか婚約者がいるかもしれないのに、借金の肩代わりをした私を哀れに思って、気を遣わせないように優しくしてくれたに過ぎない）

　そう思えば思うほど、隆也という存在の懐の広さに感謝し、コバンザメのようにくっついているしかできない自分が情けなくて堪らない。せめて迷惑を掛けないように会社では大人しくしていようと思ったが、それも今日で終わってしまった。

「美琴はまだ俺に遠慮をしているんだな。俺はすっかり打ち解けて恋人になれたと思っていたのに。……爺さんも美琴を気に入っていたのにな」

　グラスの水の残りを飲み干した隆也が、少しぞんざいな口調で言う。

　彼の期待に応えられなかったと胸の奥がヒヤリとしたが、自分のような存在が隆也と対等な恋人になれるなど、端ハナから思っていない。

「理由は、それだけか？」

　短く尋ねられ強い目でジッと見つめられても、美琴は俯いたまま頷くしかできない。

　他に理由はないかと言われても、こんな醜い卑下の感情は絶対に隆也に知られたくない。美琴にだってプライドがある。

「……そうか」

　呟いて短い溜め息をつき、隆也は「それを食べたら送る」と逢瀬の終わりを告げた。

　

「この部屋、どう思う？」

　帰る直前に隆也は美琴にマンションの一室を見せる。

　その部屋は今まで空き部屋だったが、今は明らかに女性用と思える鏡台やアンティークの可愛いデスクなどが置かれてあった。ベッドはマットレスが剥き出しのままだが、クイーンサイズでやはり高級そうだ。

「どう……って……」

　――嫌な予感がする。

「女性と同居するに当たって、好みそうなインテリアだと思うか？」

「――――」

　また胸の奥がヒヤッとした。氷のように冷たい手で心臓を握られた気がする。

（やっぱり隆也さんには相手がいるんだ。私も……そろそろ飽きられて、この恋人ごっこも終わりになる……）

　覚悟していたけれど、思いの外きつい。

「……素敵、だと思います。カーテンやベッドカバーなどは、その方の好きな柄を選ばれたほうがいいと思います」

「そうか」

　感情を押し殺した声で事務的に答えると、隆也はそれだけ返事をして「送る」と玄関に向かった。

　

　いつものように賃貸マンションの入り口まで車で送ってもらい、車を降りようとすると「キスは？」と尋ねられる。「そんな気分ではないのに……」と思いつつも、美琴は躾けられた通り隆也の首に腕を回して自分からキスをする。

「ん……、ふ、……ぁ、あ……」

　静かで暗い車内に、ピチャピチャと舌を絡める音と美琴の切ない吐息が響く。

　やがて隆也に後頭部を撫でられた。それはキスを終える合図だ。

「……おやすみなさい」

　大人しくキスをやめ、美琴は車のドアを開いてペコリと頭を下げる。ドアを閉め、隆也の車が通りの角を曲がるまで見送ると、溜め息をついて帰宅する事にした。

「……嫌われた。怒られた。……それに、もう終わりなんだ」

　玄関のドアの内側で、美琴はズルズルとしゃがみ込む。両手で顔を覆い、次から次に溢れる涙を手で拭う。

　――分かっている。

　――もうとっくのとうに、自分は隆也に深く惚れ込んでいた。

　――釣り合うはずがないと思いつつも、万が一の可能性を信じて夢を見すぎてしまったのだ。

「……っ、バカみたい……っ」

　冷たいドアに顔を押しつけ、美琴は泣きじゃくる。

　好きなだけ泣いて――、ノロノロと着替えてシャワーを浴び、それでも明日からいつものように隆也と接しないと、と思う。

　借金を肩代わりしてもらった以上、自分は最後まで隆也の『恋人役』を果たさなければいけないから――。

　しかしその後、隆也はパタリと美琴に連絡をしなくなった。

　会社にも現れず、ランチの誘いも勿論ない。

　いつも二人でランチをとっていた会議室にも現れず、彼のマンションまで足を運んでも、その窓に明かりがつく日はなかった。

　

「ねぇ、みこっちゃん。最近顔色悪くない？」

　いつも通り出勤し、隆也と付き合っていると知っても態度を変えない田中の声を聞く。

「……そんな事ありませんよ」

　返事をした声は幽霊のように小さく掠れている。田中に指摘された通り、このところ禄に食事をしておらず、夜も眠れていなかった。

　オフィスを歩いていても、最近隆也と一緒にいない事を指摘され、「捨てられた」という声がチラホラ聞こえる。

　けれど今まで美琴が誰にも積極的に関わらなかったのが災いし、隆也が今どこで何をしていると誰かが教えてくれる事もない。「大丈夫？」と心配してくれる友達も作らなかったし、上司にプライベートを相談する事もなかった。

　平時通りに動くオフィスの中で、美琴は誰よりも深い孤独を味わっていた。






第五章　「待て」のご褒美～ご主人様の独白








　隆也と会えず、連絡すらない状態で一週間が経った。

　美琴は生気が抜けた状態で出社し、なんとか仕事をしてフラリと帰宅する。毎晩自分の何が隆也を遠ざけてしまったのか考えては深く反省し、泣きじゃくる。

　そして八日目の夜、スマホに『宇崎隆也』という名前で電話が掛かってきた。

「っ！　隆也さん!?」

　ベッドに横たわり茫然自失としていた美琴は、ガバッと跳ね起き震える手でスマホを握る。覚悟を決めたあと画面をスワイプすると、「はい、もしもし、佐久間です」と電話に出た。

『もしもし、美琴か？』

　ずっと聞きたかった声を耳にし、美琴の目にブワァッと熱い涙がこみ上げる。

　気が付くと美琴は嗚咽を必死に殺し、隆也をなじっていた。

「ど、どこに……っ、行っていたんですか！　れ、連絡をくれたっていいでしょう！　私がどれだけ……っ、……ぅー……、う、……っ、うぅっ」

　しばらく美琴は泣き続けた。隆也は『心配させたな』と労ってくれ、側に彼がいてポンポンと頭を撫でてくれているような気がする。

『急な出張でいまニューヨークにいる。トラブルも何とか対応できたから、帰る目処も立った』

「じゃあ、あと数日で帰りますか？」

　美琴は涙に濡れた目で、見えない隆也に期待する。また彼に会えるのを想像するだけで、嬉しくてまた涙が滲んだ。

『あー……。あと一週間ぐらいはかかるかな。大人しく待っていられるか？』

　あと一週間かかるとしても、隆也がちゃんと帰って来てくれるなら、美琴はいつまでも待っていられる。

「勿論です！　いい子で待ってますよ！」

　自ら〝主人を待ち侘びる犬〟のような事を言ってしまったが、嬉しさのあまり恥ずかしさも感じない。

『良かった。やっぱり美琴はちゃんと待てるいい子だな』

　また頭を撫でられた気がして、美琴はベッドの上で正座をしたまま腰を揺らす。本当に自分に尻尾が生えているような気分だ。

「ん……。はい」

　安堵からか、美琴はすっかり甘え声になっている。隆也も彼女の声の変化に気付いたのか、電話の向こうでクスリと笑った。

『美琴？　そんなに嬉しいか？』

「はい」

　もう自分がグズグズ悩んでいた事などどこかに飛んでいき、今は隆也と話せている幸福に満たされている。

『じゃあ、ちゃんと待てたご褒美に〝いい子、いい子〟してあげよう。直接撫でる事はできないけど、目を閉じて想像してごらん』

「……はい」

　ベッドの上に仰向けになり、満ち足りた気持ちで美琴は目を閉じる。

『美琴の頭を撫でているよ。優しく、何回も』

　耳元でそう言われると、本当に頭に彼の大きな手の感触がある気がした。

「もっと……撫でてください」

　胸の奥がポカポカと温かい。甘えると隆也も電話口で小さく笑う。

『あまりご褒美をあげすぎると、意味がなくなるじゃないか。ん？　ほら、いま俺は美琴の顎に手を掛けて目を見つめているよ』

　ズグン……と下腹が疼く。

　隆也はいつも美琴の顎に手をやる時、指先で顎の下をくすぐってくるのだ。仔猫にでもするような仕草を思い出し、胸の奥が甘酸っぱい感情に支配される。

（あぁ、隆也さんに抱かれたい。彼の匂いを思いっきり嗅いで抱き締めて、頬ずりしたい。彼が許してくれるなら、どんな淫らな姿になってもいいから、ご奉仕したい）

　とろぉ……と胸の奥に欲望が滴る。

　美琴は深く呼吸をし、自分の胸に手を這わせていた。部屋着の裾から手を入れてブラジャーを押し上げ、直に乳房を揉む。指先で乳暈をクルリとなぞり、小さく勃起したそこを摘まんで、先端をカリカリと引っ掻いた。

「……あぁ……」

　美琴は無意識に隆也の声を聞きながら自慰をし始めていた。けれどその空気の変化を悟ったのか、笑った声で隆也が指摘してくる。

『美琴？　まさか俺の声を聞いてオナニーをしていないよな？』

「っ！」

　ビクッとして美琴は手を引っ込めた。部屋の中に隆也がいるような気がして、思わずキョロキョロと室内を見回す。

「し、してません……」

『本当か？　言っておくが、俺が帰るまで一人で満足するのは禁止だからな？　合鍵を渡してある俺のマンションに入ってもいいけど、美琴用に買ったオモチャで一人遊びをするのも禁止。美琴は俺の目の前だけでしか感じてはいけない。いいな？』

　言葉だけでも支配され、美琴の胸に深い悦びが生まれる。

「……はい。ちゃんと約束を守ります。でもその代わり、ちゃんと無事に帰ってきてくださいね？　それで、帰国して落ち着いたらでいいので、連絡をくれたら嬉しいです。そうしたらすぐマンションまで飛んで行きますから！」

　我ながら本当に、躾の行き届いた犬のようだ。

　呆れて笑ってしまうぐらいなのに、これほどまでに隆也に惹かれているのが心地よくて堪らない。思わず涙ぐむほど、美琴は安堵しきっていた。

『分かった。美琴はちゃんと待ってくれていると信じている。俺も帰ったらすぐ会いに行くと約束しよう』

「はい……っ」

『会社でその後、どうだ？　嫌な目に遭っていないか？』

「大丈夫です。隆也さんがビシッと言ってくださったお陰か、特に誰にも何もされていません」

『そうか、良かった。……本当はもっと話していたいが、今こっちは朝の八時くらいなんだ。もうそろそろ仕事の事も考えないといけないから……切るな？』

「分かりました。お仕事頑張ってください」

　電話が終わるのは名残惜しいが、仕事の邪魔をしてはいけない。それに美琴には、あと一週間という明確なゴールができた。

　ここは恋人役として、社員として、隆也の仕事を応援するのが筋だ。

『いい子で待てたら、ご褒美があるから』

　最後に耳元でチュッとキスの音がすると、電話が切れてしまった。

「…………」

　隆也の声の余韻を味わい、美琴は仰向けになったまま目を閉じて深呼吸をする。

「電話……してくれた……。元気だった。〝いい子、いい子〟してくれた……」

　フワァッと胸が軽くなり、世界が明るくなった気がした。

「隆也さん……」

　陶然と呟き幸福を噛みしめたあと、目を開いた美琴はもう覚悟を決めていた。

「私と隆也さんの関係がどうであろうが、もう悩まない。今の私は隆也さんがいないと生きていけないもの。彼がこの関係を終わらせる時が来たら、その時はきちんと話し合って、最良の状態で別れよう。最悪退社する事になるかもしれないけど、それでもいい。一生に一回の幸せな恋ができたなら、もうそれで……」

　いつかは終わる関係だとずっと前から気付いていた。

　この関係が壊れるのが怖くて怯えていたが、それでは隆也との時間を楽しめない。

　自分が最後の最後に隆也に『奉仕』をできるとしたら――、彼と後腐れなく別れる事だと思っている。

「……最後まで、あなたの『いい子の美琴』でいさせてください」

　浮かべた微笑みは、終わりの覚悟を湛えたものだった。

　

　それから一週間が経つのはあっという間だ。

　田中からも「みこっちゃん何か元気になったね？」と言われるほど、美琴は精力的に働く。週末に万が一隆也が来るかもしれないために、部屋も徹底的に掃除し、自分の体の手入れにも余念がない。

　けれど一度電話をして気が緩んでしまったからか、相変わらず隆也を思っては泣いてしまう夜が続く。

　金曜日の昼休憩にスマホをチェックすると、隆也からメッセージが入っていた。「ＮＹを発った」とそれだけだが、美琴の心は歓喜に跳ね上がる。

　すぐにスマホでフライト時間を調べた。隆也がどこの航空会社の飛行機に乗っているか分からないが、日本の代表的な航空会社のもので、あちらを十一時半時ほどに発てば羽田に着くのは翌日の十四時半ほどだ。

（明日の夕方頃……かな。明日には会えるのかな）

　急に胸がドキドキして、美琴は顔がにやけるのを俯いて誤魔化した。

（今日、念入りにお風呂に入ろう。ボディスクラブとかクレイパックとか、フルコースでやっておこう）

　午後も時間が経つのはあっという間で、美琴は帰ったら入念な体の手入れをし、睡眠をしっかり取ろうと思っていた。

　

　簡単に夕食を済まして風呂に入り、テレビを見ながらストレッチをしていると、玄関のチャイムが鳴った。

（宅急便かな。……にしては来るのが早い気がするけど）

　つい先ほど、浮かれてネット通販で買い物をしてしまったのだ。首都圏の宅配が地方に比べて早いとは言え、さっきの今では早すぎる気がする。

（お父さんやお母さんから何かが届くと思えないし……）

　モコモコのルームウェア姿のまま、美琴は「はーい」と返事をして玄関に向かう。何の疑いもなくドアを開け――固まった。

「ただいま」

　そこには隆也が立っている。

　いつも通りスーツにチェスターコートを着た姿で、一部の乱れもない完璧な美貌が微笑んでいた。

「ど……して……」

　隆也が帰って来たら笑顔で迎え、抱きついて「おかえりなさい」と言うつもりだった。けれど不意打ちをされ、美琴は何もできず狼狽えるしかできない。

「帰国したらすぐ美琴に会いに行くと言っただろう？」

「はい……。です……けど……」

　メッセージを受け取った時間とタイミングが合わない……とぼんやりしていると、隆也が悪戯っぽく笑った。

「驚かせようと思ったが、サプライズは嫌だったか？　お土産もあるんだけど」

　微笑みながら言い、隆也は手に持っていた紙袋を掲げる。そこで初めて、美琴は彼を外に立たせっぱなしなのに気付いた。

「す、すみません！　中に入ってください！」

「ありがとう」

　ドキドキしながら隆也に上がってもらい、ラブソファに座ってもらった。

「すみません、私の家、隆也さんの家みたいに広くなくて……」

「いや？　住みやすそうな家じゃないか。はい、お土産」

　隆也は紙袋の中から、お菓子とおぼしき箱や、ハイブランドの化粧品などを並べていく。

「あ、ありがとうございます……」

　テーブルを挟んで向かいの床に座った美琴は、呆然として隆也を見ていた。

（夢だろうか。……本当に目の前に隆也さんがいる。……二週間、会えなかったのに……）

　その頬を知らないうちに涙が伝っていた。

　隆也が側にいて話してくれるのが嬉しくて、変わらず接してくれる事に心からの歓喜を覚えた。

　同時に二週間の空白が空く前の失態――隆也を不機嫌にさせてしまった出来事を思い出す。社員たちの前で「付き合っていない」と言ったから、隆也を怒らせてしまったのだ。

　彼の出張が予定内でも予定外でも、怒らせてしまい「出張に行く」と一言教えてもらえなかったのは明白だ。

「……ぅ……っ」

　嬉しい、悲しい、申し訳ない……様々な感情がごちゃ混ぜになり、美琴はいつの間にか静かに嗚咽していた。

「ごめ……っ、なさ……っ」

　ぺたんと座り込んだまま、美琴は両手で顔を覆って静かに涙を流す。

「美琴？」

「怒った……、んですよね？　私、『付き合っていない』って言ったから……っ」

　しゃくり上げる美琴の言葉を聞き、隆也はお土産を広げる手を止め、穏やかに問う。

「どうしてそう思う？」

　逆に尋ねられ、美琴は長い睫毛に涙の雫を溜めたまま考える。

「……私が……隆也さんを〝隠したい存在〟にしたから？」

「それもあるけど違う」

　言われて美琴は目を瞬かせる。大きな目から、ポロッと涙の雫が滴った。

「教えてください……っ。わた、……っ、わた、しっ、何でもしますからっ。今回みたいに、黙っていなくなったりしないでください……っ」

　――あぁ。

　言いながらまた新たな涙を流し、美琴は心底思い知る。

　そして心に浮かんだ本音を口にしていた。

「……っあなたが……っ、好きなんです……っ！　あなたがいなくなると、不安になるんです……っ！　だから……っ、だか――」

　俯いてボロボロと涙を流し、言葉と気持ちを叩きつけていると、力強い腕に抱き締められた。

　ハッと顔を上げると、目の前に隆也の切なげな表情が迫っている。

　眉間に皺を寄せ、口元に力を入れ、どこか悔しげな感情すら窺わせていた。

「……どうして分からない。俺が怒っていたのは、美琴が俺の気持ちを信じないからだ。俺は本当に美琴が好きだ。借金なんて関係ない。美琴を制限のある生活から自由にして、俺の手の中だけで愛でるために金を払った」

「――――！」

　深く望んでいながら、「絶対にあり得ない」と自ら否定していた事を言われ、美琴は息を呑む。

「うそ……」

　思わず漏れた言葉に、隆也はゆるりと首を横に振った。

「嘘じゃない。俺は美琴が好きだ。他に好きな女もいない。美琴だから助けたいと思ったし、心地いい時間を過ごせて、体の相性も性格も合っているから、これからも一緒にいたいと思った」

「……どうして……」

　また零れた言葉に、彼は苦く微笑む。

「説明しないと納得できないか？　俺に愛されている事が信じられない？　俺の言葉や愛を疑うのか？」

　今まで美琴は隆也に様々なものを沢山与えられてきた。

　浴びるほど与えられて、ここぞという時に奉仕をさせてもらえ、隆也への信頼は確固たるものになっていたはずだ。

　その気持ちを今さら、疑うはずもない。

「……っいいえ。……信じます。……愛してもらっていると、信じ、……ます」

　酷く声が震えた。

　自分という存在の価値を分かっているからこそ、隆也のような人に愛されていると言い切るのに勇気が要る。

　だが今までのデートや体を重ねた時間、彼の祖父に会わせてもらえた事がすべて『本当』なら、自分が隆也の特別な存在なのだと思ってもいい気がした。

「……美琴。キスは？」

　優しく頭を撫でられ、スルリと頬を手が滑る。

「あ……」

　命じられ、美琴は隆也の頬を両手で包み自ら唇を重ねた。

　ちゅ、ちゅ……とついばみ、そのあと舌先で隆也の唇を舐める。彼も舌を伸ばし、そのうちチュプチュプと淫らな水音がし始める。

　隆也の手が美琴の尻を撫で、指を立てて豊かな肉を握った。そのとたん美琴の下肢にジュン……と甘い疼きが宿り、クロッチに蜜が滴った気がする。

　は……と息をついて唇を離し、見つめ合う。

　美琴は今すぐ隆也が欲しかったし、彼も望んでくれている目をしていると思った。

　無言で彼のネクタイに手を掛けて解いても、隆也は何も言わない。プツンとシャツのボタンを外し始めると、隆也が立ち上がった。

「あ……」

　いけなかっただろうかと不安になる美琴の前で、隆也はスーツのジャケットを脱ぐ。それをソファの背に掛け、美琴に手を差し伸べる。

「おいで」

　その一言だけで、キュウンッと全身に甘美な震えが走った。

　本能の奥にある牝が覚醒し、美琴を発情させる。何もしていないのに呼吸が上がり、隆也が欲しくて堪らなくなる。

　隆也は寝室を示し、美琴をエスコートした。美琴が毎日寝起きしているシングルベッドに彼が腰掛け、微笑む。

　代わり映えのしない自分のベッドだというのに、隆也がいるだけでどんなホテルより素敵なベッドに思えた。

「美琴、脱ぎなさい」

　――あぁ、また命令してもらえる。

　とろぉ……と胸の奥で蜂蜜が滴った気がする。甘く粘度の高い隆也への想いは、トロトロと美琴の心に幸福を注ぎ止まる事を知らない。

「は……ぃ」

　陶然とした顔で美琴はルームウェアに手を掛け、隆也に見せつけるようにゆっくり脱いでみせる。ブラジャーに包まれた素肌が外気に晒され、微かに鳥肌が立つ。

　モコモコとしたズボンもストンと足元に落とし、足を抜いた。

　コクンと唾を嚥下し、隆也を見つめながらブラジャーのホックを外す。開放感を味わうと同時に、フルンとたわわで柔らかな乳房が隆也の前に晒された。薄紅色の乳首が、何もしていないのに興奮で凝り勃っていく。

「残る一枚は、後ろを向いて脱ぎなさい」

「……はい」

　吐息を震わせ、美琴は隆也に背中を向ける。

　両手をパンティのウエストゴムに掛け、腰を曲げてたっぷりとした臀部を見せつけるようにし、下着を丸めつつ下ろしていった。

　いま、隆也の目の前に美琴の秘部が丸見えになっているだろう。

　恥ずかしさで顔が真っ赤になり、胸がトクトクと鳴る。最後の一枚をパサリと放って、美琴はまた隆也に向き直った。

「隆也さんを……脱がしていいですか？」

「いいよ」

　途中までボタンが外されたシャツに、美琴は手を掛ける。興奮して呼吸が乱れそうになるのを必死に堪え、隆也のシャツを脱がせた。厚い胸板を思わず撫で回し、頬ずりをする。

　彼の前に跪き、美琴は胸板にキスを繰り返してスラックスの股間を撫でた。

「下も……脱がしていいですか？」

「好きにしなさい」

　頭を撫でられ、美琴は彼のベルトに手を掛ける。プレゼントのリボンでもほどく気持ちでベルトを外すと、スラックスのボタンとホックを外し、ファスナーを下げた。

　もう既に下着の中で盛り上がりつつある化身を目にし、心の奥底に名状しがたい歓喜を覚える。

「……隆也さんを、愛させてください」

　二週間ぶりの熱に手を触れさせねだると、隆也が鷹揚に頷いた。

　隆也が自分で下着ごとスラックスを脱ぎ、床に放る。半分勃ち上がったモノに、美琴は大切そうに触れる。

　優しく握って手を上下させると、すぐに彼は反応してくれる。血管を浮かばせ漲ってゆく雄茎の熱さを確かめてから、美琴は先端にキスをした。

「ん……、ちゅ、……ん、ン……ぷ」

　すぐに美琴は亀頭を口に含み、舌で舐め回して隆也を愛していく。鈴口を舌先で刺激し、唇で雁首を吸い上げる。

　歯を当てないよう気を付け、口に屹立を含んだまま頭を前後させた。肉竿に舌を添えて口全体で吸引し、喉の奥で亀頭をチュッとしゃぶる。

　隆也が気持ちいいという裏筋を舌で舐め上げ、舌先で浮き出た血管をコリコリと揺さぶった。竿全体が唾液でまみれた頃、また先端に戻って雁首を舌で舐め回す。

「んン……っ」

　奉仕しているだけで、美琴ははしたなく秘部を濡らしていた。太腿の付け根に伝うほど蜜を垂らし、思わずそこに指が伸びかける。

「美琴」

　だが名前を呼ばれただけでピクッと手が止まる。

「お預けだ」

「ンン……ふぁい……」

　チュプッと隆也の先端を吸い込み、蕩けた声で返事をする。

　――気持ちいい。

　迷いも、不安も、現実を乱すネガティブな思考の何もかもが、隆也の支配によって甘く作り替えられ極楽となってゆく。

　小さく顔を前後させてクポックポッと音を立て、残った竿の根元は手でしごく。ずっしりとした陰嚢を手で玩び、裏筋を舐め下ろした舌を陰嚢にも這わせた。クプンと口内に吸い込み、舌で舐め回したあと、またたっぷりと唾液を纏わせた口唇で亀頭を迎えにいく。

　最初と比べてすっかり上達した奉仕に、隆也は満足して美琴の頭を撫でてくれている。

　それが嬉しくて、美琴は四つ這いになったままユラユラと腰を揺らしていた。

「美琴、もういい。ベッドの上に仰向けになりなさい」

「ふぁい……」

　口内に溜まった唾液と隆也の先走りを呑み込み、美琴は素直にベッドに寝る。

「愛してほしい時は？」

　尋ねられ、美琴は顔を赤らめながらおずおずと膝を胸元まで寄せ、Ｍ字に脚を開いた。露わになった場所に指を這わせ、濡れた花びらを左右に引っ張る。

　くぱ……と小さな音がし、続いて美琴が唾を嚥下する音も聞こえた。

「あ……ぃ、して……くださ……ぃ」

「勿論、喜んで。俺も美琴を愛したい」

　艶やかな低音に腰を震わせていると、唇を指で撫でられた。思わずパクリと咥えると、口内が指でチャプチャプと弄ばれる。

「んぁ……ふ……」

　口の中を掻き回され、舌を指で擦られる。舌の輪郭をたどられたあと、初めての時のように舌を指で摘ままれた。

「ぁ……。……ぇ……」

　完全に口を隆也に支配され、美琴は蜜壷をヒクつかせて感じ切る。

　糸を引いて口から指が引き抜かれた。そのあと隆也の濡れた指は下腹部に向い、美琴の秘唇を下から上に撫で上げた。

「あん……っ、ン」

　ビクンッと腰を跳ね上げ、美琴は悩ましく首を振る。顔に髪がかかっても、美琴の両手は膝の裏を押さえている約束だ。

「俺のをしゃぶっただけで、こんなに濡らしたのか？」

「やぁ……」

　ちゅく……ちゅくと指で花弁を乱され、美琴は腰を揺らす。早く指を入れて欲しくて、愛してほしくて、その眦から新しい雫が零れる。

「りゅ……っや、さん……っ、ほし……っの。いれ……っ、て」

　テラテラと愛蜜で光る花弁を自身で広げ、美琴は腰を振り立てた。

「仕方がないな。可愛いから、言う事を聞いてあげよう」

　身を屈めた隆也が美琴の唇にキスをし、ツプッと中指を蜜口に埋める。

「あぁ……あ……」

　長く節くれ立った指が膣内を探り、温かく柔らかな肉をぐぅっと押す。ぐちゅ、ぐちゅ、と濡れそぼった蜜洞を掻き回される音がし、美琴の耳を犯した。

「あうぅ……うーっ、んン……、隆也さんの……、指……ぃ」

　知らずと腰をくねらせ、美琴はもっと愛してほしいと脚を開く。それに応えるように、隆也の指は柔らかく濡れた膣壁を擦り、圧迫し、美琴が一番感じる場所のみ刺激してくる。

「んああぁ……っ、あぁ、あーっ、ンんぁ……っ、――ぁ、ひぃっ！」

　感じていたところに、ピンと勃起した肉芽を親指で転がされ、美琴が悲鳴を上げた。隆也の指をキュッキュッと締め付け、腰を突き上げて感じ抜く。

「二週間ぶりだから、たっぷり感じてるな。いい子だ」

　隆也はご主人様然として笑ったあと、美琴の顔を跨いで硬く勃起した亀頭を唇に擦りつけてきた。

「んンぁ……っ、あ、んぷっ」

　恍惚とした美琴は口を開いてそれを受け入れ、チュウッと吸い込む。隆也が軽く腰を動かして口内を犯し、舌の上に亀頭が擦れるのが気持ちいい。

「んンーッ！」

　濡れそぼった花弁に舌が押し当てられ、ピチャピチャとはしたない音を立てて舐められる。隆也は花弁を唇で咥え、小さな孔を舌先でくじり、濡れた後孔すら指先でツゥッと撫でて美琴を攻め立てた。

「んンふーっ！　んぅ、ん、むぅ、んぐぅ、ン！」

　口の中にある亀頭を思いきり吸い込み、美琴は体を痙攣させる。

　隆也の舌は温かく柔らかく、それがひらめくたびに美琴はフワフワとした心地になり、まともにものを考えられなくなる。

　だが一番敏感な肉芽のさやを唇で剥かれ、中の本体をチュッと吸われると体に電流が走ったかのような淫激に見舞われた。

　お返しをしたいと思って懸命に両手で彼の竿をしごき、陰嚢を揉む。しかし蜜壷に指を入れられて掻き回されると、お返しの手も拙くなってしまう。

「んンーっ、ん、んむぅっ、んふっ、んぶ、ン、むぅーっ」

　陰核を表から舌で舐め回され、その裏を体内から指でトントンと刺激され、美琴は涙を流し首を振りたくる。狂おしく隆也の亀頭を吸い上げ、両足に力を込めて腰を突き上げても、隆也は攻めの手を止めてくれない。

　やがて強烈な快楽がこみ上げ、美琴は必死になって腰を揺らした。このままでは隆也に秘部を舐められたまま絶頂してしまいそうだ。その瞬間に何が起きるか分からず、怖くて堪らない。

　だというのに隆也は美琴を愛する手を止めず、嫌がる腰をよりしっかり抱えて陰核を舐め回した。

　同時に指で的確に攻められ、尿意に似た感覚はより強くなる。

「んんーっ！　んン！　ん、む、――――んぅぅうううっ!!」

（ダメ、達っちゃう、――あ、出ちゃう、ダメ、ダメ、――あ、――――あぁ、――だめぇええぇっ!!）

　ぐぅっとせり上がったものを堪えきれず、美琴は小さな孔からプシャッと蜜潮を飛ばしてしまった。間違いなく隆也の顔を汚してしまい、羞恥と申し訳なさで涙が溢れる。

「んぁ……」

　太い糸を引いて口内から隆也の亀頭が出て行く。ぼんやりとした視界に映った肉茎は、ずっしりと張り詰めてこれ以上なく大きくなっていた。

　ヒクつく花弁を隆也はもう一度舐め、小さく笑って体を起こす。

「相変わらず感じやすい、いやらしい体だな？　躾けた甲斐がある」

　褒められてまた頭を撫でられ、美琴は絶頂後の気だるさのなか多幸感に包まれる。

「……顔……汚してしまって……ごめんなさい……」

「構わない。好きな人のものなら、何だって受け入れるとも」

　秀麗な顔を滴る潮を拭い、隆也はペロッと舐めて魅力的に微笑んでみせた。

　一度ベッドを下りるとバッグを持って来て、その中から避妊具の箱を取りだす。

「財布に忍ばせてある一つじゃ足りないと思って、買ってきた」

「もぉ……やだ……」

　嬉しくて、照れくさくて、美琴は両手で口元を隠し笑ってみせる。

　慣れた手つきで避妊具をつけると、隆也は美琴に尋ねてきた。

「優しくしてほしい？　激しく、酷くしてほしい？」

　問われて、美琴の下腹部にジュワリとまた新しい蜜が滲む。力が入らない体を何とか起こし、美琴は彼にお尻を向けた。

「……は、……激しく……、思いっきり……ぉ、犯して……ください」

　自ら口にした淫らな言葉にすら腰が揺れる。もう内腿はびしょ濡れで、蜜が太腿を滴っていた。

　ふっくらとしたお尻に隆也の手が触れ、まぁるく撫で回したあと軽くピシャンッと叩く。

「んぅっ」

　感じ切った体にその衝撃はスパイスのように効き、美琴の子宮の疼きが高まる。

「挿い入れるぞ」

　熱く泥濘んだ場所に隆也の先端が押しつけられ、美琴は期待に胸を高鳴らせ頷いた。

「はい……」

　隆也は美琴の腰を掴みしばらくグチュッグチュッと花弁に屹立を滑らせたあと、蜜口に先端を押し当てぐっと腰を突き入れてきた。

「っあうぅ……っ」

　自身の体を貫くたくましいモノに、美琴は歓喜の声を上げる。全身を震わせて隆也を歓迎していると、柔らかくほぐれた膣肉を掻き分けて野太い雄が突き進んできた。

「美味そうに頬張ってるぞ。最初はナカも硬かったのに、よく成長したな」

　褒められて、美琴は犬のようにお尻を振って悦ぶ。

　最奥まで隆也が届いて子宮口と鈴口がキスをすると、得も言われぬ喜悦にまた体が震える。ぐちゅ……と下腹部で彼を咀嚼する音がし、美琴は耳まで真っ赤になった。

「美琴？　気持ち良くしてほしい時は？」

　尋ねられ、美琴は繋がったまま自ら腰を前後させ始める。

「っあ、あぁ……っ、気持ちいい……っ、りゅ、や……さん、動いて、ください……っ」

　自らいやらしく腰を振り、美琴は彼の寵愛を乞う。

　自分で動くだけでも膣襞を雁首が引っ掻き、この上なく気持ちいい。それでもやはり美琴は、隆也に好き放題突き上げられ、激しく求められたかった。

「よく……言えたな」

　腰を掴む手に力が入ったかと思うと、美琴は最奥までズンッと突き上げられる。

「っきゃぁあ……っ」

　ポルチオで達する事を覚えさせられた美琴は、感じ切った子宮口を突き上げられ悦びの悲鳴を上げる。意識が飛びそうになったのを堪える間もなく、隆也は縦横無尽に美琴を突き上げ征服してきた。

　腰と臀部が立てる打擲音が部屋に響き、二人分の色めいた呼吸が寝室の空間を満たしていく。

　シングルベッドがギシギシと音を立て、美琴はシーツに涎を垂らす。隆也が腰を突き上げるたび、美琴の豊かな胸がゆっさゆっさと揺れて非常に卑猥だ。

「りゅ……っ、や、さんっ、りゅーや、さぁん……っ、き、……もちぃ、のぉっ、好き……っ、好きぃ……っ！　……も、いなくならな……ぁっ、ぃ、でぇっ」

　甘えた声で懇願し、美琴は隆也の動きに合わせて自ら腰を振る。

　さんざん前戯で感じさせられたあと、挿入して最奥まで突き上げられ達しやすくなった体は、淫奔に花開く。隆也が腰を打ち付けるたびに次から次に新しい淫悦が生まれ、美琴の脳髄に絶頂を教え込む。

「美琴が俺をすべて受け入れて、素直にみんなの前で『愛しています』と誓えるなら、ずっと君だけを愛し抜くよ」

「うーっ、うあぁん……っ、あぁあ、ア、誓う……っ、誓います……っ、からぁっ」

　――辛い。

　――感じすぎて辛い。

　四つ這いだった姿勢も崩れ、美琴は両腕で枕を抱き締めただビクビクと体を震わせるしかできなくなっていた。乳房を隆也に揉まれ、乳首の先端をカリカリと引っかかれると、膣奥を激しく震わせて隆也を締め付ける。同時に結合部からピュクッと蜜が溢れ、隆也の本体を濡らし美琴の太腿を伝っていった。

　何度小さく達したか分からなくなった時、隆也が少し突き上げるのをやめたかと思うと、荷物から何かを取りだしたようだった。

　膣内に含んだ彼の熱杭を感じていると、ふとそれまで手つかずだった肉芽に何か冷たい物が押し当てられた。

「っ……何……？　きゃあああぁっ！」

　蕩けていた意識が少し戻りかけた瞬間、剥き出しの陰核にヴィィィィと振動が与えられ、美琴は何度目になるか分からない絶頂のきざはしを駆け上がった。

「待っ……っ、まぁあ……っ、あぁあーっ、あぁあううっ、ぅあ、あぁあっ」

　美琴は枕に頭を押しつけ、髪が乱れようが気にせずグリグリと首を振る。

　何度も〝躾〟の時に使われたそれは、ピンクローターだ。隆也の太竿に貫かれガンガンと突き上げられながら、女の弱点に道具を使われればひとたまりもなかった。

「達くっ、達くっ、あ、ぁああっ……っ！　――――っ、……ぁ、…………あぁっ」

　プシャッとまた潮を噴き、美琴が激しく痙攣する。

　そのきつい締め付けに隆也が「……くぅっ」と息を漏らし、美琴の腰を掴む手に力を込め、よりいっそう突き上げてきた。ラストスパートと言わんばかりの激しい抽送に、美琴の目の前で星が散る。

　女の魔窟がビクビクと隆也を締め付けると、濡れそぼった場所に含まれた肉棒がぐぅっと膨れ上がった。

「――出、……るっ」

　胴震いした隆也は背後から美琴を抱き締め、ドクドクと射精する。けれど美琴の陰核にローターを当てた手はそのままだ。

　体が弛緩して生理的な痙攣をし始めると、隆也はやっとローターを止めて美琴を解放してくれた。ドサッとシーツの上に倒れ込んだ美琴は、汗みずくになった顔を力なく拭い、胡乱に隆也を見上げる。

（……ぁ）

　――まだ、だ。

　ルームライトを逆光にした隆也は、凄絶な色気を醸し出し、獣めいた目で美琴を見下ろしている。先端を真っ白に塗りつぶした避妊具を取って処理すると、彼はいまだギンギンに漲った肉棒に新しい避妊具を装着した。

　その姿を見ただけで、美琴はまた新しい蜜を垂らす。

「美琴、自分で動けるか？」

　騎乗位をする体力があるかと言われ、美琴は緩慢に起き上がる。

　美琴は仰向けになった隆也の腰を跨ぎ、彼の肉棒に手を這わせる。隆也が見つめているなか、やはり今まで教え込まれた通りしゃがんで脚をＭ字に開いた。秘部を見せつけるポーズを取り、自身の蜜口に隆也の先端を押し当てる。

「ん……。……ぁあ……、あ……」

　ぬぷ……と膨らんだ亀頭が美琴の粘膜を押し広げる。一番太い部分をなんとか呑み込み、あとは息を吐き出しながら腰を下ろしていった。

「エロ……」

　隆也の呟き声が聞こえ、彼が自分を見て興奮してくれているのが堪らなく嬉しい。

「っあぁ……」

　呑み込めるだけ呑み込んだあと、美琴は隆也に向かって両手を出した。何を言わずとも隆也はその手を恋人繋ぎで迎えてくれる。

「ん……っ、ん、ン、ぁ、あ、あぁ、んー、あぁ、あ」

　腰を弾ませると、結合部からジュプジュプと濡れた音が立つ。すっかりほぐれた柔肉が隆也を包み込み、白く泡立った蜜を垂らしている。

　ちゃんと入っているか不安で思わず結合部を見下ろすと、隆也の下腹部はすでにびしょ濡れになっていて、一気に恥ずかしくなった。

「ん、あん、隆也……さん、気持ちい……ですか？」

　騎乗位は隆也が楽だろうと思うから、できるだけ頑張りたい。けれど自分の拙い動きでは彼が満足してくれない気がする。

「気持ちいいよ。美琴のナカはいつでも熱くて柔らかくて、ヌルヌルしていてキツい。最高だ」

「ん……っ、なら、……ぁ、うれ、し……ぃ」

　隆也の上で腰を弾ませていると、彼がまたバッグの中に手を入れた。

「え……」

　不安と期待の混じった目でその行く先を見ていると、彼はすっかり見慣れた形のオモチャを取りだす。隆也は栓のような形をしたそれに、美琴の蜜をなすりつけた。

「ぁ……、隆也……さん……」

「大丈夫だ。今まで何回も練習しただろ？」

　やんわりと頭を撫でられたあと、彼の手は美琴の尻たぶを掴む。柔らかな尻肉を掻き分け、慎ましやかに窄まった孔に先ほどの栓が押し当てられた。

「力を抜いて」

「……は……ぃ。……ぁ、あぁあ、あ、あー……っ、ん、あーっ、ァ」

　アナルプラグを挿入され、美琴は間延びした声を出し涎を垂らす。プチュンとすべて埋められると、またピシャンッと軽くお尻を叩かれた。

「ほら、動いて」

「はい……、ぁ、あぁ」

　体を波打たせるようにして、美琴は隆也を見つめながら腰を動かす。いつあの刺激がくるかと緊張していると、隆也が美琴の後頭部を引き寄せキスを求めた。

「ぁ……、ン、ん、ちゅ……、ぁ……りゅ、やさん……、ン……」

　ちゅ、ちゅ、と蕩けるようなキスをして膣内で彼を締め付けていると、急に後孔でアナルプラグがヴィィィィと震えだした。

「ンんーっ！」

　とっさに体を起こして喘ごうとしたが、隆也に後頭部を押さえつけられてキスを終われない。結局、また隆也の舌を思いきり吸って美琴は絶頂した。

「美琴、動いて」

　キスを終えてトロンとした顔の美琴の頭を、隆也が優しく撫でる。

「は……ぃ、あぁ、……ァ……、んン……」

　美琴は隆也の腹部に軽く手を置き、貪婪に腰を動かした。自分が気持ち良くなるためもあるが、隆也を気持ち良くさせたい、隆也を達かせたいという一心で震える足腰に力を入れる。

「き……っ、もち、ぃ……っ、です、……か？」

　しとどに濡れた蜜壷が、硬く勃起した肉棒を含んでは締め付け、ジュルジュルと涎を垂らす。美琴が腰を動かすたびにグッチュグッチュと凄まじい音がし、美琴は隆也に問いかける合間に、獣のようなうなり声を上げていた。

「気持ちいいよ、……っ、美琴」

　とろりと微笑んだ隆也は、ローターのスイッチを入れて陰核に当たる場所に置く。そのあと自ら起き上がり、対面座位になって下からズンズンと美琴を突き上げた。

「あっ、あぁあうっ、ぅああ、あっ！　ぜんぶ……っ、ぜんぶやぁああっ！」

　性感帯をすべて犯され、美琴が激しく喘ぐ。あげく隆也は目の前でまろまろと動いている乳房を揉み、その先端に吸い付いてはカリッと甘噛みする。

「い……っ、ぃ、達くっ、達く……っ、――――んー、ンんんぅウうんン……っ」

　美琴は悩ましく首を左右に振りたくり、髪の毛がパサパサと顔を打つ。その頭をまた隆也に押さえられ、深く口づけられた。

「んぅ……っ、ン、ぅう……、んーっ……んぅ……っ」

　扇情的に腰をくねらせ、淫具からの振動によってビクンビクンと体が跳ねる。終わりのない快楽地獄に放り込まれた美琴は、汗みずくになって隆也を求めた。

「美琴……っ、そろそろ、……終わるから、……俺にキスをしなさい」

「……はい……っ」

　コクンと頷き、美琴は従順に隆也にキスをした。ねっとりと舌を絡め合わせるいやらしいキスをし、差し出された彼の舌を吸う。

　その間、隆也は後ろ手をつくと、下から激しく美琴を突き上げた。

「んン……っ、ふ、ぁあ、あーっ、ン、りゅ……っ、や、さ――――、ん、ちゅっ」

　何度も立て続けに絶頂を味わい達きっぱなしになった美琴は、頭を真っ白にしつつも、本能で隆也にキスを続けていた。

　意識は無む何か有ゆう郷きようを彷徨い、この世のものと思えない法悦を独り占めにする。美琴は隆也に何を言いたかったのかすら忘れ、身も世もなく喘ぐ。

　もう一度大きな波に攫われて意識を薄れさせた時、隆也が美琴をきつく抱き締め仰向けに倒れ込んだ。

「んンーっ、ん、んぅ……っ、う、うぅーっ!!」

　しっかり抱き締められて身動きが取れないなか、下から隆也が一心不乱に突き上げてくる。前と後ろを震える淫具に苛まれた美琴は、太い一物にズボズボと犯されて喘ぎ狂う。

　キスをしている唇の間から、トロォッと二人分の唾液が零れた。

　全身に隆也の熱を感じ、美琴は彼の呼吸と鼓動を感じる。

　隆也は下から烈しく美琴を突き上げたまま、美琴の尻たぶをギュッと掴み指を食い込ませた。

「んぅーっ!!」

　尻肉を乱暴に扱われる事に感じるよう躾けられた美琴は、それだけで思いきり隆也を締め付けた。

「――ん、……くっ」

　キスをしたままの唇を通じて、隆也が喉の奥で低くうなったのが分かる。

　彼の腰がベッドから浮いたかと思うと、ズンッと最奥まで突き上げられて意識が飛んだ。

「っっ……、――――ん」

　目を閉じたまま、美琴は意識が浮遊したかのような感覚を覚える。

　続けざまにずんっずんっと最奥まで亀頭を叩き込まれ、凶暴な肉槍がこれ以上ないほど膨らんだ。

　わななきっぱなしの蜜壷の中で、重く大きく張り詰めた肉竿がビクビクッと震えて射精を知らせる。

「んぅ……っ！」

　真っ白になりかけている意識の中、美琴は隆也の絶頂を感じて歓喜の呻き声を上げた。

　美琴の最奥でドクンドクンと隆也が脈打ち、薄い被膜を白く塗り潰していく。

　いまだ震え続ける淫具に苛まれ、美琴は暗くなる意識のなか烈しく体を痙攣させた。

　

　気が付くと美琴は風呂場で隆也に体を洗われ、洗髪されていた。

　こぢんまりとした浴室に隆也がいると、窮屈そうで申し訳ない。それでも彼は幸せそうに笑い、小さな浴槽に一緒に入ってくれた。

　風呂から上がっても美琴は腰が砕けて歩けない。

「台所を借りるぞ」

　そう言って隆也はお湯を沸かしてコーヒーを淹れる準備をし、そのあいだ美琴に場所を訊いて新しいシーツを出して取り替え、洗濯機を回してくれる。

　美琴はルームウェアを着てこたつに入り、隆也を見守るしかできない。「立てないんだから」と、やはり手伝う事を禁じられたのだ。

　そのうち温かいカフェオレが出され、隆也はブラックコーヒーをマグカップに入れて美琴の隣に座る。

「……ありがとう……ございます」

　ふぅふぅとカフェオレを冷まし、コクンと一口飲む。

　手間が掛かるというのに、隆也はわざわざ小鍋でカフェオレを作ってくれた。ほんのり砂糖も入っていて、甘すぎないのが美味しい。

「もう、黙っていなくならない。約束する。『何でもする』って美琴が言ったからな」

　やがて隆也が言い、美琴は自分が何と口走ってしまったか思い出す。けれど今さら自分の言葉に後悔する事もない。

「隆也さんに他に恋人や婚約者がいても、私を好きだと言ってくださる気持ちを信じます。不倫はいけませんが、結婚するまでの間なら……」

　言いながらも彼のマンションの部屋を思い出し、胸が嫉妬の炎に炙られる。

　けれど隆也から「好きだ」という言葉が聞けたし、美琴しかいないとまで言ってもらえた。それなら、彼の気持ちをよすがにこの先も生きていける。

「何を言ってるんだ」

「ふがっ」

　突然鼻を摘ままれ、美琴は思わずカフェオレを零しかけた。

「へ……っ？」

　情けない顔で隆也を見れば、彼は心底呆れたという顔でこちらを見ている。

「あの告白じゃ足りないのか？　俺は『好きだ』『愛してる』以上に気持ちを伝える言葉を知らない。それとも跪いてバラの花束を渡されるのが好みか？　それならそうするが。それにさっき、美琴は『みんなの前で俺を愛していると言うと誓う』って言ったじゃないか」

「え……だって……。マ、マンションでこれから……同棲する女性がいるんですよね……？」

　訳が分からず事実確認をすると、隆也が盛大な溜め息をついた。

「美琴が住むに決まってるだろう」

　また呆れたように言われ、美琴の頭の中が「？」で一杯になる。

　固まっている美琴の前で、隆也は荷物の中から小さな箱を取りだした。それには女性なら誰もが夢見る、海外のジュエリーハイブランドのロゴが刻まれている。

「開けてごらん」

　呆然としたまま濃紺のリボンにブランド名が刻まれたリボンを引くと、箱の中からリングケースが出てくる。

　まさか……と思ってパカリと左右に蓋を開くと、中には燦然と輝くダイヤモンドの指輪が鎮座していた。

「…………」

　これ以上ないほど目を見開いた美琴は、ポカンと口を開いたまま隆也を見る。

　そんな彼女に微笑みかけ、隆也はエンゲージリングを手に取り、美琴の左手の薬指にスッと嵌めた。

「美琴。俺と結婚してください」

「……は…………い…………？」

　手を握られたまま首を傾げると、隆也が困ったように笑う。

「どうして疑問形なんだ。電話をした時も『ご褒美がある』と言っただろう」

「だって……いつから……ですか？　私……、最初会った時は女王様だったのに……。会社でも地味な経理だし……。本当に好かれる理由が分かりません……」

「じゃあ明日、種明かしに爺さんの所に行くか。きっと皆、、納得いくまで説明してくれる」

　抱き寄せられてチュッと額にキスをされ、美琴は呆然としたまま突然降って湧いた幸せに戸惑う。この幸福を抱き締めて自分のものにしていいのか、まだ美琴は状況を把握していなかった。
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　隆也は、ようやくすべて上手くいったと内心拍手をしていた。

　と、あ、る、筋、から知った佐久間美琴という女性は、調べれば調べるほど興味深い人だ。

　昼間は隆也の父や祖父が経営する本社で経理をしている。こっそりその姿を見た事があったが、彼女はとても地味な姿をしていた。ちゃんとメイクをして隅々まで気を遣った格好をすれば、誰もがハッと振り向く美女になるだろう。けれど美琴はあえてその素材を殺し、自ら〝その他大勢〟に埋没している気がした。

　そしてもう一つの顔――彼女が借金をして働かざるを得ないＳＭクラブに向かえば、これぞ夜の蝶という派手な格好で出迎えてくれる。

　馬狩という男の話では、彼は本番行為をしなくて済むＳ嬢の仕事を勧めたそうだ。もともと美琴はいい所のお嬢様でもあるので、夜の世界に染まりきって体を使うのに抵抗があり、馬狩も少なからず哀れに思ったそうだ。

　本当なら新人に仕事のコツなど教えないらしい。だが馬狩は老婆心から美琴に、Ｓ嬢というものは客が求めている事を察知し、それを与える仕事だと教えたようだ。本来真面目な美琴は夜の仕事にも真剣に取り組み、あっという間に売れっ子になっていった。

　隆也が会いに行った時、美琴は本当に戸惑った顔をしていた。

　やはり客の相手をしていて、隆也がＭ属性でないのは一目で分かったのだろう。

　それでも美琴は隆也に対し、求められるがまま店の事を丁寧に説明してくれた。どんな場所にいても几帳面で真面目な性格に、隆也は好意を抱く。

　もしかしたら、夜の仕事をしている時にだけ、我が儘で傲慢な本性を見せているかも……と思ったのだ。だがそれは杞憂に終わった。

　これまで仕入れた情報や遠くから見た昼間の彼女、そして実際話してみた夜の彼女。総合的に見て、隆也は自分にゴーサインを出した。

　翌日会社に就任して、わざと美琴に自分を意識させるよう各部署を回り、彼女を会議室に呼び寄せた。

　目の前で借金がなくなった時の彼女の顔は、本当にポカンとしていて可愛かった。

　おまけにこれまでの生活苦で精神的にもよほど参っていたのだろう。お嬢様時代を経て極貧生活になり、何とか生き抜くために奮闘した。そこから昼夜で仮面を使い分ける事になり、自分の本当の性格がどうであるか見失っているようだった。

　とりあえずそのグシャグシャになっている心を、隆也は一度完膚なきまでに崩し、そして再構成させる事にした。

　今まで誰もねぎらわなかっただろう彼女を、最大限に甘やかす。

　そして泣いた彼女を慰め、ねぎらい、彼女の本音を引き出していく。

　佐久間美琴という女性が素の姿を取り戻してから改めて求婚するつもりだったが、隆也はその他の『素質』にも気付いてしまった。

　美琴は無理をしてＳ嬢をしていたが、本質的にＭっ気が強い。

　試しに目隠しをして体を弄べば、本来の美琴と言っていい反応を示し、隆也もまた自分の性癖にピッタリ合った彼女に興奮した。

　少しずつ、少しずつ、隆也は美琴を調教していった。

　調教と言えば、鞭や器具を使う事を一般的に想像するだろう。

　だが隆也はそういう関係にそれほど興味を持っていない。

　美琴と深い関係になって彼女がＳＭプレイを望むなら、そうしてもいいと思っている。しかしそうなる前に心が深く繋がり、信頼関係を築く事が必要となる。

　美琴を恋人として大切にし、何でも買い与え彼氏としてデートをした。彼女が人目を気にするなら人混みを避け、あらゆる事を叶えてどんどん自分を信頼させていく。

　しかし隆也は美琴を甘やかす過程で、ある程度の意地悪もしていた。

　信頼を与えると同時に「本当にこの人は私を大切にしているのだろうか？」と不安を抱かせる〝心の隙間〟を作ったのだ。

　最初から自分がどうして美琴を選んだかという理由を何もかも話せば、美琴は安心して元の清楚なお嬢様に戻ってしまうだろう。

　だが隆也は、結婚するなら美琴の本質を暴き、その淫らでマゾヒスティックな性を自覚させたかった。美琴が隆也だけに従順でいやらしい女である事を、彼女自身に教え込まなければいけない。

　結婚したいと思い興味を持った人だからこそ、隆也は性生活においても満足したかった。

　結果的に美琴は隆也の思うままに調教された。

　隆也が一方的に愛してすべてを与え、彼女には何もさせない。そんな焦らしを続けた挙げ句、奉仕を許可していやらしく応える女にした。

　だが社員の前で「付き合っていない」など意地を張った事を言うものだから、さすがに頭にきた。

　多忙な中、どれだけ自分が美琴に時間と心を割いているか、彼女は何も分かっていない。

　隆也の本心をあえて教えていなかったとしても、信頼してほしかった。

　なので少し仕置きとして、美琴と同棲する用に用意した部屋を見せ、他の女がいるような誤解を与えて一週間の放置プレイをした。

　思った通りグズグズに泣いた彼女は、隆也の帰りを待ち侘びていた。

　たっぷり「待て」をさせた忠犬に、隆也は婚約指輪と激しいセックスでもって『ご褒美』を与えたのだ。

　

　このようにして、隆也は目をつけた女性を思うままに調教した。

　祖父からは「結婚は認めるが、難しい環境にいた美琴さんの気持ちは、お前がどうにかするしかない」と言われていた。

　祖母も両親もこの結婚に反対していない。

　美琴の両親はいてもいなくても同じようなものだし、周囲に結婚を賛成されているこの状況で、本当にあと必要なのは美琴の気持ち一つだったのだ。

（やっと、手に入れた）

　腕の中で美琴は指輪に見とれポーッとしている。

　可愛らしいその顔を見て隆也は微笑み、柔らかで白い頬に口づけをした。






終章　女王様は幸せなお姫様に








　翌日の土曜日、美琴は隆也と一緒に彼の祖父が入院している病院に向かった。

　隆也と出掛ける時はいつも清楚なコーディネートをしており、もともと美琴はそういう服装が好きだった。

　ふんわりと可愛らしいブラウスやカットソー、それに丈が長めのスカートにワンピース。そういうアイテムが本来の美琴の服装で、女王様時代に着ていた体にフィットする服やミニスカートは、もうあまり身につける事はないのでは……と思っている。

　ほんの少し前まで自分の心も体も何であるか分かっていなかったのに、隆也と付き合うようになってから〝本当の自分〟を思い出し、そして新たな自分を知った気がする。

　最初は隆也の行動や言動に強引さを感じたものの、ありのままの自分を受け入れてくれる彼を信頼して愛されるようになると、心底気持ちが楽になった。

　

「お邪魔します」

「ああ、美琴さん、いらっしゃい。隆也も」

　隆也の祖父、猛の病室に入ると、他にも人がいる。

「え……っ、お爺ちゃん、お婆ちゃん!?」

　なんとそこには美琴の祖父母がいたのだ。確かに美琴の祖父はこの病院に入院していたが、まさか繋がりがあると思わなかった。

　病室にはもう一人、品のいい高齢の女性もいて、きっとそれは猛の妻だろう。また、奥のほうに見覚えのある男性――宇崎ホールディングスの元社長と、その夫人もいる。

「な……っ」

　目を白黒させる美琴に、隆也が悪戯っぽく笑う。

「今まで黙っていてすまない。ここにいる全員、俺たちの結婚を祝福してくれている。だから結婚に反対されるとか、そういう心配はしなくていい」

「どう……して……」

　周囲に勧められ、美琴は豪華な個室にあるソファセットに腰掛けた。

「美琴ちゃん、黙っていてごめんなさいね。この話がもしあなたの両親に知られたら、『余計な事を』と言われて邪魔されるだろうと思っていたから……」

　美琴の祖母が申し訳なさそうに言い、目を伏せる。

　訳が分からずポカンとしていると、猛が口を開いた。

「美琴さんの祖父母……井い之の内うちさんとは、以前からのお付き合いだ。とはいえ、ビジネス上の付き合いだったので、個人的に親しくなったのはこの病院で再会して以来だった。井之内さんはいつも孫自慢をされていて、そのお孫さんは私の会社で働いていると言うじゃないか。井之内さんに協力してもらって病院のパブリックスペースに連れ出してもらったら、そりゃあ感じのいいお嬢さんだった。井之内さんの会社は申し分のない老舗だし、そのお孫さんなら、私としてもぜひ隆也とお付き合いしてほしいと思った」

　そう言えば、祖父のお見舞いに来た時は、何だかんだ言って一緒に出歩く事が多かった。

　祖父母と一緒に一階にあるカフェに行き、外の芝生まで散歩に出た事も何度もある。そのすべてが仕組まれていた行動の一つだったとは、驚きを禁じ得ない。

「すまんな、美琴。だがお前が章しようと綾あや音ねのせいで苦しい思いをしているのを、何とか救ってやりたかった。しかし私たちが金を出しても、あの無駄にプライドだけ高い章は受け付けないだろう。綾音もまた、一度金を出せば私たちに金の無心をし、後先考えない生活をする恐れがあった」

　美琴の祖父が言う章と綾音というのは、両親の事だ。

　美琴の目から見て悪い人ではないと思うが、確かに父はプライドが高く親会社の会長である祖父の言う事を素直に聞かなかった。その結果、子会社を潰した。母の綾音もお嬢様育ちだからか浪費癖が酷く、自分で働くという事をしない。自分の両親が金を出してくれると知れば、それに甘えて二度と自立できないだろう。

　少なくとも美琴は、まだ両親に愛情を持っているため、自分が何とかして親を助けてあげたいと思っていた。

　けれど実の祖父母にまで両親の欠点を指摘されると、何も言えなくなる。

　俯いた美琴の手を、隆也が握った。

「美琴、君はもういい大人だ。親にしがみついて、親の期待通りに生きなくてもいい。親に『こうしなさい』と言われてその通りに生きるのは、君が親離れできていない証拠だ」

「……親離れ……」

　言われて、とても心当たりを感じた。

　仕方のない親のため……と言ってあくせく働いて、結局美琴は一人の大人として両親を見限れなかったのだ。

　期待されれば共にズブズブと底なし沼に浸かり、それでも「親のため」と言って懸命に働く自分に、どこか酔っていたのかもしれない。

「同じくご両親も、子離れできていない。むしろ、ご両親こそが子供のままの気がする。いい大人なら自分で会社の負債を何とかし、周囲からどう思われようと社員を守り親会社に迷惑を掛けないよう努めるべきだった。『何とかなる』でどうにかできるほど、会社経営というのは楽なものじゃない。その負債を子供……しかも娘に負わせ、夜の仕事をさせて返済させるなど、悪いがまともな親の考える事じゃない」

「……そう、……ですね」

　第三者に言われて初めて、自分が置かれていた環境がどれほど異常だったのか分かる気がした。

　少女時代までお嬢様だったのに、気が付けば体の手入れを何もできず自分の買い物すらできなくなっていた。激安スーパーに通っては極貧レシピで食事を作り、両親に「まずい」と言われていた。

　宇崎ホールディングスに入社して少しずつ金を返せるようになり、一人暮らしも始めたが、正直両親に会うのは気が重たかった。

　両親に会えば必ず何か文句を言われ、美琴には関係のない不平不満を言われる。

　美琴だって昼夜構わず働いて心身共に疲れているのに、何もしていない人に文句を言われるのは殊の外堪えた。

「だったらお父さんとお母さんも働いてよ」と言う事ができたら、どれだけ気が楽だっただろう。

　けれど美琴はそれを言えば父がどれほど激怒するか知っているし、母が「私が働ける訳ないじゃない。見てよこの綺麗な手」と、金がないのにネイルサロンに行った手を見せてくるのも知っている。

　美琴はなるべく自分に金をかけないようにしているのに、両親は美琴が生活費を渡すとあっという間に浪費してしまう。

　その気疲れも、隆也に出会う前にはもうとっくに限界に達していたのだ。

　あと少し隆也に会うのが遅かったら、美琴は病んでしまっていたかもしれない。

「君の両親は、いわゆる『毒親』だ。一緒にいても美琴のためにならない。これからは俺が夫として美琴を守る。俺の両親も祖父母も、君の祖父母も協力してくれる」

「あの三億は……」

　ずっと隆也に借金をしてしまった事に負い目を感じていた。彼に奉仕するのも恋人のふりをするのも、最初は「借金を返すため」と思っていた。

「好きな人と結婚するためなら、三億ぐらいどうって事はない。美琴には三億以上の価値がある。俺が結婚したいと思った、唯一無二の存在だ」

　そう言われて、やっと胸の奥が軽くなった気がする。

「まだ負い目があると言うなら、これから一生かけて俺を幸せにしてくれ。俺を愛して、一緒にいい家庭を作ってほしい」

「――はい……っ」

　力強い手に肩を抱かれ、美琴はこみ上げた涙をそっと拭う。

　――もう、終わったんだ。

　隆也が三億円を返してくれたのは二か月前なのに、美琴は不幸体質が染みついたまま、幸せを実感できないでいた。

　自分自身に「私は不幸」というレッテルを貼り、呪ってしまっていたのだ。

　隆也に出会って「愛されている」と実感できた昨日、そしてすべての事柄をもう心配しなくていいと知った今日から、やっと美琴は生まれ変われた気がする。

「……ありがとう……ございます。幸せに……なりたい、です」

　涙を堪え言い切った言葉に、全員が微笑んだ。

「幸せにするよ」

　隆也が目を細め、ポンポンと美琴の頭を撫でた。

　

　病院の帰り、美琴は隆也のマンションに寄った。

　あの部屋用のカーテンやベッドカバーなどのカタログがテーブルの上にあり、隆也は「好きな柄を選んでくれ」と言ってくれた。

　これから美琴は隆也と正式に同棲する事になり、賃貸マンションに置いてあった荷物なども、こちらに運ばれてくる予定だ。

　今まで女王様として貢がれた高級車や不動産も、隆也が持ち主を調べて美琴の素性がバレないように何とかすると言ってくれた。

　以前は「セックスをするだけなんだから、私の服なんて置かなくてもいいのに」と思っていた服も、美、琴、用、のウォークインクローゼットに収まっている。

　隆也は正式に告白してくれるずっと前から、美琴と結婚する事を決めていたようだ。

「隆也さんは会長に教えられて、私を知ったんですか？」

「まぁ、きっかけはそうだな。アメリカで働いていてそろそろ帰国を……と思っていた時、爺さんから『いいお嬢さんがいるが、結婚する気はあるか』と言われた。最初は政略結婚かと思ったけど、美琴を調べるうちに興味が湧いて……。ひと味変わったお嬢様でなかなかそそられたよ」

「……呆れたでしょう。お嬢様とは名ばかりで、女王様をしていて……」

「仕方がないだろう？　そうせざるを得なかった環境だったんだ。俺だって美琴の事を、もっと早く救えたら……と何度も思った。それがどうにもならないのと同じだ。美琴が今さら気にする事でもない」

　ポン、と頭を撫でられ、その手で肩を抱き寄せられる。

「俺はありのままの美琴が好きだ。付き合っているうちに、本当の君を引き出せたと思っている。俺に従順で、俺だけにいやらしくなる女にしたつもりだ。……違うか？」

　意地悪に囁かれ、カァ……と頬が熱を持つ。赤面した顔を誤魔化すように、美琴は隆也の腕に抱きついて肩に顔を伏せた。

「……もう。意地悪……」

「意地悪をされるのが好きだろう？」

　けれどそう言われ、彼の肩口に顔を埋めたまま、コクンと頷いた。

「クリスマス、美琴のために特別なデートを用意してあるから、楽しみにしていてくれ」

「はい」

　外はもうクリスマスムードで、美琴は久しぶりに心の底からクリスマスを楽しめる気がする。

「ウェディングドレスのカタログも取り寄せて、二人で一緒に色々決めていこう」

「……はい……っ」

　あまりに幸せで、美琴は隆也に思いきり抱きついた。

「美琴？　嬉しい時はどうするんだっけ？」

　けれどそう問われ、恥ずかしいながらも隆也の膝の上に乗り、向かい合わせになる。

「……嬉しいです、隆也さん」

　頬を染めて告げ、美琴は隆也の首に両手をまわし、深いキスをした。

「――ん……っ、ぅ」

　唇をついばんだあと、すぐに二人の舌が絡まる。

　クチュクチュと水音を立てていやらしいキスをしたあと、美琴の小さな舌が隆也のそれに弄ばれる。

「……っぁふ、……ん、――ン、……ぁ、う」

　隆也に吸われて舌がジンと痺れると、次に隆也の舌が美琴の口腔に入り込んだ。

（あ……）

　本能的に美琴は彼の舌を舐め、自分の舌を擦りつけ、最後にチュウッと吸い込む。

「ン！　んーっ……！」

　そのとき尻たぶをギュウッと掴まれ、美琴は隆也の舌を吸い込んだだけで達してしまった。

　今まで絶頂の時は必ず隆也の舌を吸わされていたため、条件反射で彼の舌を吸うだけで達してしまう体に躾けられたのだ。

「ぁあ……、あぅ……、う……っ」

　隆也の目の前で蕩けた顔を晒した美琴は、この上ない幸せを感じてピクピクと子宮を痙攣させていた。

　自身の下腹部に押しつけられた、昂ぶった隆也の硬さを感じながら――。

　

　やがて宇崎ホールディングス本社ビルには、〝地味で目立たない経理の佐久間さん〟が無事、新任のイケメン社長兼ＣＥＯと結婚するという噂が駆け巡った。

　公衆の面前で隆也が付き合っている事を宣言したからか、結婚を発表しても、もう誰も何も言わない。

　田中からは「シンデレラ婚」と言われ、美琴は「そんな事ないです」と笑う。

　美琴は変わらず宇崎ホールディングスの経理として引き続き働くものの、以前の地味ななりをやめ、相応なオフィスカジュアルの格好をして通勤するようになっていた。

　その美貌とプロポーションの良さに、今さら男性陣がざわつくものの、田中などが「あからさますぎー」とからかうので、誰も美琴にアプローチできない。

　それ以前の問題で、完璧すぎる隆也を敵にしようとする強者はいなかった。

　

「隆也さん、私いまシンデレラってからかわれているんです。もー」

　すっかり二人の住居となった隆也のマンションで、美琴は彼に抱き締められたまま頬を膨らませる。

　ベッドルームの空気は熱が引こうとしていて、あとはもうゆっくり眠りに落ちるだけだ。

「言わせておけばいいんじゃないか？　シンデレラって幸福の象徴だし、いいじゃないか。シンデレラ・マリッジとかな」

「シンデレラ・マリッジ……ね」

　ふと、シンデレラ・マリッジの頭文字がＳＭである事に気づき、美琴はハッと隆也を見る。その視線に気付いた彼は、ニヤニヤと笑っていた。

「俺たちの出会いがＳＭから始まったのも本当だしな？」

「……もぉっ」

　笑いながら怒った美琴は隆也の上に跨がり、愛しくて憎たらしい彼の唇に思いきりキスをした。





完








あとがき








　こんにちは。臣おみ桜さくらと申します。今回は濃蜜ラブルージュさんの作品をご購入頂き、ありがとうございます！

　濃蜜ラブルージュさんの作品ツイートをお見かけした当初、創刊の思わずドキッとする表紙を見て、とても気になっていました。編集長さんのインタビュー記事を見ても、今までのＴＬ小説にない新しい、より濃厚なレーベル作りをされているのだなと思い、本当に興味を惹かれました。

　私自身、官能シーンがあるＴＬ小説だからこそ、Ｈシーンに拘っている面があります。表現や描写に気を付け、皆様にドキドキして頂けたらな……と思いながら、日々原稿に向かっています。

　そこで運良く、気になっていた濃蜜ラブルージュさんにお声を掛けて頂き、片思いが通じたような気持ちになりました（笑）。

　隆也と美琴のお話を書かせて頂いたのですが、如何でしたでしょうか？

　ポッと「ＳＭクラブの女王様が、ドＳご主人様に調教されちゃうお話」というのを書きたいな……とネタを思いついたのです。ですがヒロインがＳＭクラブの女王様って、普通のＴＬレーベルさんではなかなか書かせて頂けないかな？　と思っていたのです。それがまさか採用して頂けるとは思わず、濃蜜ラブルージュさんには本当に感謝です。

　ＳＭと言えば緊縛や鞭、道具……とかをイメージし、私もそういう物はヒーローとヒロインの関係を深めるのに良いスパイスになると思っています。ですがその前に、精神的にずっぷり依存するような、精神的なＳＭを書きたいと思いました。

　毎回私の書くお話のヒーローって、どこか歪んだ腹黒が多いのですが、美琴も幸せそうなので何よりだと思います（笑）。

　濃蜜ラブルージュさんの編集長さんのインタビューにもありますが、売り上げ次第で書き下ろしを足しての紙書籍化や、挿絵を……などの展開を考えていらっしゃるそうです。私たち書き手にとっても夢ですので、どうぞ皆様のお力を貸して頂けたらと思います！

　次作もたっぷり濃厚なエロスと胸キュンをお届けしたいと思っておりますので、その時はどうぞ宜しくお願い致します！





２０２０年４月　桜が咲く直前の札幌で　臣桜









【著者紹介】

12月28日生まれ／やぎ座／Ａ型／道産子

２０１７年にデビュー。せっかくのＴＬ小説なので、濃厚なエロスにこだわって書いています。

趣味は国内・海外旅行、映画・音楽鑑賞。着物や和文化、京都に強い憧れを持っています。






濃蜜ラブルージュ

素直すなおになれたらご褒ほう美びをあげる

〜極ごく上じょうＣシーＥイーＯオーと地じ味みＯオーＬエルの寵ちょう愛あいシンデレラ・マリッジ〜



2020年6月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　臣桜

■イラスト　北宮みつゆき

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Sakura Omi ©Mitsuyuki Kitamiya
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